

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　ＣＯＮＴＥＮＴＳ








開幕は闇の中で

七罪ダブル

十香ブレイブ

琴里エディター

六喰ゲイシャ

士織スピリット

その幕を下ろすのは

あとがき
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「──きひひ、ひひ」

　暗い暗い世界の中、少女は一人、そんな笑い声を響ひびかせていた。

　別段、誰だれに向けたものでもない。歓かん喜きや享きよう楽らくの発はつ露ろというほどには朗ほがらかでなく、威い圧あつや煽せん動どうを示すほどに悪あく辣らつでもなかった。

　もとより今、この暗い世界で意識を保っているのは一人きり。それを受けてともに笑う者もいなければ、恐おそれる者も在ありはしない。

　けれど、少女は笑った。笑わずにはいられなかった。言うなればそれは、長らく巡めぐらせていた謀ぼう略りやくが結実したかのような──或あるいは、これから結実することを確信しているかのような──愉ゆ悦えつと期待に充みち満ちた笑えみであった。

「────」

　少女はひとしきり笑うと、大おお仰ぎような所作でゆっくりと両りよう腕うでを持ち上げた。──あたかも、楽団を率いる指揮者のように。

　するとその動作に合わせるようにして、暗い世界がどくんと脈動した。

　茫ぼう洋ようと広がっていた地面が隆りゆう起きし、彼女を頂くように巨きよ大だいな城を形作っていく。高く聳そびえる鉄てつ壁ぺきと無数の尖せん塔とうを抱いだいた、豪ごう壮そうかつ壮そう麗れいなる闇やみの城。

　無論そんなものが地面の中に埋うもれていたはずはない。彼女の令によって、今この瞬しゆん間かん、世界に形作られたのである。

　そう。この空間において、彼女に為なし得ぬことは存在しなかった。ありとあらゆるものが彼女の意志によって具現し、ありとあらゆるものが彼女の望みによって変容する。

　巨大な建造物であろうと、獰どう猛もうな獣けものであろうと、雄ゆう大だいなる自然であろうと──

　たとえそれが、精せい霊れいや人間であろうと。

「──それでは皆みなさん、どうか良き夢を」

　そう言って、支配者はもう一度、笑った。



















　閑かん静せいな郊こう外がいに聳そびえ建つ、『私立精せい霊れい女学園』。

　その廊ろう下かを、一組の男女が歩いていた。

　一人は、癖くせの強い髪かみを一つに束ね、くたびれたジャージを身に纏まとった小こ柄がらな少女。

　そしてもう一人は、その少女のあとを付いて歩く、明らかに着慣れていないスーツ姿の少年だった。

　この精霊女学園の教諭・七な罪つみ先生と、教育実習生の五いつ河か士し道どうである。

「というわけで、あんたには今日から三週間、クラスを受け持ってもらうことになるわけだけど……」

　七罪先生が気け怠だるげな調子でそう言って、首を傾かしげる。

「……大だい丈じよう夫ぶ？　話についてこれてる？　もっかい説明する？　ツッコミあるなら今のうちに聞いとくけど？」

　そして、妙みように心配そうに問うてきた。

「へ？　いやいや、大丈夫ですよ。自分のすることくらいは覚えてます。教師になるのは俺の夢ですからね。教育実習は楽しみにしてたんです」

「……あ、ホント。ならいいんだけど。……正直私はちょっと自信ない。なんでよりにもよって私が教師なわけ？」

「先生？」

　七罪先生がよくわからないことを言う。士道は曖あい昧まいな笑えみを作りながら首を傾げた。

「……まあいいわ。それより、そこよ。あんたが受け持つ二年四組は」

　七罪先生が前方の教室に付いている学級表札を指さす。それを見て、士道は渇かわいた喉のどを湿しめらせるようにこくんと唾つばを飲んだ。

「……んじゃ、とりあえず入ったらみんなに挨あい拶さつして。そしたらそのあと、私が改めて紹しよう介かいするから」

「は、はい」

「そんなに硬かたくならなくて大丈夫よ。みんな……」

　言いかけたところで、七罪先生はコホンと咳せき払ばらいをした。

「……一部を除いていい子たちだから」

「一部いい子じゃないんですか!?」

　士道が驚おどろいたように言うと、七罪先生が「若いわね」というようにハハッと乾かわいた笑みを浮うかべた。

「集団ってそういうもんでしょ？　……特に、このクラスには『あいつ』がいるし……」

「『あいつ』？」

　含ふくみのある言い方に士道が眉まゆ根ねを寄せると、七罪先生は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしながら首を横に振ふった。

「……いえ、ま、大丈夫でしょ、多分。あいつが突つっかかってくるの大体私だけだし」

「……？」

　士道はまたも首を傾げたが……今から受け持つ生徒に対して余計な先入観を持つのもよくないと思い、それ以上は聞かなかった。

　気を取り直すようにネクタイの位置を直してから、教室の扉とびらに手をかける。

　そしてすうっと息を吸ってから扉を開き、士道は初めての生徒たちの元へと足を踏ふみ出した。

「おはよ──」

　が。

「うわっ!?」

　教室に入ろうとした瞬しゆん間かん、士道は何かに足を引っかけ、前方につんのめってしまった。

　そしてそのままぐらりと倒たおれ込み──むにゅ、と何やら柔やわらかいものに顔面からダイブする。

「てて……なんだ、一体……」

「やーんっ」

　と、士道が顔を上げようとすると、そんな悩なやましい声が上方から聞こえてきた。

　見やると、すぐそこに、端たん整せいな少女の顔があることがわかる。

　顔を包む柔らかな感かん触しよくに、温かい体温。そこで士道はようやく、自分が少女の胸むな元もとに倒れ込んでしまったことを理解した。

「わっ！　わわッ!?　す、すまん、わざとじゃ……！」

　泡あわを食って姿勢を正し、平謝りする。するとその少女は、胸元を強調するように肩かたをすぼませながら、わざとらしく頰ほおを染めてみせた。

「うう、もうお嫁よめに行けませんー。責任……取ってくださいねぇ？」

「え……ええッ!?」

　士道が声を裏返らせると、辺りから囃はやし立てる声が聞こえてきた。

「呵か々か、やってしまったな！　実習早々やってしまったな！」

「淫いん猥わい。破は廉れん恥ち教師爆ばく誕たんです」

「そ、そんな……!?」

　と、士道があわあわと狼狽うろたえていると、後方から歩いてきた七罪先生が、至し極ごく落ち着いた調子で身を屈かがめ、入り口の足元に張られていたと思おぼしき釣つり糸を摘つまみ上げた。

「ったく……まーたこんなものを。耶か俱ぐ矢や、夕ゆ弦づる。あんたらね？」

「んなっ！」

「狼ろう狽ばい。ぎくっ」

　やんややんやと声を上げていた双ふた子ごが、ビクッと肩を震ふるわせる。どうやら、士道を転ばせるためにトラップを仕し掛かけていたらしい。

　ということは……

「……美み九く。あんたもよ。ふざけてないでさっさと席に戻もどりなさい」

「はーい」

　七罪先生が言うと、これまた美九と呼ばれた生徒が、ヒラヒラと手を振りながら間延びした返事をして、自分の席へ戻っていった。

「え、ええと……」

「……ああ、気にしないでいいわよ。いつものことだから。教育実習生が来るってんで浮かれてるんでしょ。……ったく、色ボケビッチどもめ……」

　七罪先生がため息交じりに言って、「ほら」と士道の尻しりを叩たたいてくる。

　士道はそれに従い、気を取り直すように咳払いをしてから、教きよう卓たくの方へと歩いていった。

　そして教室を見み渡わたし、皆みなに届くように声を張り上げる。

「えー……では気を取り直して。教育実習生の五河士道です。今日からしばらくの間、みんなのクラスを担当することになりました。未熟者ですが精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりますので、よろしくお願いします」

『お願いしまーす！』

　士道が挨拶をすると、生徒たちが元気よく挨拶を返してきた。

　なるほど、一部悪戯いたずら好きな生徒はいるようだったが、基本的には皆いい子らしかった。

　と、士道がそんなことを思っていると、正面に座っていた生徒が、ピッと手を挙げてきた。

　黒いリボンで髪を二つ結びにした、真面目まじめそうな少女である。精霊女学園の制服をきっちりと着こなし、黒くろ縁ぶちの眼鏡を掛けていた。

　見たところ中学生くらいにしか見えないが……まあ、きっと単に小柄なのだろう。というかそんなことを言い出したら、七罪先生も彼女と同じくらいにしか見えなかった。

「ん？　どうかしたか？　ええと……」

「クラス委員の五河琴こと里りです」

「五河さん」

「琴里でいいです。おにーちゃ……いえ、先生も同じ苗みよう字じなようなので」

　少女──琴里がコホンと咳払いをしながら言ってくる。今一瞬「おにーちゃん」と聞こえた気がしたが……まあ、たぶん士道が学生時代先生を「お母さん」と呼んでしまったようなものだろう。

「それより、私たちも自己紹介をしようかと思うのですが、どうでしょうか」

「ああ、なるほど。そりゃありがたい。是ぜ非ひお願いするよ」

　士道が言うと、琴里はこくりとうなずいて立ち上がった。

「では私から。先ほども言いましたが、五河琴里です。クラス委員をしています。好きなものはチュッパチャプスとおにーちゃん。何かわからないことがあればなんでも聞いてください」

　言って、クイ、と眼鏡の位置を直すような仕草をしてみせる。

「ああ、よろしく。へえ、琴里はお兄さんと仲がいいんだな」

　士道が言うと、先ほど耶俱矢、夕弦と呼ばれた双子が肩をすくめた。

「いや、琴里は一人っ子だけどね？」

「解説。琴里にとっての『おにーちゃん』とは、白馬の王子様のようなものです。イマジナリーブラザーです」

「へ、へえ……」

　士道は頰に汗あせを垂らしながら応こたえた。……まあ、多感な時期であるし、そういうこともあるのかもしれない。そういうのを受け止めてこその教師だろう。

　そういえば先ほど琴里が士道のことをそんな呼こ称しようで呼びかけていた気がしたが……なんだか深入りすると面めん倒どうそうなので気づかないふりをしておいた。

「え、ええと、じゃあ次は……」

　士道が教室に目を向けると、今度は美しい夜色の髪をした少女が元気よく立ち上がった。

「夜や刀と神がみ十とお香かだ！　好きなものはきなこパン！　よろしく頼たのむぞシドー先生！」

「ああ、よろしく。元気がいいな」

　と、士道がにこりと笑いながら言うと、生徒が次々と椅い子すから立ち上がり、自己紹介を続けていった。

「我こそは颶ぐ風ふうの御み子こ、八や舞まい耶俱矢！」

「宣言。同じく、夕弦です」

　言って、瓜うり二ふたつの顔をした双子がやたらと格好いいポーズを取る。つい先ほど二人の仕掛けた罠わなにしてやられた士道は乾いた笑いを浮かべた。

「好きなものは……イタズラかな？」

「呵々！　よくわかったな！」

「微び笑しよう。努ゆめ々ゆめ油断しないことです」

「……ご忠告痛み入るよ」

　士道が苦く笑しようすると、今度は左方に座っていた小こ柄がらな少女が、その体たい軀くに似合わぬ見事な胸をばるんと揺ゆらしながら立ち上がった。

「むん。星ほし宮みや六む喰くろじゃ。好きなものは芋いも羊よう羹かん。よろしく頼むのじゃ」

「お、おお……よろしく」

　士道がその迫はく力りよくに圧あつ倒とうされていると、今度はその隣となりに座っていた少女が立ち上がり、左手に着けたウサギのパペットと一いつ緒しよにペコリと礼をしてきた。

「えっと……四よ糸し乃のです。よろしくお願いします……」

『よしのんはよしのんだよー！　よろしくね先生ー！』

「よろしく……って、よしのん？」

　士道が首を傾かしげると、七罪先生が説明するように声を投げてきた。

「ええ、四糸乃の友だちよ。許可は下りてるから気にしないこと。……で、どうよ」

「え？　どうって……」

「……四糸乃よ、四糸乃。可愛かわいいでしょ。造物主が愛したもうた奇き跡せきの結けつ晶しようでしょ。でもそれだけじゃないの。確かに見目も麗うるわしいけど、真に美しいのはその心なんだから。フンコロガシでさえ避さけて通る私を気にかけてくれるのよ？　人間か女め神がみかって言ったら圧倒的大差で女神でしょ。きっとあんたにも優やさしくしてくれるわ。でも勘かん違ちがいしちゃ駄だ目めよ。四糸乃が優しいのは四糸乃が女神だからであって、あんたに気があるわけじゃないからね？　全宇宙スーパーゴッデスである四糸乃に心奪うばわれる気持ちはわからなくもないけど、もし手ェ出したら一族郎ろう党とう皆殺しだからね？」

「せ、先生。落ち着いてください」

　他ほかの生徒の説明と熱量が違いすぎた。七罪先生を宥なだめるように止める。

　七罪先生はそこで、四糸乃が恥はずかしそうにしていることに気づいたらしく、気まずげに咳せき払ばらいをした。

「ま、まあ気を取り直して。次は……」

「はーい！　私！　私ですぅ！」

　士道が言うと、元気よく手を挙げる生徒の姿があった。先ほど士道が胸元にダイブしてしまった少女である。

「現げん役えき女子高生アイドル誘いざ宵よい美九ですー！　好きなものは女の子！　苦手なものは男の人ですっ！」

　テンション高く言いながら、美九がその見事なプロポーションを誇ほこるように胸を反らす。

　いろいろ気になる点はあったけれど、士道はまずその辛しん辣らつな自己紹しよう介かいに苦笑してしまった。

「男の人苦手なのか？　こりゃ大変だな……」

「ああ！　大だい丈じよう夫ぶですよだーりん先生は別べつ枠わくですからぁ！」

「だーりん……？」

「はいー！　私の中でだーりん先生はどちらかというと女の子よりなのでぇ！　ようこそ二年四組へー！　ウェルカムトゥザ美九ワールド！」

「…………お、おう、そうか？」

　どちらかというと、『だーりん』という呼称そのものに対する疑問符ふだったのだが、有う無むを言わさぬ調子で畳たたみ掛けられ、士道はそうとしか返すことができなかった。

　と。

「……ん？」

　次なる生徒に視線を移そうとしたところで、士道は気づいた。

　机の上にやたら仰ぎよう々ぎようしい撮さつ影えい機材を展開し、士道にビデオカメラのレンズを向けてきている少女がいることに。

「……ええと……？」

「鳶とび一いち折おり紙がみ。折紙で構わない。もしくはオリリン、マイスイートハートと」

　出席簿ぼに視線を落としながら士道が問うと、鳶一折紙が淡たん々たんとした調子で言ってきた。

「じ、じゃあ折紙。一体何をしてるんだ……？」

「記録を」

「記録」

　聞き慣れた言葉と見慣れぬ用法に士道が困こん惑わくしていると、折紙が続けてきた。

「──×月×日、〇マル八ハチ四ヨン〇マル。お父さんとお母さんはこうして出会いました。千ち代よ紙がみ、あなたにもいつの日か、素す敵てきな出会いがあるはずです。未来のあなたのために、お母さんから言葉を贈おくりましょう。──『クロロホルムは意外と即そつ効こう性せいがない』」

「ねえそれ何の記録!?　誰だれに向けた記録!?」

　士道が悲鳴じみた声を上げるも、折紙は答えなかった。ただジッと、士道の姿を記録し続けている。士道はなんだか少し怖こわくなって視線を逸そらした。

「あ、あと残ってるのは……」

　上うわ擦ずった声で言いながら視線を巡めぐらせ、士道はピクリと頰ほおを痙けい攣れんさせた。

　とはいえそれも無理からぬことである。何しろそこにいたのは、どう見ても高校生には見えない女性だったのだから。

　着ているものこそ皆みなと同じ制服であるが、スカートを穿はいているというのにガバッと大おお股またを開いて椅子に腰こし掛かけ、ついでに片手に銀色の三五〇[image: ]缶かんを握にぎっていた。心なしか顔が赤く、とろんとした目をしている。女子高の教室よりも居酒屋のカウンターが似合いそうな様相であった。

「えっへっへー……どーもー、二に亜あちゃんでぇーっす」

「どこが女子高生だ!?」

　ここまでどうにか耐たえていた士道だったが、二亜から漂ただようそこはかとないコスプレ感に、思わず叫さけびを上げてしまう。

　すると二亜が、不満そうに唇くちびるを尖とがらせてきた。

「ひっどいなー。こちとら女子高生様だぞー。傷つきやすいぞー。ガラスの一〇代だぞー」

「そのワードは一〇代から出てこないんだよ！　ていうか女子高生を名乗るならビールは駄目だろさすがに！」

「え？　違う違う、誤解だよぉ。これは炭酸入りの麦茶らって」

「呂ろ律れつ回ってないぞ!?　ていうかなんだ炭酸入り麦茶って！」

「いやー、あたし漫まん研けん部なんだけど……これ飲まないと手が震ふるえちゃってペンが持てないんだよね」

[image: ]

「完全に中毒じゃねえか!?」

　士道が叫ぶと、二亜はまったく気にした様子もなくあっはっはと笑ってみせた。

　……なんだか、これ以上言っても無駄な気がする。士道は大きなため息を吐つくと、教室を見み渡わたしたのち、ちらと七罪先生の方に視線をやった。

「ええと……これで全員ですかね？」

「ん……ああ、まあ。厳密に言うともう一人いるんだけど、あいつは──」

　と。七罪先生が歯切れ悪く言いかけたところで、教室後方の扉とびらがガラッと開いた。

「ふぁあ……おはよー」

　そして、一人の女性が、眠ねむそうなあくびを漏もらしながら入ってくる。

　見事に過ぎるプロポーションを、ラフに着き崩くずした制服で飾かざった美女である。高校生離ばなれしている……というか、二亜とは別の意味で明らかに高校生ではない。その匂におい立つような色気は、どう見ても二〇代中なか頃ごろのお姉さんのそれであった。

　その生徒の姿を見て、七罪先生が不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめる。

「……遅ち刻こくよ、七罪」

　そして七罪先生が言うと、これまた七罪と呼ばれた生徒は笑いながらヒラヒラと手を動かした。

「かたいこと言わないでってばぁ。これくらい誤差誤差。……と、ん？」

　と、七罪はそこで士道に気づいたように眉の端はしを揺らした。

「あらぁ？　こちらはどなた？　ついにお姉ちゃんにいい人でもできたの？　みんなに自じ慢まんしたいのはわかるけど、職場にまで連れてきちゃ駄目じゃない」

「ば、馬ば鹿か言ってんじゃないわよ！」

　七罪先生が顔を赤くしながら叫びを上げる。それを見てか、七罪はあははと笑った。

「冗じよう談だんよ、冗談。噂うわさの教育実習生よね？　よろしく」

「あ、ああ……よろしく」

　パチリとウインクをされ、士道はたじろぐように頰に汗あせを垂らしながら答えた。

　あちらは高校生、こちらは教育実習生だというのに、なんだか年上のお姉さんに応対されているかのような貫かん禄ろくと余よ裕ゆうを感じてしまったのである。

　しかし士道にはもっと気になることがあった。首を傾かしげながら七罪先生に視線をやる。

「……『七罪』？」

　そう。今やってきた生徒は、このクラスの担任の七罪先生と同じ名前だったのである。

　すると、七罪先生が面倒そう、且かつ不機嫌そうに眉根を寄せ、声をひそめるようにして言ってきた。

「……ええ、まあ、なんていうか……私の妹風味がほんのりする女よ」

「何ですかその曖あい昧まいな……」

　士道は頰に汗を垂らしたまま言ったが、なぜかその辺は深く追つい及きゆうしてはいけない気がした。……まあ、要は妹ということなのだろう。両方七罪でややこしいので、先生の方を『七罪先生』、生徒の方を『七罪』と心の中で呼こ称しようしようと決める士道だった。

「七罪先生、妹がいたんですね。しかも──」

「────」

　士道が何とはなしに言おうとすると、七罪先生がキッと視線を鋭するどくしてきた。

「……しかも？　しかも何よ。『こんな綺き麗れいな妹さんが』？　ああ、はいはい。そりゃどうも。その綺麗な妹の姉がこんなちんちくりんでごめんなさいね。でも私の方から先に見といて幸運よあんた。妹の方を先に見てから『実は姉がいるの』とか言われたら、そりゃもうとんでもない美人を想像しちゃうでしょ？　ていうか勝手に美人姉想像して勝手に落らく胆たんしてんじゃないわよクソクソクソ……ッ！」

「せ、先生、誰もそんなこと言ってないですから……！」

　士道が肩かたを揺すると、七罪先生はハッとした様子で目を見開いた。

　するとそれを見ていた妹の七罪が、くるくると指先に髪かみを巻き付けながらふうと息を吐はく。

「まーたお姉ちゃんの独演会が始まった。始まると長いのよねぇ」

「う、うるさいわね！　だいたいあんたが──」

「先生、落ち着いてください、先生」

　士道は慌あわてて、再びヒートアップしそうになった七罪先生を止めた。

　七罪先生は未いまだ怒ど気きが収まらないといった様子だったが、今が朝のホームルームであることを思い出したのだろう。やがて肩を上下させながらも言葉を発してきた。

「……とにかく、これで全員よ」

「は、はい。えー……では皆さん、よろしくお願いします」

『お願いしまーす！』

　士道が言うと、生徒たちが声を揃そろえて答えてきた。

　……そんなこんなで、先行き不安な要素を幾いくつか匂わせつつも、教育実習生・五河士道の、精霊女学園での実習は幕を開けたのだった。




　　　　◇




「──はい、では次のページを開いて」

　朝の自己紹介から数時間後。

　士道は再び二年四組の生徒たちの前に立ち、初めての授業を行っていた。

　士道の担当教科は国語・現代文。今は宮みや沢ざわ賢けん治じ『注文の多い料理店』を取り扱あつかっているところである。二人の猟りよう師しが山で一軒けんのレストランを見つけるが、実はその店は客に料理を振ふる舞まうのではなく、客を料理として食べてしまう場所で──というあらすじだ。

　無論士道はこの日のために幾度も教科書を読み返し、幾度も授業を頭の中で行っていた。そして授業の監かん督とく役として、このクラスの正担任である七罪先生も、教室の後ろで様子を見てくれている。けれど、やはり身体からだに満ちる緊きん張ちよう感かんだけは拭ぬぐいきれなかった。

　何しろ、本物の生徒の前で教きよう鞭べんを執とるのは初めてなのである。生徒たちの視線が自分に集まる感覚は、嬉うれしくもあり重圧でもあった。

「…………」

　……いや、というか。一部から注がれる視線が少しおかしい気がする。

　何というのだろうか、熱心に授業に参加する生徒たちの視線の中に、幾つか、それこそ『注文の多い料理店』に登場する捕ほ食しよく者しやの目のような視線が混じっている気がしてならなかった。

　ちらと教科書から視線を上げる。……折紙の構えるカメラのレンズ、鼻息の荒あらい美九、キラリと眼鏡を光らせた琴里、悪戯いたずらを画策するように笑う八舞姉し妹まい、好色そうな笑えみを浮うかべる二亜、ペロリと舌なめずりをする七罪と順に目が合った。

　一部どころではなかった。何なら大半だった。

　とはいえ、授業を中断するわけにもいかない。士道は背中を冷や汗で濡ぬらしながらも、その視線を無視して言葉を続けた。

「え、ええと……じゃあ次の部分を、誰か──」

「はーいはーい、あたし読むー」

「ん？　じゃあ二亜、頼たのむ」

　手をブンブン振ってアピールしてくる二亜を指名する。

　すると二亜はよろよろと立ち上がり、教科書を読み上げ始めた。

「──えー……『士道の指が、白はく濁だくした粘ねん液えきを掬すくい上げ、淫いん蕩とうな蛸たこの如ごとく二亜の秘所を蹂じゆう躙りんする。二亜は身体を通り抜ぬける嵐あらしのような快楽に身み悶もだえした。「ああ、駄だ目め、堪かん忍にんして」しかし士道はサディスティックな笑みを浮かべると』」

「ストォォォォォップ!?」

　突とつ然ぜん滔とう々とうと語られた淫いん靡びな物語に、士道は思わず叫び声を上げた。

「ちょっ、何読んでるんだよ二亜！」

「え？　二人の猟師が身体にクリームを塗ぬる場面だけど」

「賢治はそんなことかかない！」

　まさかのアレンジバージョンだった。思わず悲鳴じみた声を上げる。

　そんな様子を見てか、七罪や美九たち他ほかの精せい霊れいがきゃいきゃいと色めき立った。いい子組の十香と六喰はよく意味がわからないといった様子で首を傾かしげていたが、四糸乃だけはなぜか頰ほおを赤くして顔を俯うつむかせていた。体調でも悪いのだろうか。

「と、とにかく、もう一度同じところからだ。次は……」

　士道はわざとらしく大きな咳せき払ばらいをして場を仕切り直すと、次なる生徒を指名して授業を続行した。

『注文の多い料理店』はさほど長い話でもない。それから順に音読を繰くり返し、物語は完結した。あわやレストランに巣くう山やま猫ねこたちに食べられそうになってしまう猟師たちだったが、死んだと思っていた猟犬のおかげで、命からがら逃にげることができた……という結末だ。

「さ……というお話だったわけだけど、みんな、この物語にどんな感想を持ったかな？」

　言って士道が教室を見回すと、ピッと綺麗に手を挙げる少女の姿が目に留まった。──折紙だ。

「お、じゃあ折紙」

「──あまりに手て際ぎわが悪すぎる。私なら客が店に入った瞬しゆん間かん、扉を施せ錠じようし逃げ道を塞ふさいだ上でガスを使う」

「山猫側の見解!?」

　士道がギョッと目を剝むくと、七罪たちが賛同を示すようにこくこくとうなずき始めた。

「確かにねぇ、結局それで逃げられてるわけだし」

「ふ、違ちがいない。なんとも不ふ甲斐がいなき者どもよ」

「理解。これはもしや、調子に乗って回りくどい手段を取っていると、乗り気だった相手をも逃のがしてしまうという、昨今の婚こん活かつ事情を見み据すえた教訓話なのでは」

『あー』

　夕弦の見解に、生徒たちが納なつ得とくするようにうなずく。肉にく食しよく獣じゆう側ばかりだった。士道は一人額に汗を滲にじませた。

「──あ、そうだ。その話で思い出したんだけど、先生、ちょっと質問いいかしら？」

　と、そこで七罪が、何やらエロティックな仕草で足を組み替かえながら手を挙げてくる。

　その動作はいかがなものかとは思ったが、積極的に授業に参加しようという姿勢は素す晴ばらしい。士道は袖そで口ぐちで汗を拭ってからうなずいた。

「ああ、もちろん。何かわからないところでもあったかな？」

　士道が問うと、美九は満面の笑みを浮かべながら問いを発してきた。




「先生って──彼女いるの？」




　その、爆ばく弾だんのような質問を。

『……！』

　ざわ……、と。

　教室の空気が変わる。士道はごくりと息を吞のんだ。

　いや、質問自体は大した話ではないのだ。むしろ学校に教育実習生が来たなら、お約束レベルでされる質問と言ってもいいだろう。いると言おうがいないと言おうが、せいぜい数日ひやかしの種になる程度のことである。

　けれど──士道の生物としての本能が、原始的な感覚が、ガンガンと警けい鐘しようを鳴らしていた。

　今この学園この瞬間において、それは致ち命めい的てきな問いである気がしてならなかったのである。

　それこそ、回答を誤れば命の危機に瀕ひんしてしまいかねないほどの。

「い、いやー……」

　士道は幾つもの視線に晒さらされながら頭をかき──

「……いない、よ」

　正直に答えを述べることにした。

『…………』

　一瞬皆みながホッとしたような表情を作り──しかしすぐにまた、教室に緊張感が張り詰つめる。

　が、そんな中一人だけ、少し残念そうにため息を吐つく少女の姿があった。美九だ。

「そうなんですかぁ」

「あ、ああ。なんでちょっと残念そうなんだ？」

「いえいえ。そんなことないですよー？　だーりん先生と彼女さんの他人丼どんじゅるりなんてこれっぽっちも思ってないですよー？」

「…………」

　美九の言葉に、表情が戦せん慄りつに歪ゆがむのがわかる。が、美九はすぐに表情を明るくすると、パンと手を叩たたいてきた。

「あ！　でもぉ、だーりん先生今フリーってことは、私にもチャンスがあるってことですよねぇ！」

「へ？　や、それは……」

　美九が言うと、士道がコメントを発するより早く、教室中から声が発せられた。

「えぇー、それは美九ちゃんだけに限った話じゃないわよねぇ？」

「応とも！　颶ぐ風ふうの御み子こに黙だまって勝手なことを吐ぬかすでないわ！」

「首しゆ肯こう。可能性は無限大です」

「──千代紙へ。これは戦いの記録である。お母さんの勇姿を見ていて」

「ちょっと!?　みんな授業中に何を言ってるの!?　おにーちゃんが困ってるじゃない！」

「委員長ちゃんもちゃっかりおにーちゃんって呼んでるんだよにゃあ」

「えっと……あの……わ、私も……少しだけ……気になります」

「むん。主ぬし先生はどのようなおなごが好みなのじゃ？　たとえば、この中では」

「おお！　シドー先生、どうなのだ？」

　などと、問題児組だけでなくいい子組までもが一いつ緒しよになって、やんややんやと大合唱をする。

「いや、あのな……」

　士道は困り果てて、七罪先生に助け船を求めるように視線を投げる。……が、七罪先生は「私に振るな」とでも言うように、わざとらしく目を逸そらした。

　八方塞がりである。士道はずいと身を乗り出す生徒たちに迫せまられ目を泳がせた。

　士道とて健康な男子。歳としのそう離はなれていない彼女らにそういった感情を全く抱いだかないといえば噓うそになる。

　だが、実習生とはいえあくまで士道は今教師で、彼女らは生徒なのである。そこはけじめをつけねばならなかった。ましてや、彼女らの中から一人好みの少女を選ぶなど、教師にあるまじき行こう為いである。

「……あ」

　と、そこで士道の脳のう裏りに、一つの妙みよう案あんが思い浮かぶ。

　士道は皆を宥なだめるように手のひらを広げると、言葉を続けた。

「ありがとう、みんな。冗じよう談だんでも嬉しいよ。──でもな、先生……実は年上好きなんだ！」

『な……ッ!?』

　士道の宣言に、少女たちが驚きよう愕がくの表情を作る。

　二亜と七罪と美九は一瞬嬉うれしそうな顔をしたが、すぐに「あっそういえば私今先生より年下設定じゃん！」というような顔になった。

　そんな彼女らの反応を見て、士道は心の中でガッツポーズを取った。……まあ、別に士道は特別年上好きというわけではないのだが、誰だれも傷つけずに場を収めるにはベストと言える回答だったろう。

　が。その考えは甘かった。士道が授業を続けようとチョークを手に取った瞬間、皆の視線がゆっくりと、教室の後方に注がれていったのである。

「だーりん先生は年上好き……」

「ということは……」

「………………へっ？」

　皆の視線を浴びて、教室の後方にいた七罪先生が顔を真っ赤にしながら素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　そう。見た目は中学生でも、七罪先生は歴れつきとした大人。士道の言葉をそのまま捉とらえるなら、この場で唯ゆい一いつ、士道のストライクゾーンど真ん中のレディだった。

「んなななななななななな……ッ!?　何の話よ一体！　なんで私が巻き込まれてんの……!?　ちょ、こういうのはそっちで処理してくんない……!?」

「す、すみません……！　まさかこういうことになるとは思わず……！」

　士道が七罪先生に平謝りすると、生徒たちが興味深げに『おお……』と息を吞んだ。

「なるほど……こういう距きよ離り感かん」

「ロリ姉……そういうのもあるのか」

「べ、勉強になります……」

　生徒たちが真面目まじめな様子で七罪先生をまじまじと観察する。七罪先生はもの凄すごく居い心ごこ地ち悪そうに、赤い頰を両手で隠かくしながら身を捩よじった。

　と、そこでタイミングを見計らったかのように授業の終しゆう了りようを示すチャイムが鳴り響ひびく。

「……！　はいでは授業終わり！　起立・礼！」

　士道は天の助けとばかりに、ビシッ！　ビシッ！　と素早く挨あい拶さつをすると、逃げるように教室を出ていった。まったく同じタイミングで、七罪先生もまた後方の扉とびらから廊ろう下かへと逃れる。

　教室の中からは何やら邪じや推すいするような生徒たちの声が聞こえてきていたが、弁明をしに戻もどるのも悪手としか思えなかった。そのまま足早に、七罪先生と並んで職員室へと歩いていく。

「……あの」

「……何よ」

　道中、士道が気まずげに話しかけると、七罪先生は顔を背そむけたまま答えてきた。

「……なんか、すみません。あんなことになるとは……」

「…………いいわよ、別に。誰も本気にしちゃいないでしょ。……あんたこそ、一瞬とはいえこんなブスと噂うわさになっちゃってご愁しゆう傷しよう様さま」

「へ？　いや、そんな、七罪先生は可愛かわいいじゃないですか」

「……ッ!?　はぁ!?」

　士道が言うと、七罪先生は親の敵かたきでも見るような目で士道をギンと睨にらみ付け、逃にげるような勢いで廊下を走って行ってしまった。




　　　　◇




　授業終了のチャイムによってなんとか窮きゆう地ちを逃れた教育実習生・士道。

　しかしその安あん寧ねいは、数分と保もたなかった。

　理由は単純。士道が受け持っていた授業が、なんとも間の悪いことに四時間目だったのである。

　つまり、先ほどのチャイムは授業の終わりを示すものであると同時に、昼休みの開始を報しらせるものでもあったのだ。

　果たして士道は職員室に急きゆう襲しゆうをかけてきた生徒たちによって拉ら致ち──もとい、一緒に昼食を食べようと誘さそわれ、再び二年四組の教室へと舞まい戻ってきていたのである。

　ちなみに教室は生徒たちの手によって、数分前までとは違ちがう形に改装されていた。机が円状に組み合わせられ、皆で食しよく卓たくを囲むような格好になっていたのだ。

　そこにそれぞれ生徒たちと士道、そして一緒に連れてこられた七罪先生が座り、各おの々おの机の上に弁当を展開させて手を合わせる。

「さて……それじゃ、いただきます」

『いただきます！』

　士道が手を合わせながら言うと（最初は七罪先生に号令をお願いしたのだがもの凄い勢いで拒きよ否ひされた）、生徒たちも、それに倣ならうように声を上げた。

「む……お、おおっ!?」

　と、そこで、士道の開けた弁当箱を見た十香が、不意に大きな声を上げる。士道は突とつ然ぜんのことに驚おどろきながらも、十香に視線をやった。

「ん？　どうかしたか？」

「いや……随ずい分ぶんと彩いろどり豊かなお弁当だと思ってな。むう……美味おいしそうだぞ」

　言って十香が、ごくりと喉のどを鳴らす。同時、彼女のお腹なかがきゅるると鳴った。

「はは、そりゃありがとう。よかったら味見してみるか？」

「！　いいのか!?」

「ああ、もちろん」

　士道が弁当箱を差し出すと、十香は目をキラキラさせながらそれを吟ぎん味みするように矯ためつ眇すがめつ眺ながめ回し、意を決して箸はしで若わか鶏どりの唐から揚あげを摘つまみ上げた。

　そしてあんむと一口で頰ほお張ばり、もっきゅもっきゅと咀そ嚼しやくしてから、カッと目を見開く。

「う、美味うまい！　なんだこれは……ただの唐揚げではないのか!?」

「ふ、気づいてしまったか。衣ころもにレモン汁じるとバジルを混ぜてあるんだ。さっぱりしててなかなかイケるだろ？」

　士道が得意げに言うと、十香がさらに驚愕の表情を作った。

「なんと、まさかシドー先生、これを自分で……!?」

『……！』

　と、十香がそう言った瞬しゆん間かん、他ほかの生徒たちが一いつ斉せいに士道のお弁当箱に視線を向けてきた。

「むん……これを、じゃと？」

「マジか。マジか。ねえ先生、あたしんとこでイベント前のメシスタントしない？」

「……先生、私も一口もらっても？」

　琴里がクイと黒くろ縁ぶち眼鏡を上げながら言ってくる。

「あ、ああ、もちろん」

　十香にあげてしまった手前、駄だ目めとも言えない。士道は皆の迫はく力りよくに気け圧おされながらもそう答えた。

　すると次の瞬間、四方八方から箸が乱れ舞い、生徒たちが士道のお手製弁当を頰張る。

「うっわ、うま……」

「戦せん慄りつ。これが男の料理ですか」

「ふぅん……やるじゃない」

　などと、生徒たちが口々に士道のお弁当を賞賛する。正直、嬉うれしくないといえば噓になった。

　が、問題はその人数だ。一〇名もの少女たちにつつかれた弁当箱には、もうほとんど中身が残っていなかったのである。

「あはは……育ち盛ざかりだな、みんな」

　と、士道が随分軽くなってしまった弁当箱に視線を落としながら苦く笑しようしていると、そこにすっと近づいてくる影かげがあった。──折紙だ。

「先生、私も」

「え？　もしかして食べてなかったか？　参ったな、もうほとんど残ってないんだが……」

　士道が困り顔をしながら言うと、折紙は問題ない、というように首を横に振ふった。

「大だい丈じよう夫ぶ。ベルトや腕うで時計などの金物を外して、全身にクリームを塗ぬり込んでくれれば」

「『注文の多い料理店』……ッ!?」

　まさかの伏ふく線せんだった。そしてやはり山やま猫ねこ側だった。

「こら！　折紙もさっき唐揚げを食べただろう！　見ていたぞ！」

「ちっ」

　十香が声を荒あららげると、折紙は小さく舌打ちをして自分の席へと戻っていった。

　と、それと入れ替かわりになるような格好で、今度は四糸乃と六喰が申し訳なさそうな顔をしながらやってくる。

「す、すいません……先生のお弁当美味しくて、つい」

「むん、すまぬのじゃ。……代わりといってはなんじゃが、むくのきんぴらを分けてやろう」

　そう言って、自分たちの弁当箱から士道の弁当箱におかずを分ける。他の生徒たちもそれに倣って、おかずを一品ずつ士道の弁当箱に詰つめてくれた。

　数分後、士道の弁当箱は、先ほどよりも豊富な種類のおかずによって彩られていた。

「おお……なんだか元のより豪ごう華かになったな」

　士道は笑いながらそう言って、新生弁当を口に運んだ。

　おかず一つ取っても、各家庭で微び妙みように味付けは異なる。料理が趣しゆ味みの士道としては、むしろ様々な味が楽しめるこのミックス弁当はありがたい趣向だった。

「うん、美味い。なんだか得しちゃったな」

　士道が言うと、少女たちが嬉しそうに、あるいは少し恥はずかしそうに微笑ほほえんだ。

「呵か々か、そうであろうそうであろう」

「謙けん遜そん。それほどでもありません。きっとみんなで食べているから美味しく感じるのです」

「はは、なるほど。こうしてみんなで食べるってのもいいもんだな。──昼はいつもこういう感じなのか？」

　小さく首を傾かしげながら問う。すると生徒たちが一瞬目を見合わせたのち、ふるふると首を横に振ってきた。

「うんにゃあ、普ふ段だんはみんな各々好きな場所で食べてるよん」

「うむ。こうして先生も一いつ緒しよに食べているクラスもあるらしいのだが、なぜか七罪先生は昼休みになると姿を消してしまうのだ」

「むん。今日は主ぬし先生と一緒だったので上手うまく捕つかまえられたのじゃ」

「……ごフッ!?」

　皆みなが言うと、七罪先生が驚いたように咳せき込んだ。その際黙もく々もくと食べていたサンドイッチを喉に詰まらせてしまったのだろう、ドンドンと胸むな元もとを叩たたく。

「だ、大丈夫ですか、先生」

「……え、ええ」

　七罪先生がごくんとサンドイッチを嚥えん下げし、小さくうなずいてくる。

　そんな七罪先生に、生徒たちの視線が集中した。

「そういえば、七罪先生はいつもどこへ行っているのだ？　毎日とは言わないが、たまには今日のように皆で昼食を摂とってはどうだろうか？」

「へっ？　あ、いや、それは……」

　と、七罪先生がしどろもどろになっていると、その向かいに座っていた七罪が、野菜ジュースの紙パックを吸ってペコリと凹へこませてから肩かたをすくめた。

「ああ、無理無理。お姉ちゃん学生時代から、基本便所飯だから」

「……っ！」

　七罪の言葉に、七罪先生が肩をビクッと揺ゆらす。

　しかし十香はその意味がわからなかったのだろう。不思議そうに首を傾げた。

「便所飯……？　なんだそれは」

「読んで字の如ごとくよ。昼休みになるとトイレの個室に籠こもって、一人でご飯を食べるの。私にはよくわかんない感覚なんだけど、みんなと食べるのも、一人で食べてるのを見られるのも恥ずかしいらしいわ。しかもご丁てい寧ねいに、わざわざ誰だれも来なさそうな旧校舎のトイレに籠もったりするもんだから、偶ぐう然ぜんそこに入った女子生徒が物音を聞いて怖こわがっちゃって。昔、学校七不思議の一つに数えられたことも──」

「う、うがぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　七罪の言葉を遮さえぎるように、七罪の顔面に、七罪先生の食べかけサンドイッチが炸さく裂れつした。

「な、七罪先生!?」

「は……っ！」

　士道が叫さけぶと、七罪先生はビクッと肩を震ふるわせた。どうやら、自分で自分の行動に気づいていなかったらしい。

「あ……ご、ごめ……」

　七罪先生が気まずげに声を発しかけると、次の瞬間、今度は七罪先生の顔にサンドイッチが投げつけられた。──どうやら、七罪が報復行動に打って出たらしい。

「…………」

「…………」

　七罪先生と七罪はしばしの間無言になると、やがて円えん卓たく状になった机を搔かき分けて、のしのしと接近していった。それを見て士道は、まるで闘とう技ぎ場じように入場する闘士のようだと吞のん気きなことを思ってしまった。

「いくらなんでもこれはあんまりなんじゃあないの、お姉ちゃん？」

「……だから謝ろうとしたじゃない。ていうかそもそも、あんたが勝手にべらべらといらないこと喋しやべくってくれたのが原因でしょ。それに加えてあんたもやり返したんだから、二対一であんたのが悪いじゃない」

「いらないこと？　説明を求められたから答えたまでなんですけど？　出で鱈たら目めならともかく、本当のこと言って怒おこられるとか納なつ得とくいかないわねぇ。それ言い始めたら、そもそもあんな面おも白しろエピソード持っちゃってるトイレのなっちゃんが原因じゃないの？」

「そ、その名前で呼ぶなぁぁぁぁッ！」

　恐おそらく何らかのトラウマに触ふれたのだろう。七罪先生が怒ど声せいを上げ、七罪に摑つかみかかろうとする。

「ちょ──」

　さすがに喧けん嘩かは見過ごせない。士道は泡あわを食って二人を止めようとした。

　が、士道よりも早く、二人の間に割って入る影が二つ、あった。──耶俱矢と夕弦である。

「あいや待たれい！　決けつ闘とうの気配を察知し、裁定者八舞が推参した！」

「制止。このまま取っ組み合いをしても、何の解決にもなりません。この勝負、我ら八舞に預けてみる気はありませんか？」

「……は？」

「預けるって……どういうこと？」

　七罪が訝いぶかしげに問うと、八舞姉し妹まいは二人同時にうなずいてあとを続けた。

「言葉の通り、どうせ勝負するならルールを設けよということである！」

「説明。具体的には、二人がそれぞれ勝負したい種目を紙に書き、箱に入れてくじ引きの要領で一つを選ぶのです。無論、殴なぐり合いなど、法に触れる行こう為いはなしとします」

「左様。そして敗北した方は、素す直なおにごめんなさいと言う！　これこそ、週八であらゆる対決を行う八舞の合理的決闘法である！」

　そこで耶俱矢と夕弦が、バァーン！　と格好いいポーズを決める。彼女らの背後で特とく撮さつヒーローの如く爆ばく発はつが起こった。気がした。一部生徒からパチパチとまばらな拍はく手しゆが巻き起こる。

「ふぅん……なるほど。いいわ。乗ってあげる。書くのはメモ用紙でいいわよね？」

　言って七罪が鞄かばんの中からメモ帳を取り出し、二枚切り取って一枚を七罪先生に押しつける。が、七罪先生は焦あせったように眉まゆ根ねを寄せた。

「……！　ちょ、誰もやるとは……」

「あら、じゃあ私の不戦勝ってことでいいかしら？　ならさっきの話の続きを──」

「……っ、わ、わかったわよ！　やりゃいいんでしょやりゃ……！」

　七罪先生が、半ば自棄やけ気味になりながらメモ用紙を受け取る。

　二人はしばしの間火花を散らすように視線を交かわし合ったあと、メモ用紙に文字をしたため、四つ折りにしたあと、八舞姉妹の用意したティッシュ箱に放ほうり込んだ。

「よろしい！　ドラムロールカモン！」

「擬ぎ態たい。どぅるるるるるるるる……」

「はいっ！」

　などと盛り上げながら、八舞姉妹がティッシュ箱から、一枚の紙を取り出す。

「ええと……なになに？」

「発表。勝負方法は──『午後のプールの授業、水着姿で士道先生のハートを射止めた方の勝ち。ご褒ほう美びは士道先生のチュー』です」

『…………はぁっ!?』

　その勝負方法に、士道と七罪先生の声が被かぶった。

「ちょ……何よその勝負!?」

「ていうかなんで俺巻き込まれてるんだ!?」

　しかし八舞姉妹は取り合ってはくれなかった。またもポーズを決めながら、どんどん話を先に進めてしまう。

「ほう？　勝負の場所と時間まで指定するとは、気が利きいているではないか」

「決定。では、勝負は次の体育、場所はプールということで」

「お願いだから話を聞いてくれっ!?」

　なぜか急きゆう遽きよ巻き込まれた士道の悲鳴は、結局最後まで聞いてもらえなかった。

　ちなみに余談であるが、七罪先生の提案した勝負方法は『かくれんぼ』であった。




　　　　◇




「──輝かがやけ！　第一回、精霊女学園スクール水着コレクショーン！」

『おおおおおおおおおおおー！』

　五時間目・体育。

　夏の海のような日差しが差し込むプールに、少女たちの声が響ひびき渡わたった。皆、既すでに制服から紺こん色いろの競泳水着に着き替がえを済ませており、主役たちの登場を今か今かと待ち構えている。

　ちなみに士道は、プールサイドに置かれた椅い子すに座らされており、その隣となりには、マイク（に見立てた折りたたみ傘がさ）を握にぎる二亜の姿があった。

「さあということで始まりました、第一回精霊女学園スクール水着コレクション。司会・実じつ況きようはこのあたし、炭酸入り麦茶を飲んだあとは医者に水泳を止められているでお馴な染じみの本ほん条じよう二亜がお送りいたします！　あと満腹時の水泳は危険なので精せい霊れいじゃない子は真似まねしないでね！」

　喋り慣れた調子で二亜が言うと、生徒たちからパチパチと拍手が鳴った。

「どーもどーも。さ、放送席には解説の八舞姉妹に来ていただいております。さてどうですかね、本編中で飛ばしてしまったプールイベントを回収しておこうという強い意志を感じる今回の対決ですが」

「ふ。姉妹とはもっとも近き友にして好敵手ライバルでもある。斯か様ような形になったのも偶然ではあるまい」

「解説。七罪提案の勝負だけあって七罪有利が予想されますが、審しん査さ員いんが年上好きを公表している士道先生ということもあり、波乱の展開になりそうです」
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「なるほど！　そこんとこどうでしょう審査員の少年先生！」

「いや……ていうかその前に放はなしてほしいんだけど……」

「なるほど、みんなちがってみんないい。おっぱいは大きさにかかわらず等しく尊いと。名言いただきました！　あざっす！」

「言ってねえ!?」

　発言を捏ねつ造ぞうされた士道が悲鳴じみた声を上げるも、二亜は聞いていなかった。力強くマイクを握りしめ、熱っぽく言葉を続ける。

「さあ！　では早さつ速そく参りましょう！

　まずは先せん攻こう！　おまえは本当に高校生なのか!?　アダルトな色気を振ふりまく精霊女学園のセックスシンボル！　そのプロポーション、姿容、全すべてが妄もう想そうの産物としか思えない完かん璧ぺきな女！　七ァァァ罪ィィィィッ！」

　二亜の熱っぽいマイクパフォーマンスに合わせて、シュゥゥゥゥ……とスモークが焚たかれ、プールサイドに水着姿の七罪が歩み出てくる。

「……っ」

　その様を見て、士道は思わず息を吞のんでしまった。

　少々演出過か剰じような感はあるが、今はあくまでもプールの授業であり、ここは学校である。無論七罪が纏まとっているのも、極力露ろ出しゆつ度どが抑おさえられた紺色の競泳水着だ。

　だが、今はそれが、逆に彼女の抜ばつ群ぐんのプロポーションを強調する結果となっていた。

　肌はだにぴったりと張り付いた生き地じに、その豊満な胸によって限界まで引き伸のばされた胸元の名札。それらのミスマッチが、得も言われぬ色気を醸かもし出しているのである。

「──うふん。これでも年下に興味ないなんて言えるかしら？」

　言って七罪が、悩なやましい仕草で士道に妖あやしい笑えみを向けてくる。

　高校生男子が見たなら、一週間は脳のう裏りから離れないであろう扇せん情じよう的てきな様である。実際士道の心臓も、先ほどからバクバクと鳴りっぱなしであった。高校生じゃなくて教育実習生なのにね。不思議だね。

「──さあでは続いて後攻に参りましょう！

　精霊女学園七不思議の一つが今そのベールを脱ぬぐ！　空気抵てい抗こうを極限まで減らしたそのフラットスタイルは、一部好こう事ず家かの熱ねつ烈れつな支持を受けるとか受けないとか！　憎にくまれ口は叩たたくけれど、意外と生徒思いだったりもするぞ！　あのホント前のイベントではお世話になりましたトーン貼はり手伝ってくれてマジで助かりました。──七罪ィィィィ先んんんん生ェェェェェッ！」

　なんだか七罪のときとは少々趣しゆ向こうの異なる紹しよう介かいののち、スモークを裂さいて小こ柄がらな人ひと影かげが姿を現す。

　が、生徒たちの歓かん声せいはすぐにざわめきに変わった。

　しかしそれも無理からぬことである。何しろそこに現れた七罪先生は、着替えのときに使うゴム付きバスタオルを首からすっぽりと被り、てるてる坊ぼう主ずのような様相になっていたのだから。

「七罪先生……？」

　士道が訝しげに眉根を寄せると、七罪先生は不ふ機き嫌げんそうな顔のまま、大きく息を吐はき出した。

「……わかってるわよ。……ああもう、なるようになれっての……」

　七罪先生は諦あきらめたように言うと、顔を真っ赤にしながら震ふるえる手でバスタオルを外した。

『おお……っ!?』

　するとその瞬しゆん間かん、生徒たちからどよめきが漏もれた。

　別に、何かおかしなところや特別なところがあったわけではない。皆みなと同じく、紺色の競泳水着を着ているだけだ。まあ無論教師がスクール水着を持っているはずはないため、胸の名前は貸し主の『よしの』であったが。

　しかし、『髪かみを綺き麗れいに束ね水着を纏まとった七罪先生』という事実そのものが、ジャージ姿しか見たことのなかった皆に凄すさまじい衝しよう撃げきを与あたえていたのである。

「お、おお……」

　そして、それは士道も例外ではない。突とつ如じよとして現れた予想外の水着姿に、士道は思わず目を奪うばわれてしまっていた。

　それを見てか、二亜が「おおっと！」とわざとらしく驚おどろく。

「これは……！　なっつん先生の作戦、こうかはばつぐんだ！」

「作戦……？」

　十香が首を傾かしげながら二亜に問う。すると二亜が、「説明しよう！」と続けた。

「よくよく考えてみなってばよ。確かにスク水はフェティッシュな魅み力りよくに溢あふれた夏の怪かい物ぶつだよ？　それになっつん妹のアトミックボディを重ねたりした日にゃもう、その破は壊かい力は凄まじいものになるわねえ。──でも、あたしたちがもともと着てた制服だって、相当なパワーを持つコスチュームなわけよ。なんたって女子高生だからね。女子高生！　だからね！」

　なぜか妙みようにそこを強調したのち、二亜が「でも」と続ける。

「なっつん先生が日ひ頃ごろ身につけていたのはジャージ！　しかもスポーティーなおしゃれジャージではなく、昭和感漂ただようイモジャージ！　制服八〇ポイントからスク水一〇〇ポイントへの落差は二〇ポイントに過ぎないけど、ジャージマイナス三〇ポイントからスク水一〇〇ポイントへの落差は実に一三〇ポイントに上るって寸法よ！　なっつん先生はこの瞬間のために、ずっとクソダサジャージを着ていたってことさ……！」

『おお……ッ!?』

　二亜の解説に、生徒たちが驚きよう愕がくと尊敬の入り交じったような声を上げる。が、当の七罪先生は「……いや、人を勝手に策士にしないで。マジで……」と嫌いやそうな顔をしていた。

　しかし無論二亜は取り合わず、マイク傘を士道に向けてきた。

「さあ少年先生、いかがでしょう。判定は！」

「え？　あ、ああ……」

　雰ふん囲い気きに吞まれていた士道は、ハッと肩かたを揺ゆらしてから答えた。

「えっと……両方、すごく魅力的だと思う」

「つまり!?」

「二人とも勝ちとか……駄だ目めか？」

　士道がプールサイドを見み渡わたしながら言うと、皆がパチパチと拍はく手しゆをしてきた。──きっと、皆も同じことを思っていたのだろう。

　そんな雰囲気を察してか、二亜がぐわんと勢いを付けて仰のけ反ぞった。

「んまあいいでしょう！　柔じゆう軟なん性せいに定評のある二亜ちゃんです！　第一回、精霊女学園スクール水着コレクション勝者は、なっつん姉妹お二人ッ！」

『おおおおおおおおおおおおおおッ！』

　二亜の宣言に、生徒たちからさらに大きな拍手と歓声が上がる。

　七罪はしばしの間キョトンとした顔をしていたが、やがてやれやれといった様子で肩をすくめた。

　が──そんな判定に異を唱える者が、一人だけいた。

「……ちょ、ちょっと待ちなさいよ……！」

　──他ほかならぬ、七罪先生である。

「な、何よそれ……！　目腐くさってんじゃないの？　どう考えたって七罪の方がいいに決まってるじゃない！」

「せ、先生……」

「ばッ、馬ば鹿かにしてんの？　それとも同情？　ふざけんじゃないわよ、今すぐ判定やりなおして──」

「いい加減にぃぃ──しなさいっ！」

　と。

　七罪先生の言葉の途と中ちゆうで、七罪のチョップが、七罪先生の脳天に叩き落とされた。

「あたッ!?」

　七罪先生が甲かん高だかい悲鳴を上げ、頭を押さえてその場に蹲うずくまる。

「な……なな、何すんのよ……」

「それはこっちの台詞せりふよ。結果が出たってのに、何うだうだ言ってくれちゃってるわけ？　一〇〇歩譲ゆずって私の顔にサンドイッチ投げたのは仕方ないとしてもよ、自分を褒ほめてくれた士道先生に嚙かみ付くってのは一体どういう了りよう見けんなの？」

「は、はぁ……っ!?　どういうって……だって明らかにおかしいじゃない！　私よりあんたの方が綺麗だし、あんたの方が格好いいし……！　全てにおいてあんたの方が上じゃない！　昔からみんな言ってたわ！」

「…………」

　七罪先生が叫さけぶように言うと、七罪は両手でその頰ほおをぐにぃと押さえつけた。

「う、うが……ッ!?」

「……この際だから言わせてもらうけどさぁ……お姉ちゃん、それ大たい概がい迷めい惑わくなのよね」

「は……は？　な、何が……」

「自分で言うのも何だけど、確かに私は美人よ。そんじょそこらの女になんか負けないくらいね」

　七罪が、フンと鼻を鳴らしながら言う。それを聞いてか二亜が「っはー！　言ってみてぇー！」と感服するように息を吐いた。

「でもね、全てにおいて私の方がお姉ちゃんより上？　馬鹿なこと言わないでくれる？　私は昔から──お姉ちゃんが羨うらやましくて仕方なかったのに」

「へ……？」

　七罪先生が目をまん丸に見開き、間の抜ぬけた声を発する。

「確かに私の周りには人が集まってきたけど、本当に頼たよりにされるのはお姉ちゃんだった。手先が器用で、何でも作れるのが羨ましかった。みんなに気に掛かけてもらえるお姉ちゃんが羨ましかった。私はきっと一人でも大だい丈じよう夫ぶなんだろうって思われて、寂さびしいときも誰だれにも頼れなかった」

「な、七罪……」

「ずるいよ、お姉ちゃん。どうしてみんなに好かれてるのに、好かれてないような顔をするの？　可愛かわいいって言ってくれた士道先生にそんなことを言うの？」

　七罪が、悲しそうな顔で訴うつたえかける。

　七罪先生はしばしの間混乱するような表情をしていたが、やがて目を逸そらしながら、小さな声で呟つぶやいた。

「…………、ご、ごめ、ん……」

「……ん。じゃあ、判定に文句はないわね？」

「あ……うん……はい……」

　七罪先生が、素す直なおに首しゆ肯こうする。

　すると次の瞬間、七罪はころりと表情を変えたかと思うと、ニッと笑いながら言葉を続けた。

「──そ。じゃあ、賞品の授じゆ与よといきましょうか。両方敗者、じゃなく両方勝者なわけだから、二人にあるのよね？　ご褒ほう美びのチュー」

「…………へ？」

　七罪が言うと、皆も思い出したようにポンと手を打った。

「ふ、そうであったな。まあ口くち惜おしいが、此こ度たびは預けておくとしよう」

「ではお二人にはだーりん先生と私のチューを……」

「むん？　……むん？」

　などと、皆が口々に囃はやし立てる。士道は額にじわりと汗あせを滲にじませた。

「いやー……今の、なんか感動的な雰囲気で有う耶や無む耶やになる流れじゃなかったか？」

「何言ってるの。覚かく悟ご決めなさい」

　七罪がそう言って、キスを待ち構えるように目を伏ふせる。

　士道は「うぐ」と口ごもると、申し訳なさそうに七罪先生の方を向いた。

「……あの、先生。本当に申し訳ないんですが、そういう、あの」

　士道が言いづらそうにしていると、七罪先生が恥はずかしそうに視線を逸らしながらフンと息を吐いた。

「…………聞いてるわよ。好きにすれば？　私にキスなんてしたが最後、一週間は臭においが取れないと思うけどね」

「そんな。えっと……こんなことになって何ですけど……光栄です」

「……っ、だから、あんたはそういうとこ──」

　七罪先生が何かを言おうと眉まゆを歪ゆがめるも、その言葉は途中で切れた。

　理由は単純。意を決した士道が勢いのままに、七罪先生の唇くちびるを自分の唇で塞ふさいだからだ。

「……!?　……！」

　数秒のあと、士道は七罪先生から唇を離はなした。そしてそのまま、隣となりで目を閉じる七罪の唇にも、ちゅっと口づける。

「ふ、ふう。どうだ？　これで文句ないな？」

　そして達成感とともに額に滲んだ汗を拭ぬぐい──妙な雰囲気を肌はだで察する。

　七罪先生が顔をトマトのように真っ赤にし、七罪が「ま」と楽しげに微笑ほほえんでいたのである。ついでに目をまん丸に見開いた生徒たちが、士道に視線を注いでいた。

「え……な、何か……」

「いや、あの、チューって」

「確かく認にん。ほっぺに、ではなかったのですか」

「は──」

　夕弦に言われて、士道は顔を真っ青にした。

　言われてみればその通りである。『ご褒美のチュー』などという可愛らしい言葉を聞いて、がっつりマウス・トゥ・マウスを想像する者などそうはいるまい。

　しかしなぜだろうか、混乱した士道の頭の中では、『キスと言えば唇だろ。でないと封ふう印いんできないし』という何だかよくわからない思考が支配的だったのである。

「ピ────ッ！　五河審しん査さ員いん、レギュレーション違い反はんです！」

「きゃー！　七罪先生たちずるいですぅ！　だーりん先生、私にもーっ！」

「い、いや、その、これは……う、うわっ!?」

　士道は詰つめ寄る皆みなの圧力に押され、スーツのままプールにダイブしてしまった。



















　むかしむかしあるところに、一つの王国がありました。

　肥ひ沃よくな国土に優すぐれた技術。近きん隣りんの国々からも一目置かれる大国です。

　けれどそこに住む民たみたちは、なぜだか近ちか頃ごろ元気がありません。

　理由は一つ。数年前王位に即ついた王様が、ひどい圧政を敷しいていたのです。

　しかし王様に口答えなどしようものなら、即そく座ざに首をはねられてしまいます。

　民たちは、じっと耐たえながら、待ち続けていました。

　──新しい、王様の誕生を。




　　　　◇




　深い深い森の中を、三人の旅人が歩いていた。

　曲がりくねった広葉樹が幾いく重えにも重なり合い、日中であるというのに森全体を薄うす暗ぐらく覆おおっている。じめりと湿しめった空気が手に足に纏まとわり付き、悪路を進む旅人たちの体力をじわじわと奪うばっていた。

「むう……大だい丈じよう夫ぶか、琴こと里り、四よ糸し乃の、よしのん。少し休きゆう憩けいするか？」

　先頭を歩いていた夜色の髪かみの少女──十とお香かは、後方を振ふり返りながらそう問うた。

　十香の後方には、黒のリボンで髪を二つ結びにした勝ち気そうな少女と、左手にウサギ型のパペットを着けた大人しそうな少女の姿がある。十香の仲間、琴里と四糸乃だ。二人とも十香よりも小こ柄がらで、この過か酷こくな獣けもの道みちに疲ひ弊へいしきっているようだった。心なしか四糸乃の左手の『よしのん』も、くたびれているように見える。

　しかし琴里は、額の汗あせを拭ぬぐいながらフンと鼻を鳴らしてみせた。

「馬ば鹿か言わないで。これくらい余よ裕ゆうよ。ね、四糸乃」

　すると四糸乃がこくりと頷うなずきながら、それに答えるように声を上げてきた。

「はい……大丈夫です」

『それより急ごうよー。言い伝えによればこの辺りなんでしょー？』

　ウサギのパペット『よしのん』が、大きな口をパクパクさせながら言ってくる。十香は皆みんなを見返すと、「うむ！」と首しゆ肯こうした。

　そう。十香たちは道に迷ってしまったわけでもなければ、優ゆう雅がに森林浴を楽しみにきたわけでもない。

　あるものを探し求めて、ここまでやってきていたのである。

『でも、そもそも本当にあるのかなー、「選定の剣けん」なんて。正直よくあるおとぎ話でしょー？』

『よしのん』が、器用に腕うで組ぐみするような仕草をしながら続ける。琴里がそれをちらと一いち瞥べつしてから肩かたをすくめた。

「……さぁてね。でも、あるって信じないとやってらんないってのが実情でしょ」

　そして前方に視線を戻もどしてから、呟つぶやくように続ける。

「引き抜ぬいた者が王となる資格を得る伝説の剣……実際、今の王も、そういった類たぐいの剣を引き抜いて力を得たって話よ。少なくとも、前王と縁えんもゆかりもない流れ者がいきなり王座に即いたって時点で、何かがあったとしか考えられないでしょ」

『でもその話も、あくまで噂うわさでしょー？　もしかしたら前の王様の隠かくし子とかで、その辺を誤ご魔ま化かすために撒まかれたデマかもよー？』

「まあ、その可能性もなくはないわね。……でも、『選定の剣』くらいのものがなければ、あの悪王を打だ倒とうするなんて不可能ってことだけは純然たる事実よ」

　言って琴里が、ギリと奥歯を嚙かみしめる。

「…………」

　それを感じ取って、十香もまた、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。

　十香たちの住む王国に新たな王が即位したのは今から数年前。けれど、悪王はその僅わずか数年で、王国をボロボロに疲弊させていたのである。

　異常なまでの増税、密告の奨しよう励れい、さらには国の名産品であるきなこの所持を禁ずる、きなこ取とり締しまり法ほうなる悪法まで。

　突とつ如じよとして敷かれた様々な悪政に、無論人々は抗こう議ぎの声を上げた。けれどその声は、王国直ちよつ轄かつの特別治安維い持じ部隊──『騎き士し団だん』によって徹てつ底てい的てきに叩たたき潰つぶされた。

　絶対的な力による恐きよう怖ふ政治。それが、今の王国を蝕むしばむ病びよう魔まであった。

　そして十香たちは、そんな闇やみの時代を終わらせるため、伝説に縋すがって『選定の剣』を探していたのである。

　とはいえ、『よしのん』の言うことももっともではあった。この森の奥に『選定の剣』があるなどというのは、村の老人たちが語っていたおとぎ話に過ぎない。

　しかし、過当に徴ちよう収しゆうした税によって軍備を増強した悪王を倒たおすことなど、それこそ剣を手にした伝説の勇者にしかできないように思われたのである。

　と──

「……む!?」

　生おい茂しげる蔦つたを搔かき分けながら道なき道を進んでいた十香は、不意に足を止めた。

　理由は単純。前方に、木々の生えていない開けた空間があり──

　そこに、台座に突つき刺ささった巨きよ大だいな剣が屹きつ立りつしていたのである。

「お、おお！　これは……！」

　十香が目を見開くと、琴里と四糸乃、『よしのん』もまた、驚きよう愕がくに満ちた声を発した。

「な……！　まさか、本当に!?」

「『選定の剣』……伝説の通りです……！」

『うぉっはー！　疑ってごっめーん！』

　口々に叫さけび、十香たちは台座のもとに駆かけ寄った。とうに疲つかれ切り、棒のようになっていた足が、信じられないほど軽かろやかに動いた。

　今まで人の手が入った痕こん跡せきなど微み塵じんもなかった森の直ただ中なかに石造りの広場が広がり、その中心に、金色の台座が悠ゆう然ぜんと聳そびえている。森にぽっかりと穴が開いたように木々が途と絶だえているため、そこに天から陽光が降り注ぎ、なんとも神こう々ごうしい輝かがやきを放っていた。

「やりましたね……十香さん！」

『これであの王様を倒せるねー！　そしたらヤミきなこなんかじゃない正規品のきなこが食べ放題だよー！』

「うむ！　これでようやく……！」

「でも、この形って……」

　が、十香たちが今までの疲労を忘れたようにはしゃいでいる中、一人困こん惑わくした表情を浮うかべる者がいた。──琴里だ。

「椅い子す……？」

「椅子……だな」

「椅子……ですね」

　三人は同時に首を傾かしげた。そう。剣の刺さった台座は、なぜか大きな椅子のような形をしていたのである。ついでに肘ひじ掛かけの上に青黒い毛並みをした猫ねこが丸くなっており、なんとも和なごやかな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

「ま、まあいいわ。とにかく、剣が抜けるかどうか試ためしてみましょ。私からやらせてもらっていい？」

「うむ、頼たのんだぞ、琴里」

「頑がん張ばってください……！」

　十香と四糸乃が言うと、琴里は足を一歩前に踏ふみ出した。

　と、それに気づいたのか、肘掛けの上にいた猫がピクッと耳を動かしたのち、十香たちに目を向け、「なぁーご、なぁぁぁーご」と鳴き声を上げてきた。

　その様は何やら十香たちに話しかけているかのようであったけれど、猫ならぬ十香たちに猫語は理解できなかった。琴里が、猫の頭をひと撫なでしてから、台座に足をかける。

「お昼ひる寝ね中悪いわね。ちょっと失礼するわよ。うんしょ……っと」

　言って琴里が台座の上に上がり、そこから生えていた剣の柄つかを両手で摑つかんで力を込こめる。

　が──

「うぐぐぐぐ……！」

　台座に根元まで刺さった剣は、ビクともしなかった。

「……ぐぅ、駄だ目めみたいね。残念……」

　琴里が悔くやしそうに言って、台座から降りる。次いで四糸乃が、ぐっと拳を握りながら顔を上げた。

「わ、私も、やってみます」

『頑張れ四糸乃ー！』

　琴里と同じように台座に上り（左手が塞ふさがっているため、十香が手伝ってあげた）、剣を引き抜こうとする。

「んく……っ！」

　しかしそれでも、剣は抜けなかった。

「すみません……抜けませんでした」

『うーん、どんまーい。まあ四糸乃は剣士って感じじゃないからねぇ』

　申し訳なさそうに四糸乃が、慰なぐさめるように『よしのん』が言って、台座から降りる。

「じゃあ、次は十香ね」

「うむ！」

　琴里に名を呼ばれ、十香は大きく頷いた。

　そして勢いよく地面を蹴けると、軽やかな身のこなしで台座に駆け上が──らずに。

　そのまま、ちょこんと台座に腰こし掛かけた。

「……って、十香？　いくら椅子みたいだからって座ってどうするのよ」

　琴里が眉まゆをひそめながら困惑気味に言ってくる。十香は頰ほおにたらりと汗あせを垂らした。

「うむ……そうなのだが、なぜか身体からだが勝手に動いたというか──」

　十香はぽりぽりと頰をかくと、剣に手を掛けるために台座から立ち上がろうとした。

　が、その瞬しゆん間かん。そんな様子を見ていた四糸乃が驚おどろいたように目を見開く。

「……！　と、十香さん、琴里さん……！」

「む？」

「何よ……って、え？」

　十香と琴里は首を傾げかけ──すぐに四糸乃と同じような表情になった。

　それはそうだ。何しろ十香が腰掛けた台座が、目ま映ばゆい光を放ち始めたのだから。

「な……こ、これは……！」

　十香が驚いていると、台座の上──背もたれ状になった部分に刺さっていた剣が、ひとりでにするすると抜け始めた。

　そしてその切っ先までを空気にさらした剣は、陽光を煌きらめかせながらひゅんと回転し、啞あ然ぜんとする十香のもとに飛来してきた。

「剣が……勝手に!?」

「十香、握ってみなさいよ」

「う、うむ」

　言われるままに、目の前に浮ふ遊ゆうした大剣の柄を握る。

　すると、剣の刀身が目映い輝きを放ち、一条の閃せん光こうとなって天を貫つらぬいた。

「お、おお……!?」

「すごい……です」

　次々と巻き起こる超ちよう常じよう的てきな現象に、十香たちは思わず目を見開いた。

　もはや疑いようがない。この剣こそが、王たる者にしか引き抜けないという『選定の剣』であったのだ。

「やったぞ琴里、これならばあるいは……！」

「ええ、あの悪王を倒すことができるかもしれないわ！」

「うむ、この剣──ええと……む？　〈鏖殺公サンダルフオン〉というのか？　〈鏖殺公サンダルフオン〉があれば──」

「え？」

　と、十香の言葉に、琴里と四糸乃、そして『よしのん』が首を傾げた。

「〈鏖殺公サンダルフオン〉？　それがその剣の名前なの？」

「そうではないのか？　今誰だれかが言ったではないか」

「……？　四糸乃、何か言った？」

「い、いえ、何も」

『よしのんもだよー？』

「む？　おかしいな、では誰が……」

　十香はキョロキョロと辺りを見回した。確かに今、何者かの声が聞こえてきたのだ。しかし琴里と四糸乃、そして『よしのん』以外に今ここにいる者といえば──

　と、その瞬間、台座の肘掛けにいた猫がぴょんと十香の足元に降りてきて、鳴き声を上げた。

「…………！」

　それを聞いて、目を丸くする。

　しかしそれも当然だ。何しろ、先ほどまで「なぁーご」としか聞こえなかった猫の鳴き声が、人の言葉に聞こえてきたのだから。

「こ、これは……おまえが話しているのか？」

　十香が言うと、猫がいやに人間的な仕草でこくりと頷うなずいた。

　するとそんな様子を見てか、琴里たちが怪け訝げんそうに眉根を寄せる。

「え？　何してるのよ十香」

「猫さんがどうかしましたか……？」

　どうやら、琴里たちには猫の言葉が聞こえていないらしい。もしかしたらこれも、〈鏖殺公サンダルフオン〉の力なのかもしれなかった。

「いや、剣けんを手にしてから、猫の声が聞こえるのだ。……む？　なになに？」

　十香が琴里たちにそう説明すると、そこで猫がまたも何かを語りかけてきた。その場に膝ひざを折り、耳を傾かたむける。

「なぁーご」

「ふむふむ……この猫はこの剣を守る魔ま術じゆつ師しだったが、王に仕える宮きゆう廷てい魔術師の呪のろいによってこの姿にされてしまったらしい。──剣に選ばれし者よ、どうか悪王を打だ倒とうし、この国を救ってくれ……だそうだ」

「えっ、今のひと鳴き、そんな長い台詞せりふだったの？」

「ものすごい情報密度ですね……」

　琴里と四糸乃があははと苦く笑しようする。

　しかし何はともあれ、十香は〈鏖殺公サンダルフオン〉に選ばれ、王と戦う力を得ることに成功した。

　十香は高らかに剣の切っ先を天に掲かかげると、力強く声を張り上げた。

「よし──では行くぞ琴里、四糸乃、よしのん！　そして猫よ！　王を倒し、民たみを救うために！」

『おおっ！』

　深い森に、決意に満ちた皆みなの声がこだました。




　　　　◇




「…………」

　国の北西部に位置する巨きよ大だいな王城。その最奥にある寝しん所じよにて、一つの影かげがむくりと身を起こした。

　闇やみ夜よを凝ぎよう縮しゆくしたかのような長い黒くろ髪かみに、黒くろ水ずい晶しようのごとき双そう眸ぼう。ぞっとするほどに美しい少女である。今はその身に薄うす手での寝ね間ま着きのみを纏まとっており、胸むな元もとや裾すそから、雪のように白い素す肌はだが覗のぞいていた。

　何も知らぬ者が彼女の姿を見たならば、きっと寝ね坊ぼうの過ぎる姫ひめ君ぎみか、さもなくば王の寵ちよう愛あいを受ける年若い愛あい妾しようかと思うことだろう。

　そう。誰も想像だにしないに違ちがいない。

　──この少女こそが、この王国を統すべる王、その人であるなどとは。

「この感覚……ふん、〈鏖殺公サンダルフオン〉が抜ぬかれたか」

　王は不ふ愉ゆ快かいそうに言うと、髪をかき上げギロリと視線を鋭するどくした。

　そして天てん蓋がい付きの巨大なベッドから立ち上がり、寝室と呼ぶには広すぎる部屋の中央でパンと手を叩たたく。

「誰かある！」

　するとしばらくして、部屋の風景が一箇か所しよぐにゃりと歪ゆがんだかと思うと、そこに、灰色のローブを身に纏った一人の女が現れた。

　女にしては短めの髪に、すらりとした体たい軀く。……ついでに付け加えるならば、心なしか赤い頰に酒さけ臭くさい吐と息いき。

　王に仕える宮廷魔術師・二に亜あである。

「はっあぁーい、王様ー、ご機き嫌げんうるわっしょ～い？　みんな大好き魔女っ子二亜ちゃんで～っす」

　二亜が気の抜けた笑いを浮うかべながらそう言い、ひらひらと手を振ふってきた。もう片方の手には、魔術師の杖つえではなく酒さか瓶びんが握にぎられている。王は不愉快そうに眉をひそめた。

「また昼間から酒か」

「えっへっへ～、カタいことは言いっこなしよぅ。もう王様に逆らおうなんて奴やつはいないわけだしー。栄えい華がを極きわめた王国の高官は酒と欲よくに溺おぼれてるものって相場が決まってるじゃなーい？」

　言って、またもへらへらと笑う。かくも気安い調子で王に話しかけてくる者など、王おう妃ひを除けば彼女くらいしかいなかった。

　とはいえそれは裏を返せば、二亜がそれだけ優ゆう秀しゆうな魔術師であることを示している。不敬者には死罪を下すのが普ふ通つうであるが、王は一時の感情で有用な手て駒ごまを失う愚ぐを犯おかすような人間ではなかった。先王から国を奪うばい取ったのは王であるが、今日の盤ばん石じやくな支配体制は、魔術師二亜の力抜きには成し得なかっただろう。……今の姿からは、その片へん鱗りんさえも見えなかったが。

「今すぐ酒を抜け。それと、『食しよく卓たくの騎き士し』を呼べ」

「えぇ？　随ずい分ぶん急だねぇ。……ところで前から気になってたけど、そのネーミングどうにかならない？　パロディにしてもなんか気が抜けるっていうか……」

「やはり『ツナマヨ騎士団』の方がよかったか」

「すいません食卓でいいです」

　二亜は諦あきらめたように息を吐はくと、肩かたをすくめながら続けてきた。

「それで、食卓の騎士って言っても五人いるけど、誰を？」

「無論、全員だ。王国軍が誇ほこる最高戦力を、全すべて城に集めよ。火急の用だ」

　王が言うと、さすがに二亜も不ふ審しんに思ったのか、訝いぶかしげに眉を歪めてきた。

「……えーと、一応聞くけど、何があったのん？」

「恐おそらくだが──〈鏖殺公サンダルフオン〉が抜かれた」

「な……っ！」

　王の言葉に、二亜は驚きよう愕がくの表情を作り息を詰つまらせた。彼女の手から酒瓶が滑すべり落ち、絨じゆう毯たんの上にゴトッと落ちる。

「あっ」

　が、二亜は酒瓶を拾い上げると、すたすたと部屋の隅すみに歩いていき、絨毯の敷しかれていない床ゆかに酒瓶を落とし直した。しかも少し勢いを付けて。

　今度は酒瓶がガシャァァァァン！　と割れ、辺りにガラスの破は片へんと飛沫しぶきが飛び散る。

「な、なんだってー!?」

「おい。なぜ今わざわざやり直した」

「やー……驚きの演出？　的な？」

　そう言って二亜がペロリと舌を出す。リアクションの割には落ち着いていそうだった。

「にしても……はー、まさかあの剣を抜ける人間がいるなんてねぇ。剣の守護者も呪じゆ法ほうで猫ねこに変えてやったから、人をあの場所に案内することだってできないはずなのに……」

「その呪が解けたということはあるまいな」

「ないない！　解けたらあたしに伝わるはずだし」

　王が睨にらむと、二亜はブンブンと首を横に振った。

「……でも、確かにそれは緊きん急きゆう事態だ。了りよう解かい、今すぐ食卓の騎士を集めるよ。……ただ、ちょっとだけ待ってもらえる？」

「なぜだ」

「……いや、今首振ったら気持ち悪くなっちゃって」

「…………」

　二亜が口元を押さえながらその場に蹲うずくまる。王は冷ややかな視線でそれを見下ろした。




　　　　◇




「──ご苦労」

　王城の中に設しつらえられた豪ごう奢しやな謁えつ見けん室。その最奥にある玉座に悠ゆう然ぜんと腰こし掛かけながら、王はそこに集まった食卓の騎士を睥へい睨げいした。

　一人は、純白の鎧よろいを纏った人形のような貌かおの少女。

　一人は、東洋風の鎧に身を包んだ、驚おどろくほどに髪の長い少女。

　そして残る二人は、それぞれ左右が対ついになった鎧を着た、瓜うり二ふたつの少女たち。

　見たところ皆年若い乙おと女めであるが、その実力は折り紙付き。全員が一騎当千の力を誇る、王国最強の騎士たちである。

　王は微かすかに目を細めると、頰ほお杖づえを突つきながら言葉を続けた。

「話は既すでに通っているだろう。聖剣が引き抜かれた。そう遠くないうちに、私に仇あだなす者が現れるやもしれん。卿けいらはこれより王城の警護に当たり、敵が現れたなら躊躇ためらいなく切り捨てよ」

　王が静かに、しかし有う無むを言わせぬ調子で言うと、瓜二つの顔をした双ふた子ごがバッと左右対たい称しようにやたらと格好良いポーズを取った。

「くく──面おも白しろい。よもや我らが王国に弓を引く者が現れようとは！　この疾しつ風ぷうの耶か俱ぐ矢やの剣の錆さびにしてくれようぞ！」

「対たい抗こう。抜け駆がけは許しません。この旋せん風ぷうの夕ゆ弦づるを忘れてもらっては困ります」

　言って、フッと不敵に笑い合い、またもポーズを決める。

　それを見てか、王の側そばに控ひかえた二亜があははと笑った。

「いやぁ、かぐやんゆづるんは相変わらず元気がいいねぇ。その意気で頼たのむよー。せっかく王様に付いて理想の食っちゃ寝生活を手に入れたっていうのに、クーデターとかマジ勘かん弁べんだから……って、んん？」

　と、二亜が言葉の途と中ちゆうで眉まゆ根ねを寄せた。

　その理由は王にもすぐに知れた。耶俱矢たちの左方にいた純白の鎧の少女──閃せん光こうの折おり紙がみが、表情こそ平時と変わらないものの、なぜか妙みように気け怠だるげな雰ふん囲い気きを漂ただよわせていたのである。

「どったのオリリン。寝不足？　なんか覇は気きがないけど」

「…………、正直、この配役はあまりやる気が出ない」

　二亜が尋たずねると、折紙ははふー、と気の抜けたため息を吐ついた。

「あはは、配役って。やだなぁオリリン、配置の間違い？　いや、それにしてもやる気が出ないってのは問題だにゃあ。……あ、もしかしてあれ？　あまりにも強くなってしまった結果、戦いに喜びを見いだせなくなった的な？」

「違う。そういうのは耶俱矢と夕弦に任せている」

　折紙が気怠そうに言うと、耶俱矢と夕弦がハッとした様子で肩を揺ゆらした。

「なるほど……強きよう者じやの憂ゆう鬱うつ……そういうのもあるのか」

「告白。実は夕弦は最近、歯ごたえのない敵ばかりで戦いに飽あいてきたのです」

「あっ、ずるい！」

　などと、脇わきで言い合いを始める。

　しかし折紙はさして気にしていない様子でもう一度大きなため息を吐いた。

「せめてこの国に、中性的な顔立ちで心の優やさしい王子がいたなら頑がん張ばれた。名前は士し道どう王子でよろしく」

「えっ、そんな俗ぞく物ぶつ的な理由!?　ていうか仮にいたとして、王子様に手出すのはアウトじゃないのオリリン!?」

「異国の姫との政略結けつ婚こんが迫せまる中、美び貌ぼうの女騎士と恋こいに落ちてしまう王子というあらすじで一つ」

「あっ、あー……」

　折紙の言葉に、二亜が「それはそれで……」というような顔をしながら腕うで組ぐみする。

「…………」

　しかしそこでジトッとした王の視線に気づいたのか、すぐにブンブンと首を横に振った。

「いやいや、やっぱ駄だ目めだって！　そんな王子がいたらあたしが欲ほし……じゃなくて、ちゃんと仕事はしてくれないと！」

「…………」

　折紙が憮ぶ然ぜんとした様子でプイと顔を背そむける。二亜がやれやれとため息を吐いた。

　が、そこで二亜がまたも眉根を寄せる。

「……で、その隣となりのムックちんは、なんでまたずっとそっぽ向いてるのかにゃあ？」

「むん……」

　先ほどから一言も発さずにいた長ちよう髪はつの騎士──封ふう緘かんの六む喰くろが、不ふ機き嫌げんそうにこちらを一いち瞥べつしてくる。

「そもそもむくは、そこな王があまり好きではないのじゃ」

「そこから!?」

　まさかのカミングアウトに、二亜がオーバーリアクション気味に身を反らす。

「いやいや……一応王様は王様で、ムックちんは騎士なわけでね？　お給料もらってる以上はちゃんとお仕事しないと駄目よ？……ていうか本人前にしてよく言えたね。この人、気に入らない人間基本斬ざん首しゆで有名な王様よ？　スナック感覚で手打ちにするからね？」

「それならば、まだ貴様の肩の上に頭が乗っている理由に説明が付かんな」

　王が冷ややかな視線を向けながら言うと、二亜は頰ほおに汗あせを垂らしながら苦く笑しようした。

「やー、もう、王様ったらお茶目なんだからぁ。どうよほらムックちん、若者と打ち解けるためにウィットに富んだジョークをかましてくれる王様ステキじゃない？」

「嫌きらいなものは嫌いなのじゃ」

「んもー！」

　意見を変えない六喰に、二亜がコミカルな調子で手をばたつかせる。

「何よ何よもー！　この非常事態に食卓の騎士がそんな調子でどうするってのさー！　あたしの食っちゃ寝生活がかかってるんだからもうちょっと本気になってよ！　ていうか基本ボケポジションのあたしがツッコミに回るってよっぽどの事態だかんね!?　ツッコミって意外とカロリー使うんだね！　なっつんいつもありがとね！」

　と、ひとしきり叫さけんだところで、二亜が「ん？」と首を傾かしげた。

「そういえば、なっつんはどったのよ。姿が見えないけど」

　言って、謁見室の中を見回す。

　確かに二亜の言うとおり、食卓の騎士全員に招集をかけたにも拘かかわらず、そこには幻げん影えいの七な罪つみの姿が見えなかった。

　するとそれに答えるように、折紙（もはや完全にやる気を失ったように、脱ぬいだ鎧に腰掛けている）が声を上げてきた。

「七罪なら、昨日の夜から美み九く王おう妃ひに寝しん所じよに連れ込まれている」

「何やってんの王妃様!?」

　二亜が声を裏返らせる。しかしそれを聞いた他の騎き士したちは、

「あー」

「納なつ得とく。あー」

「七罪め、逃にげられなんだか。不ふ憫びんな奴やつじゃ」

　と、さして驚くでもなく、妙に納得した様子でため息を吐いていた。

「えっ、何そのリアクション!?」

「王妃といえど女は女。いつでも恋を欲ほつしている。というかそもそも王妃は基本騎士と不ふ倫りんをするものと相場が決まっている」

「偏へん見けんが過ぎる!?　ていうか仮にそうだとしても、それ王様の前で絶対言っちゃいけないやつだよね!?」

「私たち全員、王妃に誘さそわれたことがある」

「やめたげてよぉ！」

　二亜が、自分のことでもないのに軽く涙なみだ目めになりながら、王の耳を塞ふさいでくる。

　王は鬱うつ陶とうしげにそれを振ふり払はらうと、眼下の騎士たちに鋭するどい視線を向けた。

「──構わん」

「へ？」

　二亜が目を丸くする。王は構わず続けた。

「支配体制を盤ばん石じやくにするために娶めとっただけの女だ。誰だれを愛そうが構わん。……というか複数に分散してくれた方が正直助かる」

　王が言うと、騎士たちが頰に汗を垂らした。

　彼女らの顔には「……いやあんたの嫁よめだろ責任取れよ」と書いてある気がしなくもなかったが、さすがに口には出してこなかった。

「無論、美九だけではない。卿らもだ。不敬であろうが、やる気がなかろうが、私のことを嫌きらっていようが、一向に構わん。卿らが腹の底で何を思おうが、私は興味がない。卿らに求めることは一つ。下した命を守れ。それだけだ」

　王の淡たん々たんとした言葉に、二亜はしばし目を丸くしていたが、すぐに気を取り直すようにパンと手を叩たたいた。

「い、いやー！　話がわかるね王様！　ね、みんな!?　こんな柔じゆう軟なんな思考を持った王様滅めつ多たにいないよ？　さ、職務に勤いそしみましょう！」

　二亜がわざとらしく声を張り上げる。すると騎士たちが、ふうと息を吐はいてから思い思いの反応を示してきた。

「ふ、我らは騎士。王国に仇なす者はすべからく切り捨てるまでよ！」

「同意。それが騎士の務めなれば。……ちなみに耶俱矢、その『すべからく』は誤用です」

「えっ、うそっ」

　八や舞まい姉し妹まいが格好いいポーズを取ったのち、何やら小声で話し始める。するとその横で折紙が面めん倒どうそうに鎧よろいから腰を上げ、六喰が諦あきらめたように肩かたをすくめた。

「安心して。ものすごくやる気は出ないけれど、仕事はする。騎士の肩書きを失ってしまっては、いつか士道王子が現れたときフラグを立てられなくなる恐おそれがある」

「むん……王の命に従うは不満じゃが、禄ろくを食はんでいる以上仕方あるまい。なに、むくたち全員を相手取って無事に済む者などおりはせんじゃろう」

「お、おお……！」

　騎士たちの頼もしい（？）言葉に、二亜がホッとしたように胸をなで下ろす。

「もう、みんな意地が悪いんだからぁ。よかったねー、王様。如何いかに〈鏖殺公サンダルフオン〉を抜ぬいた剣けん士しだろうと、食しよく卓たくの騎士にかかればちょちょいのちょい！　ってなもんよ！」

　何やら調子よくそう言って、二亜がわははと笑った。

　王はぴくりとも表情を変えぬまま騎士たちを見下ろすと、静かな声で改めて命を発した。

「では行くがよい、我が騎士たちよ。剣の気配は既すでにこちらに向かっている。数日中には王都に入るだろう。王都内での戦せん闘とうを許可する。確実に仕留めよ」

「応とも！」

「了りよう解かい。いってきます」

「…………」

「むん……」

　騎士たちは思い思いの返事をして、謁えつ見けん室から去っていった。

「ふん……」

　その背を見送ってから、王は小さく息を吐くと、ゆっくりと手を掲かかげる。

　すると次の瞬しゆん間かん、虚こ空くうに漆しつ黒こくの光が現れ、片かた刃ばの剣を形作っていった。

　数年前王が引き抜きし選定の魔ま剣けん〈暴虐公ナへマー〉である。

　王はその切っ先を窓の外に向けると、視線を鋭くしながら唇くちびるを開いた。

「──来るならば来るがよい、剣に選ばれし者よ。真の王がどちらか教えてくれよう」




　　　　◇




「おお……ここが王都か」

　森から街道に出て馬車を乗り継つぎ、北西に進むこと三日。

　十香たち一行は、王城を頂く王都へと辿たどり着いていた。

　十香たちの住んでいた村とは、比べものにならない大きさを誇ほこる都市である。広い通りが縦横に走り、その脇に幾いくつもの商店が建ち並んでいた。

　けれど、何人もの人々が行き交かっているというのに、その表情が皆みなどこか暗く、都市全体の雰ふん囲い気きが沈しずんでいるように思えてならなかった。

「むう……賑にぎやかなのに、嫌いやな感じのする街だな。皆何かに怯おびえているかのようだ」

「まあ、無理もないでしょう。ここは王のお膝ひざ元もとだから、騎士団の取り締しまりも一ひと際きわ強いでしょうし」

「なぁーご」

　と、そこで足元の猫ねこが鳴いた。不思議に思い視線の先を見やると、鉄鎧を纏まとった騎士が数名、並んで道を歩いていることがわかる。街の住民たちがそそくさと道を空け、街路の端はしに寄っていった。

「噂うわさをすれば。王都の巡じゆん回かい騎士よ。目を付けられても面倒だわ。行きましょ」

「そうですね……」

　琴里の言葉に、四糸乃がこくりと頷うなずく。

　ちなみに今十香たちは、フード付きの外がい套とうを纏って旅人を装よそおっていた。巡回騎士に顔を覚えられるのは避さけたかったし、〈鏖殺公サンダルフオン〉を隠かくすにも都合がよかったのである。

「とにかく、寝ね床どこを探して作戦を練りましょう。ここは敵の本ほん拠きよ地ちよ。城を守る騎士たちは少なく見積もっても三〇〇〇人。それに、食卓の騎士だっているかもしれないわ」

「食卓の騎士？」

「ええ。王の側近である五人の騎士たちよ。閃せん光こうの折紙、封緘の六喰、幻影の七罪、疾しつ風ぷうの耶俱矢、旋せん風ぷうの夕弦──いくら〈鏖殺公サンダルフオン〉があるからって、無策に戦えば負けるわ。できるだけ目立たずに王城に侵しん入にゆうできる方法を探さないと──」

　と。

　そこで琴里が言葉を止める。

　理由はすぐに知れた。巡回騎士たちのいた方から、何やら悲鳴が聞こえてきたのである。

　見やると、眼鏡をかけた小こ柄がらな女性が地面に膝を突つき、三人の巡回騎士に囲まれているのが見て取れた。

「お、お願いします、見み逃のがしてくださいぃ！　その結ゆい納のう品ひんがないとせっかく決まりかけてる縁えん談だんが……！」

　女性が懇こん願がんするように訴うつたえる。が、巡回騎士たち（それぞれ背の高い少女、中肉中背の少女、小柄な少女である）は聞く耳を持たなかった。

「ヒャッハー！　駄だ目めだね！」

「きなこの所持は重罪よ！」

「牢ろう獄ごくの中で三十みそ路じを迎むかえるんだなァー！」

「そ、そんな……！　こういう話でくらい結けつ婚こんさせてくれたっていいじゃないですかぁ！」

　女性がさめざめと泣き崩くずれる。それを見て、琴里が苦々しく表情を歪ゆがめた。

「ち……やりたい放題ね。でも抑おさえなさい、十香。今騒さわぎを起こしたら、全すべてが水の泡あわ──」

「──とうッ！」

　が。琴里の言葉を最後まで聞かぬうちに、十香は飛び出していた。旅人の外套を脱ぎ捨てながら、背に負った〈鏖殺公サンダルフオン〉を振り、その刀身の腹で巡回騎士を殴なぐりつける。

「ぐおッ……!?」

　苦く悶もんの声とともに、騎士が倒たおれる。十香は騎士が持っていたきなこ入りの革かわ袋ぶくろを女性に手て渡わたすと、「行け」というように顎あごをしゃくった。

　女性が、戸と惑まどいながらも礼をして走り去っていく。十香はそれを見てから、〈鏖殺公サンダルフオン〉を構え直した。起き上がった騎士たちが、剣を抜いて十香を睨にらみ付けてきたのである。

「痛ったぁ……何者よ！」

「覚かく悟ごはできてるんでしょうね!?」

「ていうか私たち配役ひどくない!?」

「ふん……悪党に名乗る名などない！」

「何だとぉ!?」

「何よその態度ぉ！」

「ちょっとかわいいからって調子に乗りやがってェ！」

　十香の言葉に、騎士がいきり立つ。するとそれに合わせるようにして、十香の後方に琴里と四糸乃、そして猫が進み出てきた。

「まったく、何してるのよ十香……！」

「でも……よかったです。女の人が助けられて……」

「なぁーご」

　四糸乃と猫の言葉に、琴里がはぁとため息を吐つく。

「……やってしまったことは仕方ないわ。とにかく、騒ぎが上に伝わる前に、こいつらを倒して身を隠すわよ」

「うむ！」

　十香はニッと微笑ほほえむと、〈鏖殺公サンダルフオン〉を両手で握にぎって、再び構えを取った。

　が──そのときである。

「──見つけた」

　巡回騎き士したちの背後に、四人の少女が現れたのは。

「む……？」

　突とつ然ぜん現れた人ひと影かげに十香が訝いぶかしげな顔をしていると、少女たちは巡回騎士を押しのけて十香たちの前に進み出てきた。

「くく……光り輝かがやく大剣。間ま違ちがいなさそうであるな」

「首しゆ肯こう。王が言っていた『敵』です」

「ふむん……さほど強そうには見えぬがの」

「巡回騎士たちはもう下がっていい。ここからは──私たち食卓の騎士の仕事」

　美しい鎧に身を包んだ少女騎士たちが剣を抜き、十香たちに対たい峙じしてくる。巡回騎士たちは一瞬何かを言おうとしたようだったが、彼女らの姿を見るなり顔を青くして後ずさっていった。

「食卓の騎士……？　それは──」

　十香が眉まゆをひそめると、琴里が戦せん慄りつしたように息を詰つまらせた。

「……噓うそでしょ。食卓の騎士が四人も……!?」

「ふ、どうやら我らのことは知っているようだな」

「なら話は早い。『選定の剣』を持つ者、私し怨えんはないが死んでもらう」

　言うが早いか、十香の視界いっぱいに、目にも留まらぬ剣けん閃せんが閃ひらめいた。




　　　　◇




　──騎士たちが出動してから数時間後。

「ついに見つけたぞ、王！　国のため、民たみのため、そして自由にきなこを食べるため、この〈鏖殺公サンダルフオン〉で貴様を討うつ！」

「もう逃にげられないわよ。よくも今まで好き勝手やってくれたわね！」

「か、観念……してください！」

『年ねん貢ぐの納めどきだよー！』

「なぁーご！」

　王城の最奥には、聖剣〈鏖殺公サンダルフオン〉を手にした剣士とその仲間、そして一匹ぴきの猫が乗り込んできていた。

　しかも、それだけではない。彼女らの背後には──

「くく、覚悟をするがよい、王よ！　貴様の悪行も最も早はや此処ここまで！　この疾風の耶俱矢が天てん誅ちゆうを下してくれよう！」

「同調。旋風の夕弦が、あなたの悪を許しません」

「閃光の折紙、推おして参る」

「封ふう緘かんの六喰、ようやく己おのれの戦う場所が見つかった気がするのじゃ」

　彼女らを倒しに出向いたはずの食しよく卓たくの騎士たちが勢せい揃ぞろいしていた。

「──ちょっと待てぇぇぇぇぇぇぇぇいッ!?」

　魔ま術じゆつ師し二亜の叫さけびが、謁見室にこだまする。その声があまりに大きかったものだから、隣となりに座っていた王は鬱うつ陶とうしげに耳を塞ふさいだ。

　しかし二亜はそんな王に気づかぬ様子で、さらに大声を張り上げる。

「なッ、何してんの？　何してんの!?　百ひやつ歩ぽ譲ゆずって下手人どもが侵入してきたのは仕方ないとして、なんでその味方になってんの!?　みんなついこの前王様守るって言ってたじゃん!?」

　二亜が悲鳴じみた声で叫ぶと、騎士たちは一いつ瞬しゆん顔を見合わせたのち、再び視線を向けてきた。

「敵の騎士って戦いのあと仲間になったら熱いよねって言われて……」

「首肯。ＲＰＧでもだいたい強キャラで、後半のレギュラーです」

「こちらに付いた方がフラグが立ちやすい気がした」

「だから、むくは王が嫌きらいなのじゃ」

「この国はこんな奴やつらに国防を任せてたの!?」

　二亜が身を捩よじらせながら頭を抱かかえる。と、そこで何かに気づいたように目を見開いた。

　見やると、下手人の一人──左手にウサギのパペットを着けた少女の陰かげに、小柄な少女のシルエットが見て取れる。乱れた着衣。ぼさぼさの髪かみ。そして身体からだ中にくまなくつけられたキスマーク。

　間違いない。先ほど謁えつ見けんに現れなかった食卓の騎士、幻げん影えいの七罪だ。ときおり身体を小刻みに震ふるわせながら「コワイ……王おう妃ひコワイ……」と呟つぶやいていた。どうやら彼女も敵に寝ね返がえったらしいが……なぜだか彼女だけは恨うらむ気になれなかった。寝返ったというか保護されたという方が適当に見えた。
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　しかし、二亜にとって非常事態には変わりないらしい。顔を青くしながら敵の顔を見、卑ひ屈くつな笑みを浮うかべる。

「え、えっへっへ……いやどうもどうも。あたし宮きゆう廷てい魔術師の二亜ってぇもんなんですがね？　もしご入り用でしたら……」

「邪じや魔まだ。退どけ」

「へぶしッ!?」

　王は、あからさまに敵に取り入ろうとし始めた二亜の横っ面つらをはたくと、ゆっくりと玉座から立ち上がった。

　そして、悠ゆう然ぜんとした足取りで歩みを進めながら、虚こ空くうに手を掲かかげ、魔ま剣けん〈暴虐公ナへマー〉を顕けん現げんさせる。

『……っ！』

〈鏖殺公サンダルフオン〉を持つ女を始めとした下手人、そしてそれに寝返った食卓の騎士たちが、顔を警けい戒かいの色に染め、腰こしを落として剣を構えてくる。

　だが王はそんな多勢を前にしても一いつ切さい狼狽うろたえず、〈暴虐公ナへマー〉を握った手を大きく振ふりかぶった。

「騎士たちよ。私は卿けいらに失望はしない。なぜなら、最初から何も期待していなかったからだ。

　下手人たちよ。私は貴様らに怒いかりを覚えはしない。なぜなら、幾いく人にん集まろうと、私に勝てる者など存在しないからだ……ッ！」

　王はその言葉とともに〈暴虐公ナへマー〉を振り下ろした。

「な……っ!?」

　瞬間、〈暴虐公ナへマー〉から漆しつ黒こくの光が迸ほとばしったかと思うと、眼前にいる敵たちを薙なぎ倒し、城の壁かべを破は壊かいして空に抜ぬけていった。

　轟ごう音おん。爆ばく発はつ。凄すさまじい震しん動どうが王城を揺ゆらし、辺りに瓦が礫れきが散らばり、濃のう密みつな煙けむりが立ちこめる。

「う、く……」

「くは……っ」

　やがて煙が晴れてくると、壁に叩たたき付けられた下手人や裏切り者たちの姿が見て取れるようになった。構えていた剣は折れ、精せい緻ちな装そう飾しよくが施ほどこされていた鎧よろいも拉ひしげている。

　そう。ほんの一振り。王にとっては小こ手て試だめし程度の一いち撃げきで、あれだけの多勢が総そう崩くずれとなったのだった。

　これこそが、選定の魔剣。国を統すべる王たるものの力である。

「う……は、はーっはっは！」

　その威い力りよくを見てか、先ほどまで露ろ骨こつに王を裏切ろうとしていた二亜が腰に手を当てて高笑いを始める。

「見たか下手人ども！　これが王の力だ！　えっへっへ、ねえ王様、こいつらどうしてくれやしょへぶっ」

　言葉の途と中ちゆうで二亜が珍ちん奇きな声を上げる。まあ、王がすり寄ってきた二亜の横っ面を再び引っぱたいたからであるが。

「──よく見ろ。まだ終わってはいない」

「へ……？」

　二亜が腫はれた頰ほおを押さえながら顔を上げる。

　それに合わせるようにして、大穴の開いた城の壁から一いち陣じんの風が舞まい込み、未いまだ部屋の中にわだかまっていた煙を晴らした。

　すると王の前方に、一人の少女が未だ立っていることがわかる。

　聖剣〈鏖殺公サンダルフオン〉を構えた、王によく似た貌かおの、少女が。







「はぁ……っ、はぁ……っ」

　十香は顔中に玉のような汗あせを浮かべながら、激しく肩かたを上下させていた。

　王が魔剣を振り抜いた瞬間、凄まじい衝しよう撃げき波はが辺りを襲おそい、琴里や四糸乃、そして王都で新たに仲間になった折紙たちを一撃で吹ふき飛ばしてしまったのである。

〈鏖殺公サンダルフオン〉の不思議な力で守られていた十香は、どうにかそれに耐たえることができていたが、その一撃を受けた腕うでは痺しびれ、全身からは緊きん張ちようのためか汗が噴ふき出していた。

「ふん。伊達だてに〈鏖殺公サンダルフオン〉に選ばれたわけではない、ということか。──十香よ」

　王が、魔剣を構えながら、余よ裕ゆうに満ちた様子で言ってくる。

　その言葉に、十香はぴくりと眉を揺らした。

「貴様……なぜ私の名前を」

「さてな」

　十香が緊張に渇かわく喉のどを湿しめらせながら言うと、王はなぜかふっと、ほんの少しだけ表情を変えた。

「さあ十香。〈鏖殺公サンダルフオン〉に選ばれし者。私と貴様、どちらがこの国の玉座に座るに相応ふさわしいか──決めようではないか」

　言うが早いか、王が足を屈かがめた。

　刹せつ那な。地面を踏ふみ抜くような凄まじい音がしたかと思うと、遠くに見えていた王の姿が視界いっぱいに膨ぼう張ちようする。

「……ッ!?」

　王が一瞬にして肉にく薄はくしてきたのだということを脳が認にん識しきしたときには、すでに魔剣は振り下ろされていた。

　反応したのは頭ではなく、身体。十香の反射神経と本能が、死の危険を察知し、無意識のうちに〈鏖殺公サンダルフオン〉を振り上げていた。

　──衝撃。一振りで城じよう壁へきを砕くだく魔剣の一撃が、〈鏖殺公サンダルフオン〉に叩き付けられる。

「く──！」

　十香は身体がバラバラになってしまいそうな感覚を覚えながらも、再度〈鏖殺公サンダルフオン〉を振るった。

　次の瞬間、またも魔剣の斬ざん撃げきが十香を襲う。もし一瞬でも反応が遅おくれていたならば、十香の身体は袈け裟さ懸がけに切り裂さかれていただろう。

　三撃、四撃と、極限状態の中、研とぎ澄すまされた意識で以もつて王の攻こう撃げきを捌さばききる。

　すると幾いく度ど目の攻撃を受けたときだろうか、王が感かん嘆たんしたように声を上げてきた。

「ここまで私の攻撃を受けて、立っていられた者は貴様が初めてだ。賞賛を贈おくろう。──だが、まだだな。王とは全すべてを支配する者。貴様の剣には非情さが足りぬ！」

「何を……！」

　十香はキッと視線を鋭するどくすると、全身を襲う痛みも忘れて叫びを上げた。

「支配するばかりが王ではない！　民たみを幸せにできずに何が王だ！」

「何を言うかと思えば！　霞かすみのように頼たよりなく、蜂はち蜜みつのように甘い！　剣を抜いた時点で、貴様は人である権利を放ほう棄きしたのだ！　最早貴様に安あん寧ねいは訪おとずれん。全てを切り伏ふせ服従させぬ限りはな！　そう──かつての私のように！」

「ぐ……！」

　重い一撃。十香は〈鏖殺公サンダルフオン〉でそれを受けると同時、衝撃を緩かん和わさせるように後方へと跳とんだ。

　王が、真っ直すぐに十香を見み据すえながら魔剣の切っ先を向けてくる。

「力を持つ者は戦いを避さけられん。望むと望まざるとに拘かかわらず、戦乱の種は彼方此方あちこちで萌ほう芽がする。ならばどうする？　全てを叩いて潰つぶすしかあるまい。それが王だ！　王たる力だ！」

「違ちがう！　力を持っていたとしても、それを振るわねばならないわけではない！　民と共に生きる王にだってなれるはずだ！」

「……っ」

　十香の言葉に、初めて王の顔が歪ゆがむ。

「ならば──超こえてみるがいい！　この私を！　この王をッ！　そして証明してみせろ！　その理想が、命を懸かけるに足るものであると！」

　ガッ！　と王が地面に踵かかとを突つき立てる。

　するとその瞬間、部屋の最奥にあった玉座に亀き裂れつが走り、バラバラになったかと思うと、その破は片へんが王の持つ魔剣に纏まとわり付いていき、さらに巨きよ大だいな剣を形作った。

「な……っ!?」

「──【終ペイ焉ヴアのーシユ剣ヘレヴ】！」

　王が、巨大な剣を振り上げる。長い刀身が天てん井じようを砕き、辺りに瓦礫を撒まき散らした。

　剣に漆黒の光が収束する。圧あつ倒とう的てきなプレッシャー。本能的に理解する。その一撃が放たれたなら、十香はおろか謁見室にいる仲間たちまでもが消し去られてしまうだろう。

「く────」

　十香は無む駄だとわかりつつも、〈鏖殺公サンダルフオン〉を構えようとするが、今まで蓄ちく積せきしたダメージのためか、一瞬挙動が遅れてしまった。

　魔剣の黒い刀身が、十香目がけて振り下ろされようとする。

　が──次の瞬しゆん間かん。

「ぶにゃぁぁぁぁッ！」

　十香の足元から王目がけて、小さな影かげが飛びかかった。剣の元にいた黒くろ猫ねこである。

「な……!?」

「…………！」

　突とつ然ぜんのことに、王が目を見開く。

　一瞬。王の意識が十香から猫に向いた。

　そしてこの場で恐おそらく十香だけが、その猫の鳴き声の意味を、正しく認識していた。

「玉座を……呼べ？」

「にゃぁぁッ！」

　十香は猫が発した言葉を復唱すると、半ば無意識のうちに、地面に踵を突き立てていた。

　するとその瞬間、城全体がゴゴゴゴ……と震動したかと思うと、十香の足元を突き破って、巨大な玉座が姿を現した。

　そう──深い森の奥、剣が刺ささっていた台座である。

　玉座は十香の前に姿を現すと同時、王の玉座のようにバラバラに分解すると、十香の持つ〈鏖殺公サンダルフオン〉に纏わり付き、巨大な剣となった。

「【最後の剣ハルヴアンへレヴ】……！」

　頭の中に浮うかんだその名を叫さけび、剣を振り下ろす。

　すると剣けん閃せんから生じた凄まじい光が、振ふり上げられた【終ペイ焉ヴアのーシユ剣ヘレヴ】もろとも王を吞のみ込んだ。

「……っ！」

　聖剣の一撃を正面から受けた王は、そのまま後方へと吹き飛ばされ、崩くずれた壁へと叩き付けられた。

　血ち塗まみれで横たわる孤こ独どくな王。その姿は、凄せい惨さんながらも美しく──そしてどこか、悲ひ哀あいを誘さそった。

「はぁ……っ、はぁ……っ」

　全ての力を使い尽つくした十香は、その場にガクンとくずおれた。その側そばに、これまた満まん身しん創そう痍いの猫が、足を引きずりながら寄ってくる。

「おお……助かったぞ」

　と、十香が猫のあごを撫なでてやると、前方からカラン、と小石の落ちる音が聞こえてきた。

　見やると、王が微かすかに吐と息いきしながら、十香に視線を向けてきていることがわかる。

「……く、く。私も、焼きが回ったものだ」

　そして、消え入りそうなほどに小さな声を発してくる。

「……十香。聖剣に選ばれし者よ。おまえは……王となることを運命づけられた。だが──人ならざる力を持ちながらも、人と共に生きることができると……言うのだな？」

　王が辿たど々たどしく問うてくる。

　軽けい々けいに答えることなどできるはずのない問い。しかし──十香は僅わずかな逡しゆん巡じゆんもなく首しゆ肯こうした。

「うむ」

「ふ……そうか。ならば見せてみるがよい。新たな王の時代とやらを──」

　初めて口元に小さな笑えみを覗のぞかせて、王は──十香とよく似た少女は、それきり何も言わなくなった。

「王……」

　十香は妙みような感かん慨がいを覚えながら、ふっと目を伏せた。対面するまではあれほどに憎にくらしかった王であるが、今となっては彼女が単純な悪人であったとは思えなかったのである。

　とはいえ、いつまでもそうしているわけにもいかなかった。理由は単純。先ほど王に吹き飛ばされた仲間たちが十香の元に集まってきたからだ。

「十香……！　やったわね、ついに王を！」

「十香さん──すごいです……！」

「うむ……だが私だけの力ではない。猫が助けてくれなければ危なかったぞ」

　十香はそう言うと、猫を抱だき上げた。

「ふふ……おまえのおかげだ。ありがとう」

　そしてふっと微笑ほほえみ、猫にちゅっと口づけた。

　すると、次の瞬間。猫の身体が光り輝かがやいたかと思うと、ボンッ！　とコミカルな音を立てて、猫の姿がローブを着た魔ま術じゆつ師しのそれに変へん貌ぼうした。

　中性的な顔立ちの、優やさしそうな少年である。少し照れくさそうに苦く笑しようしたのち、言葉を発してくる。

「こちらこそ──ありがとう、十香」

「おお……!?」

　突然のことに十香は目を丸くした。だがそういえば、猫はもともと剣を守る魔術師であり、呪のろいであの姿にされているという話だった。王を倒たおしたことによってか、それとも十香の口付けによってか、その呪いが解けたのだろう。

「〈鏖殺公サンダルフオン〉が選んでくれたのが、君でよかった。俺は士道。改めて、よろしく」

　言って、少年が微笑む。十香は今し方キスをしたことを思い出し、顔を赤くしてしまった。士道も十香の様子からそれを察したのだろう。ほんのりと頰ほおを染める。

「ま、まあとにかく、だ。まだ一つ片付けておかなきゃな」

　言って、士道がパチンと指を鳴らす。

　すると地面に落ちていた瓦が礫れきがパッと消え、その陰かげに隠かくれて逃にげようとしていた魔術師二亜の姿が露あらわになった。

「ひぃん！　やめて殺さないで!?　ち、違うんですよぉ、あたしは王様に脅おどされて仕方なく……み、見み逃のがしてくれればお役に立ちますからぁ！」

「うわぁ、見苦しさもここまでくると才能よね……」

「指し摘てき。王の権けん威いを笠かさに着て城下町で飲みたい放題していたのは誰だれですか」

「ぎくっ！」

　耶俱矢と夕弦に指摘され、二亜がわかりやすく肩かたを震ふるわせる。

　士道は半眼を作りながらしばらく二亜を睨にらんでいたが、やがてふうと息を吐はいた。

「いいだろう。その代わり、今後は十香に仕え、その力を正しく使うんだ」

「！　へ、へへぇーっ！」

　二亜が、ビターッと地面に平へい伏ふくする。士道は十香の方を向いてパチリとウインクをしてみせた。

「さて、優ゆう秀しゆうな魔術師を一人ゲットだ」

「なんと。やるなシドー」

　十香は小さく笑うと、力強く拳こぶしを握にぎってみせた。

「だが、大変なのはこれからだぞ。先王に、私の理想が間違っていないことを証明せねばならないからな！」

「ああ、もちろんだ。でも、みんなで力を合わせればきっと──って、うわぁっ!?」

　と、言葉の途と中ちゆうで士道が素すっ頓とん狂きような声を発した。

　理由は単純。食しよく卓たくの騎き士し・折紙が、士道をひょいとお姫ひめ様さま抱っこし、逃げ去ろうとしたからだ。

「へっ!?　えっ!?　何してるんだ騎士折紙!?」

「やっと見つけた。私の王子様。まさか美女と野や獣じゆうパターンとは思わなかった」

「何!?　何の話!?」

「こ、こら折紙!?　シドーをどこへ連れて行くのだ!?」

　突然の事態に、思わず叫びを上げる。

　新たな王国の門かど出では、これまた大変そうだった。



















　某ぼう月某日。

　株式会社アスガルド、ラタトスク文庫編集部は大わらわであった。

「司令……じゃなくて編集長！　星ほし宮みや先生の原げん稿こう、進しん捗ちよく状じよう況きよう九〇パーセント！　あと五ページで上がります！」

「ページ数はいいわ！　時間で言いなさい、時間で！」

「みよしの先生、画材が倒たおれてウサギのパペットが汚よごれてしまったため、作業が中断しています！」

「くっ、至急染しみ抜ぬき要員を派は遣けんしてちょうだい！」

「編集長！　なつこ先生、連れん絡らくつきません！」

「なんですって!?　く……急病の可能性があるわ。椎しい崎ざき、至急安否確かく認にんを！」

「あっ、本ほん条じよう先生も連絡つきません！」

「また逃にげたわね本条ぉぉぉッ！」

　などと、編集部のあちこちから声が飛び、まるで戦場のような様相を呈ていしている。

　しかしそれも無理からぬことではあった。

　ラタトスク文庫は数あるライトノベルレーベルの中でも長い歴史を誇ほこる老舗しにせであり、小説雑誌を定期刊行する数少ないレーベルでもある。

　だが今、その小説雑誌『フラクシナスマガジン』の校こう了りようが迫せまっているというのに、まだ数点の連れん載さい小説、及および挿さし絵えが上がっていなかったのである。

「……っ」

　ただでさえ締しめ切きり前は慌あわただしくなるものであるが、今回はいつもの比ではない。文庫本ならまだしも、雑誌が落ちてしまうなど前代未み聞もんの不ふ祥しよう事じだ。編集部全体に満ちるピリピリした空気を肌はだに感じながら、新人編集者・五いつ河か士し道どうはごくりと息を吞のんだ。

「──士道」

　と、そこで、士道に声がかけられる。

　編集部があるフロアは、楕だ円えんを半分にしたような、少々変わった形をしていた。中央に一つデスクがあり、それを囲うようにして編集部員たちの席が配置されているのである。まるで、ＳＦ作品に出てくる戦せん艦かんの艦かん橋きようのような格好だ。

　そして、今士道に声をかけたのは、その中央のデスクに着いた少女だった。

「悪いけど、『上』の様子を見てきてくれる？　一五時には上がるって言ってたわよね？」

　言って、黒いリボンで二つ結びにされた髪かみを揺ゆらしながら首を傾かしげる。

　明らかに士道より──というか、この編集部でもっとも年若く見える少女であるが、彼女を子供と侮あなどる者は、ここには一人もいなかった。

　とはいえそれも当然。何しろ彼女こそは、ラタトスク文庫編集長・五河琴こと里りその人だったのである。

「！　は、はい、確認してきます」

　士道が慌ててそう答えると、琴里はこくりと頷うなずいたのち、編集部全体に響ひびき渡わたらせるように声を上げた。

「──校正をかけている暇ひまはないわ。修正は文庫収録の際に行うものとする！　各自担当作家の原稿が上がり次し第だい、データを送ってちょうだい！　『フラマガ』は今号で三〇周年……決して落とすわけにはいかないわ！　なんとしてでも乗り切るわよ！」

『了りよう解かい！』

　機関員……もとい、編集部員たちが琴里の声に応こたえるようにビシッと敬礼をする。

　士道もまたそれに倣ならうと、早足で編集部を抜け、廊ろう下かへと出ていった。

　そしてそのままエレベーターに乗り込み、一つ上のフロアにある会議室へと向かう。

　とはいえ、別に会議があるわけではない。その会議室は予備校の自習室のようにパーティションで区切られており、数名の作家たちが、ノートパソコンとにらめっこをしていたのである。

　通常、作家は、自宅や仕事場、もしくは喫きつ茶さ店てんなどで原稿を書くのが一いつ般ぱん的だ。

　しかし締切が近いときや、原稿がどうしても進まないときなどは、出版社に出向いて執しつ筆ぴつ作業をする作家がいるのである。

　原稿用紙にペンで小説を書いていた時代ならまだしも、データ入稿が普ふ及きゆうした現代においては、どこで執筆をしようと時間的な差はないはずなのだが……そこはそれ、家ではだれてしまったり、編集に見張られているという緊きん張ちよう感かんがないと書けない作家もいるのである。

「ええと、確か夜や刀と神がみ先生が……って」

　と、キョロキョロと辺りを見回し、自習室に来ているはずの担当作家を探していた士道は、言葉の途と中ちゆうで小さく息を詰つまらせた。

　だがそれも当然だ。何しろ端はしのブースで、夜色の髪の少女が机に突つっ伏ぷしていたのだから。

「や、夜刀神先生、大だい丈じよう夫ぶですか！」

「……む、むぅ……おお、シドー……」

　士道が慌てて駆かけ寄り、肩かたを揺らすと、少女は弱々しく顔を上げた。

　ライトノベル作家・夜刀神清せい十じゆう郎ろう（本名：夜刀神十とお香か）。

　ファンタジーを得意とし、今は異世界の食事事情を綴つづったグルメラノベ『モンスターごはん』を刊行中の作家である。

「どうしたんですか！　ま、まさか病気じゃあ──」

　と、士道はそこで言葉を止めた。

　否いな、正確に言うなら、突とつ如じよ響いた、ぐーきゅるる……という大きな音に言葉をかき消された。

「……ええと、先生？」

「すまん……あと少しで書き上がるのだが、お腹なかが空すいて力が出ないのだ……」

　言うと同時、再度十香のお腹が悲鳴を上げる。士道は頰ほおに汗あせを垂らしながらも、安あん堵どの息を吐はいた。

「もう、びっくりさせないでくださいよ。近くのコンビニで何か買ってきますから、ちょっと待っててください」

「うむ……世話をかけてすまん。きなこパンがあったらよろしく頼たのむ……あと牛乳……といったらあんパン……と甘いものが続くとしょっぱいものが欲ほしくなるので、レジ横の肉まんを……それとシュークリームとからあげとプリンと……」

「エンドレス!?」

　完全に甘いものとしょっぱいもののローテーションが組まれていた。

　放ほうっておいてはどれだけ頼まれるかわかったものではない。士道は適当なところで部屋を出、近くのコンビニエンスストアで食べ物を買って自習室へと戻もどってきた。

「お待たせしました、これで──」

　と、士道はビクッと肩を震ふるわせた。

　先ほどは机に突っ伏していた十香が、まるで溶とけ落ちたかのように椅い子すにだらりともたれかかっていたのである。

「うそぉ!?」

　士道は慌ててきなこパンを袋ふくろから取り出すと、十香へと投げた。キラキラと黄色の粉を撒まき散らしながら、きなこパンが空を舞まう。

「────！」

　すると、しおしおに干ひ涸からびていた十香がバネ仕じ掛かけのように身体からだを起こし、きなこパンにかぶりついた。

　次の瞬しゆん間かん、十香の目がカッと光り輝かがやいたかと思うと、そのまま怒ど濤とうの勢いでキーボードを叩たたき始める。

「う──おおおおおおおおおおおおおおッ！」

　なぜか使っているのは人差し指のみで、しかもカナ入力だったが、猛もう烈れつなスピードである。

　およそ一〇分後、十香は［おしまい］の四文字を打ち終えると、ふうと息を吐いた。

「よし……完成だ！　送っておくから、あとはよろしく頼むぞ！」

「おお……！　お疲つかれ様です！」

　士道はそう言うと、深々と頭を下げてから、残りの食べ物が入ったビニール袋を手渡した。まあ、ここでの飲食はあまり褒ほめられたことではないのだが……今日ばかりは特別である。

　士道はビニール袋を覗のぞき込みながらキラキラと目を輝かせる十香にもう一度礼をすると、原稿を確認するため編集部のあるフロアへと戻ろうとした。

　が、そこで、自習室の奥の方から何やら言い合いをするような声が聞こえてきて、足を止める。

「仕方ないじゃん！　この方がいいでしょ！」

「反論。だからといって許されるわけではありません」

「なんだ……？」

　不ふ審しんそうに眉まゆ根ねを寄せて、パーティションの奥を覗き込む。

　すると、瓜うり二ふたつの顔をした少女が睨にらみ合っているのが見て取れた。

「響ひびき先生、ゆづりん先生！」

　それを見て、士道は思わず声を上げた。そう。そこにいたのは、異能バトルラノベを得意とする作家・響幻げん夜や（本名：八や舞まい耶か俱ぐ矢や）と、彼女の作品の挿絵を担当しているイラストレーター・ゆづりん（本名：八舞夕ゆ弦づる）だったのである。

「どうしたんですか、一体」

　士道が問うと、夕弦がプイと耶俱矢から顔を背そむけ、答えてきた。

「憤ふん然ぜん。どうもこうもありません。耶俱矢が原稿を書き上げたのですが、後半部分がプロットと違ちがっているのです」

「え……ええっ!?」

　夕弦の言葉に、士道は目を丸くした。

「あの、響先生、ちょっと見せてもらっていいですか？」

「……ん」

　耶俱矢が憮ぶ然ぜんとした調子で、ノートパソコンを差し出してくる。士道は画面をスクロールさせると、素す早ばやく原稿をチェックした。

　……確かに、事前にもらっていたプロットとは違っている。だが、耶俱矢の言うとおり、面おも白しろくなっているのも事実だった。

　プロットというのは話の筋書き、いわば設計図のようなものであるが、実は書いているうちに話が変化していく作家というのは少なくない。結果として面白くなっている以上問題はないのだが……今回ばかりは事情が違った。

「注意。これでは挿絵と齟そ齬ごが出てしまいます」

　夕弦が腕うで組ぐみしながらそう言ってくる。

　そう。普ふ段だんなら挿絵は原げん稿こうが完成してから、それに合わせて描かいてもらうものなのだが……今回は原稿の進みが遅おそかったため、先にプロットを渡して、本文と並行して挿絵を描いてもらっていたのである。

　既すでに夕弦のイラストは完成している。今さら描き直す時間などありはしなかった。

「響先生……確かに面白くなってます。でも、これでは挿絵と話が繫つながりません」

　士道が言うと、耶俱矢が拗すねるようにぷくーっと頰を膨ふくらせた。

「だからって、わざわざつまんなくしろっていうの？　絶対こっちの方が面白いってわかってるのに!?」

「いや、そう言われましても……」

「……そりゃ、ギリギリで話変えたのは悪かったと思ってるけど、そこまで思いつかなかったんだから仕方ないし……」

　耶俱矢が、目にじわりと涙なみだを浮うかべながら顔を俯うつむかせる。

　挿さし絵えとの齟齬を出すわけにはいかないが、せっかく面白い話を書いた作家に、原稿をダウングレードしろというのも酷こくである。士道はううむと困り顔を作った。

　それを見てか、夕弦はやれやれと肩をすくめると、持参していた鞄かばんからタブレットを取り出し、その画面を士道と耶俱矢に示してみせた。

「披ひ露ろう。まったく、仕方ありませんね。ではこれでどうでしょうか」

「こ、これは──」

「え……？」

　士道と耶俱矢は同時に目を見開いた。

　それはそうだ。何しろそこに表示されていたのは、耶俱矢が書き換かえた話に合がつ致ちした、新たなモノクロ挿絵だったのだから。

「へっ……な、何これ。どういうこと？」

　耶俱矢が呆ぼう然ぜんとしていると、夕弦が得意げにフフンと鼻を鳴らした。

「自負。耶俱矢があのプロットで満足しないことなど、予想が付いていました。一体何年コンビを組んでいると思っているのですか」

「え……ええっ!?　噓うそだぁ！」

　耶俱矢が驚きよう愕がくを露あらわにする。が、すぐに何かに気づいたようにピクリと眉を動かした。

「……ていうかそれならもっとスッと出してくれてもよかったじゃん！」

「忠言。それとこれとは話が別です。プロット通りに書けない作家が締しめ切きりギリギリまで原稿を引っ張るなど以もつての外ほかです。夕弦以外がイラストレーターだったならどうするつもりだったのですか。今後こういうことがないよう反省してください」

「う、うぐぐぅ……」

　耶俱矢は悔くやしそうにうなっていたが、やがてしゅんとした様子で「……ごめん、助かった、ありがと」と呟つぶやいた。

　夕弦はふっと口元を緩ゆるめ、耶俱矢の頭をぽんぽんと叩くと、士道の方に視線を寄よ越こしてくる。

「確認。では、このイラストを送っておきますので、あとはよろしくお願いします。──無論、没ぼつになった分の料金もいただきますが」

「はは……もちろん。せっかくのイラストなんで、今度画集を出すときにでも収録しましょう」

　士道は額に滲にじんだ汗を拭ぬぐいながら言うと、「では、お疲れ様です」と礼をして自習室を出ていった。

　しかし、話が変わることを予想してイラストを二枚描いておくとは……ゆづりん恐おそるべし、だ。

　確かに耶俱矢はよくプロットを無視する作家ではあったし、新たなイラストも、主人公とヒロインが話しているシーンという、様々な場面に対応できるよう間口を広く取ったものではあった。しかしそれを加味したとしてもエスパーじみた読みである。まるで双ふた子ごの姉し妹まいのようだった。……というか苗みよう字じも一いつ緒しよで顔がそっくりなのに、なぜ双子ではないのだろうか。別世界の設定では双子なのではないだろうか？

　などと自分でもよくわからないことを考えながら歩いているうちに、編集部に辿たどり着く。

　すると士道の帰き還かんに気づいたらしい琴里が、ちらと視線を送ってくる。

「どうだった？」

「ええ、ＯＫです。ちょっとゴタつきましたが、『モンスターごはん』と『始原創世の颶シユ風トウ騎ルムリ士ツター』、上がりました！」

「よし……！」

　琴里がグッとガッツポーズをする。

「残りもよろしく頼むわよ、士道」

「はい！」

　士道は力強く頷うなずくと、自分の机に戻ってパソコンに向かった。

　メールボックスを開き、十香と耶俱矢、そして夕弦から送られてきた原稿を確認する。

「お？」

　と、そこで士道はぴくりと眉を動かした。新たなメールを受信したのである。

　差出人の名は『五河折おり紙がみ』。作家と編集の関係を描えがいたお仕事ラブコメ『らいてぃんぐ！』を連れん載さいする、士道の担当作家の一人であった。

　……ちなみに、本名は鳶とび一いち折紙。ペンネームを決める際、士道や琴里と同じ苗字は紛まぎらわしいと言ったのだが、なぜか頑かたくなにこの名前を推おしてきたのである。

　メールには、原稿ファイルが添てん付ぷされていた。どうやら彼女も間に合ったらしい。

「お、折紙先生も完成したか。よかったよかった」

　ほうと安あん堵どの息を吐はきながらファイルを展開し、内容をチェックしていく。

「…………ん？」

　が。士道は途と中ちゆうでマウスのホイールを繰くる指を止めた。

　理由は単純。話の後半から、主人公の志し堂どうとヒロインの織おり神がみ（どちらも聞き覚えのある名前だったが、折紙は偶ぐう然ぜんと言い張っていた）が、なぜか突とつ然ぜん、濃のう厚こうな濡ぬれ場を繰り広げていたのである。

「な、なんじゃこりゃ……！」

　確かに『らいてぃんぐ！』はラブコメ。読者をドキドキさせるシーンは必要であるし、ちょっとエッチな挿絵が取られることもある。

　けれど、今回の原稿に書かれていたのはそういうレベルではなかった。二人の絡からみを粘ねばっこく濃のう密みつに描びよう写しやし、過か剰じようなまでに欲よく情じようを煽あおる文章になっている。もはやライトノベルではなく官能小説の部類だった。

　如何いかに時間がないとはいえ、これをこのまま載のせることはできない。士道は慌あわてて折紙に電話をかけた。

　するとワンコールもせぬうちに、通話が繫がる。あまりに素早すぎて、士道は少しビクッとしてしまった。

『もしもし。五河です』

「も、もしもし。……五河ですが」

　毎度のことではあるが、自分の苗字を名乗られることに違い和わ感かんを覚えつつ、コホンと咳せき払ばらいをして士道は続けた。

「折紙先生、ひとまず原稿お疲れ様です。……で、チェックさせていただいたのですが、ちょっと後半が刺し激げき的過ぎると言いますか、もう少しマイルドな表現にしてもらえませんか……？」

『具体的にはどの部分？』

「ええと……二五ページ三行目から……」

『私は文系なので数字はよくわからない。当とう該がい箇か所しよを読み上げて』

「いや文系とかいう問題!?」

『読み上げて』

　淡たん々たんと、しかし有う無むを言わさぬ調子で折紙が続けてくる。仕方なく士道は画面に表示された文面を読み上げ始めた。

「……織神の艶あで姿すがたを目にした志堂の胸の裡うちに、抗あらがい難がたい情じよう欲よくが滾たぎった。雄おすとしての本能が、この雌めすに肉の悦よろこびを与あたえよと咆ほう哮こうする。気づいたときには、志堂は織神の衣服を破り去っていた。荒あら々あらしい愛あい撫ぶに、初めは抵てい抗こうしていた織神も次し第だいに……」

『…………』

　折紙は黙だまってそれを聞いていたが、なぜか微かすかに呼吸が荒あらくなっている気がした。

　士道は頰ほおに汗あせを垂らしながらもあとを続けた。

「……志堂は織神の秘所に自らの猛たけり狂くるった獣じゆう欲よくをぶつけ続けた。『ああ……すごい、すごいよ、織神の──』……」

『どうしたの、続けて』

「あ、いや、あの」

『続けて』

　フンフンと鼻息を荒くしながら、折紙が言ってくる。

　と、士道が困り果てていると、その手から受話器がパッと奪うばい去られた。

「えっ？」

　見やると、そこにはいつの間にか琴里が立っていた。士道から奪った受話器を耳に当てながら、「ここは任せて」というように視線を送ってくる。

「──どうも、折紙先生。編集長の五河です。……ええ、ええ。うちの五河が失礼しました。まだ未熟なもので。今回のようなことがないよう、一いつ旦たん勉強期間を取るために、担当を変へん更こうという形にしても……はい？　ああ、そうですか。了りよう解かいしました。では、お待ちしています」

　と、そう言って琴里が受話器を置く。そして肩かたをすくめながら士道に向き直ってきた。

「すぐ修正原稿を送ってくれるそうよ」

「え……ええっ!?」

　琴里の言葉に、士道は目を丸くした。

　それはそうだ。あの頑なな折紙を、わずか十数秒で説き伏ふせてしまうとは。

　だが先ほどの会話の中には、気になる言葉が含ふくまれていた。躊躇ためらいがちに問う。

「あ、あの……俺、折紙先生の担当外されるんですかね？」

「まさか。そんなことしたら、折紙先生一行も書かなくなるわよ」

「はっ？　え、じゃあ今のは……」

　士道が言うと、琴里ははふー、と鼻から息を吐いた。

「まぁ、いろいろあるのよ。……あ、折紙先生と打ち合わせするときは密室じゃなくてオープンスペース使うようにしなさい」

「え？　は、はあ……」

　と、士道が首を傾かしげていると、メールボックスに新たなメールが届いた。──折紙だ。どうやら原げん稿こうの修正が終わったらしい。先ほどの電話から一分と経たっていない。まるで既すでに修正後の原稿を用意していたかのような速さだった。

「お、折紙先生の原稿、届きました」

「……ああ、やっぱりね。まあ、間に合ったのならよしとしましょう。──今は時間が惜おしいわ。あと残っているのは何人？」

「あ、はい。ええと……宵よい待まち先生と白しら井い先生の二人です。宵待先生は一八時までには上がるってメールがあったので、とりあえず白井先生に電話をして進しん捗ちよく状じよう況きようを聞こうかと──」

「……っ！」

　と、士道が言うと、なぜか琴里がぴくりと肩を震ふるわせた。

「な、なるほど？　じゃあ一分くらいしたら電話をかけてみなさい」

「へ？　なんでまた。今は一分一秒が惜しいんじゃ……」

「いいから！　あ、あと私ちょっと席外すからよろしくね！」

　琴里は一方的に捲まくし立てると、早足になって編集部を出て行ってしまった。

　士道はポカンとその背を見送ったのち、一応言いつけ通り一分ほど待ってから電話をかけた。

『──おー！　もしもし、おにーちゃん？』

　数秒のコールののち、元気のよい声が受話器から響ひびいてくる。

　白井ひよこ。兄きよう妹だいものをこよなく愛する作家である。書くジャンルは幅はば広ひろいが、妹のいる兄か、兄のいる妹しか主人公に据すえないという徹てつ底ていぶりだ。無論、現在の連載作『義妹いもうとじゃないと結けつ婚こんできないじゃないですか！』も、タイトルに違たがうことなく兄妹ラブコメである。

　ちなみに「おにーちゃん」とは、ひよこが士道を呼ぶときの呼こ称しようである。最初は驚おどろいたが、幾いく度ども呼ばれるうちに、何だか妙みようにしっくりくるような感じがしてしまうのだった。……実は前世で兄妹だったのではないだろうか？

「もしもし。五河です。白井先生、原稿の方はどうでしょうか？」

　と、士道が言うと、ひよこが不満げに『ぶー』と言った。

『またそんなかしこまってー。敬語とかやめてって言ったでしょ？』

「いや、しかしですね」

『むー……』

「…………ひよこ、原稿はできたか？」

　士道がため息交じりに言うと、ひよこは電話口でもわかるくらい嬉うれしそうな調子で返してきた。

『んっとね、あともうちょっと！』

「そっか。何時くらいに上がりそうだ？」

『うーん……そうだなぁ、おにーちゃんがご褒ほう美びにチューしてくれるなら頑がん張ばれそうな気がする！』

「はは……」

　ひよこの言葉に、士道は苦く笑しようした。

　初めこそ驚いたが、その言葉は、締しめ切きりのたびに言うひよこの定型句というか、挨あい拶さつのようなものだったのである。実際幾度も約束を交かわしているものの、士道は未いまだに一度もひよこにご褒美のチューをしてあげたことはなかった。

　というかそれ以前に、ひよこはサイン会などのイベントはもちろん、出版社の謝恩会にさえ顔を出さない謎なぞの作家であるため、士道も直接会ったことがなかったのである。

「おう、わかったよ。だから頑張ってな」

『うん！　すぐ送るね！』

　士道が言うと、ひよこは元気よくそう言うと、電話を切った。それを確かく認にんしてから、士道もまた受話器を置く。

　するとそれからしばらくあと。先ほどいなくなった琴里が、編集部に戻もどってきた。

　と、士道の席の近くを通った際、琴里の着たジャケットのポケットから何かが落ちる。士道は身を屈かがめてそれを拾い上げた。

「編集長、何か落としましたよ。これは……」

　琴里が落としたのは、白い色をした可愛かわいらしいリボンだった。いつも黒いリボンで髪かみを括くくっている琴里にしては珍めずらしい色である。

「……！」

　瞬しゆん間かん、琴里はカッと目を見開くと、凄すさまじい勢いでリボンをひったくった。

「み、見た!?」

「は……え、えっと、何をですか？」

　士道が首を傾げると、琴里はハッと肩を揺ゆらしてリボンをポケットに押し込んだ。

「な、なんでもないわ」

「そうですか……あ、でもそのリボン可愛いですね。いつもと印象違ちがうけど、似合いそうです」

「見てるじゃないの!?」

　琴里が声を裏返らせる。慌ただしく仕事をしていた編集部員たちが、なんだなんだと視線を向けてきた。

「うぐ……」

　それに気づいてか、琴里が恥はずかしそうに頰を染め、肩をすぼませる。

　するとそれに合わせるように、長身の男が歩み寄ってきた。ラタトスク文庫の副編集長・神かん無な月づき恭きよう平へいだ。

「編集長。お取り込み中申し訳ありませんが」

「べ、別に取り込んでないわよ！……で、何？」

　琴里が赤くなった頰を誤ご魔ま化かすように顔を背そむけて問うと、神無月が肩をすくめながら続けた。

「何度か本条先生に連れん絡らくを試みてみたのですが、メールも返事なし、携けい帯たい電話は電源を切られているようです」

　神無月が言うと、琴里の眉まゆが苛いら立だたしげにぴくりと動いた。

「ああもう──」

　するとその微かな表情の変化を察知したように、神無月がくるりと身体からだの向きを変え、同時に尻しりをぐいと突つき出す。

　次の瞬間。

「──こんなときにどういうつもりよ本条ッ！」

　怒ど声せいとともに繰くり出された琴里の平手打ちが、神無月の臀でん部ぶにスパーン！　と炸さく裂れつした。

「あふん！　ありがとうございます！」

「……!?　何してるんですか編集長!?」

　士道が狼狽うろたえながら言うと、今し方尻を叩たたかれた神無月は、ハァハァと息を荒くしながらそれを止めてきた。

「ああ、士道くんはまだ知りませんでしたか。大だい丈じよう夫ぶですよ。私の給きゆう与よ体系は『基本給＋月五回の特別手当』となっているので」

「……特別手当？」

「はい。編集長が特別に手を当ててくれるのです」

「…………」

　手当の意味が違うと思った士道だったが、なんだか神無月が満足そうな顔をしているので指し摘てきできなかった。

　と、手当を見み舞まった琴里は、さして気にした様子もなくはあと息を吐はいた。

「相変わらずね、あの人は。腕うではいいけど締切のたびにこれじゃあ困っちゃうわ」

　イラストレーター兼けん漫まん画が家かの本条蒼そう二じ（本名：本条二に亜あ）は、何年も前からラタトスク文庫を支えてきた大おお御ご所しよの一人であり、その美び麗れいなイラストには数多くのファンがいるのだが……如何いかんせん真面目まじめな性格とは言い難がたく、こうして締切前に姿を眩くらませることがままあったのである。

「仕方ないわね……この手は使いたくなかったけど……」

　琴里は忌いま々いましげに親指の爪つめを嚙かむと、自分のデスクへと歩いていき、小型の端たん末まつのようなものを手にとって士道のもとへと戻ってきた。

「士道。悪いんだけど、この端末の反応が示しているところに行って、本条先生を捕つかまえてきてちょうだい」

「はぁ……って、え？」

　あまりに自然な琴里の言葉に、思わず頷うなずきそうになる士道だったが……途と中ちゆうでその違い和わ感かんに気づいた。

　小型のパソコンのような形をした端末の液えき晶しよう画面には、詳しよう細さいな地図が表示されており、そこに赤い点がぺかぺかと輝かがやいている。探たん偵ていものやスパイものの作品でよく見る装置である。士道は思わず「ひっ」と息を詰つまらせた。

「へ、編集長。これってまさかＧＰＳ──」

　と、言いかけたところで、士道は口元をガッと手で押さえられた。

　琴里が、不自然なくらいにこやかな笑えみを浮うかべてくる。

「やぁねぇ。人聞きの悪いこと言わないでちょうだい。仮にも上場企き業ぎようの社員が、そんな犯罪に手を染めるわけないじゃない。編集者が守らなくていい法律は労働基準法だけよ？」

「いや……できればそれも守って欲しいんですけど……」

　士道が頰ほおに汗あせを垂らしながら言うと、琴里は笑顔のまま端末を士道に押しつけてきた。

「いい？　これはＧＰＳなんかじゃないわ。突とつ如じよ連絡が取れなくなった作家さんの身を案じる編集の清き心が奇き跡せきを起こしたの。世界はかくも美しい。オーケー？」

「お……オーケー……」

　士道は気け圧おされるように首しゆ肯こうしたが、すぐに「あ」と思い直した。

「あ、でも俺、ひよこ……じゃない、白井先生の原げん稿こう待たないと……」

「ああ、それならすぐ上がるから心配しないで」

「へ？　なんでそんなことわかるんですか？」

　士道が不思議そうに問うと、編集長はハッと目を見開いた。

「へ、編集長の勘かんよ！　とにかく早く行って本条捕まえてきなさい！」

　琴里に尻を叩かれ（予期せぬ特別手当に、神無月が羨うらやましそうな目で見つめてきた）、士道は転がるように編集部から出ていった。




　　　　◇




「ええと……この辺で停とめてください」

　それからおよそ二〇分後。会社の前でタクシーを拾った士道は、端末に示された反応を頼たよりに、繁はん華か街がいにやってきていた。

　運転手に運賃を支し払はらい、タクシーを降りて、端末の画面と辺りに立ち並ぶ店を見回す。

　そしてしばらく周囲を探し回ったあと、士道は反応と合がつ致ちする店を見つけ出した。

「ここは……」

　その看板を見て、ピクピクと頰を動かす。

『クラブ　あいまいみー』。

　そこは、女性が客席に着き接客を行う飲食店──要は、いわゆるキャバクラだったのである。

「…………」

　恥ずかしながら士道はこういった店に入ったことがない。とはいえ、反応がある以上入らないわけにはいかなかった。意を決して階段を下り、重い扉とびらを開く。

「いらっしゃいませー！」

　店に入ると、元気のよいボーイの声が響ひびいてきた。

「一名様ですか？　ご指名は？」

「あ、いえ……連れが先に入っているので……」

　士道は慣れない調子でそう言うと、薄うす暗ぐらい店の中を見回した。

　すると奥の席から──

「きゃー、イラストレーターさんなの？　すごーい」

「えぇー、似顔絵描かいてほしいなー」

「あー、ずるーい、私もー」

「えっへっへ……いいよいいよー。でもあれよ、上手うまく描くためには、対象への理解が肝かん要ようだかんね。目で見るだけじゃなく、手で触ふれてみることが大事なわけよ。具体的にはこの辺とか……」

「きゃー！　先生のえっちー！」

　……などと。

　甲かん高だかい女の子の声に混じって、聞き覚えのある声がしてくる。

　見やるとそこには、煌きらびやかなドレスを着た少女たちに囲まれ、ご満まん悦えつ顔の二亜がいた。

「……何やってるんですか本条先生」

「──おふぉあッ!?」

　士道が頰をピクつかせながらそちらに歩いていくと、二亜は漫画のようなリアクションで仰のけ反ぞった。

「少年!?　なんでここに!?」

「ええと……連絡が付かない先生の身を案じていたら、女め神がみ様から啓けい示じがありまして」

　視線を逸そらしながら士道が棒読みをするように言うと、二亜は「マジかー。神の加護ついてたかー……」と、本気なのか冗じよう談だんなのかわからない調子で言って頭をかいた。

「と、とにかく、校こう了りようが迫せまってるんですから、一刻も早くイラストを上げてください！　早くしないと間に合わなく──って、ん？」

　と。そこで士道は気づいた。そこにいたのが、二亜だけではないことに。

「ほらー、七な罪つみさんもお酒いただきましょうよぉ。このシャンパンなんて飲みやすくて、女の子を酔よわせるには最適……じゃなくて、すっごく美味おいしいですよー？」

「……いや、いらない。絶対いらない……」

　二亜の座ったソファの端はしに、楽しげに話をする少女と、それに絡からまれている少女の姿があったのである。

　人気百合ゆりラブコメ『ひょんなことからお姉さまと入れ替かわってしまったのでとりあえずパンツを食べてみることにした』を連れん載さい中の作家・宵待百合（本名：誘いざ宵よい美み九く）と、二亜と同じく連絡が取れなくなっていたイラストレーター・なつこ（本名：七罪）である。

「宵待先生、なつこ先生！　お二人までなんでこんなところに！」

　叫さけぶと、二人はそこでようやく士道の存在に気づいたように顔を上げた。

「あっ！　だーりん！　来てたんですねぇ。うふふ、だーりんも好きですねぇ」

「……ちょ、誤解しないでよね。私は……絵を送ろうとしたところで二人が家にやってきて、半ば拉ら致ちられたようなもんで……」

　美九がうふふと笑い、七罪が必死に弁明してくる。

　……まあ、七罪の弁は事実だろう。『なつこ』といえば、腕がいいのはもちろん、細かいオーダーにも対応してくれ、なおかつ締しめ切きりを完かん璧ぺきに守ると業界でも評判のイラストレーターだ。今回締切ギリギリになってしまったのも、しばらくの間風邪かぜで寝ね込こんでしまっていたからである。本条とは違ちがうのだ、本条とは。

「……ええ、大丈夫、わかってますよ。挿さし絵えは完成してるんですね？」

「ん……できてる。家に帰ればすぐ送れるわよ。こいつらを何とかしてくれれば……」

　言って七罪が、キャバ嬢じように縋すがり付く二亜と、自分に絡みつく美九を横目で見る。士道は大きなため息を吐ついた。

「本条先生、イラストはどれくらいできてるんですか？」

「えー……？　にゃ、にゃはぁ……」

　二亜が曖あい昧まいな笑みを浮かべる。士道は頭を抱かかえながらも、美九の方に視線を移した。

「……宵待先生はどうなんですか？　進しん捗ちよく状じよう況きようは？」

「うぅん……何と言いますかぁ、ほら、原稿を書くときって基本一人じゃないですかぁ。途中で女の子分が足りなくなってきてですねー？　で、補ほ充じゆうのためにここにきてましてぇ」

　などと、言い訳がましく美九が言ってくる。士道はもう一度大きなため息を吐いた。

「とにかく、今すぐ執しつ筆ぴつに戻もどってください。自宅で進まないようでしたら会社で書いてもいいですから」

「そう言われましても、書けないときは書けないですしぃ……ああ、せめて担当さんが可愛かわいい女の子だったらやる気が出るんですけどねぇ……」

　言って美九が、残念そうに息を吐く。士道は額に汗を滲にじませて困り顔を作った。

「無茶言わないでくださいよ。そんな理由で担当替がえなんて、編集長も認めてくれませんからね」

「えぇ？　いやいや、誰だれも担当を替えてほしいなんて言ってないじゃないですかぁ。だーりんはよくやってくれてますし、むしろ替えてほしくないですぅ」

「へ？　だって今……」

　士道が首を捻ひねると、美九は乙おと女めのような仕草で両手の上にあごを乗せ、続けた。

「あーあ、担当さんが可愛い女の子だったらなぁ」

「…………」

　美九は先ほどの言葉を復唱しただけだったのだが、なぜだろうか、士道は胃に冷たいものが広がるような感覚を覚えた。

　異様な迫はく力りよくに気圧されるように、一歩後ずさる。するとドン、と何かが背中にぶつかった。

「な……っ」

　息を詰まらせ、後方を見やる。するとそこには、先ほどまで二亜の両サイドに座っていたキャバ嬢たちが、煌びやかなナイトドレスやウィッグ、様々なメイク道具を構えて立っていた。

「はーい、一名様ごあんなーい」

「ご指名ありがとうございまーす」

「心配しないでね、もう料金はいただいてるんでー」

　言って、三人がものっすごく楽しげに微笑ほほえむ。

　そこでようやく士道は気づいた。二亜を捜さがしにきたつもりだった士道は、いつの間にか美九の罠わなに落ちていたのだと。

「謀はかったな、美九……!?」

　士道はにこやかに手を振ふる美九に見送られながら、バックヤードに引きずられていった。







　……そして、それから三〇分後。

　ドレスとウィッグ、そしてバッチリメイクで女装させられた士道は、頰ほおを赤くしながら元の席に戻ってきた。

「きゃー！　予想的中！　なんだかだーりんは女装が似合う気がしてたんですよねぇ！　なんででしょう！　超ちよう能力ですかねー！」

「うぇぁはははははははは！　し、少年かんわいぃぃぃ！　これはナンバー１取っちゃいますわー！」

「……………………うわぁ」

「なつこ先生お願い引かないで……！」

　色めき立つ美九や、大笑いする二亜より、七罪のリアクションが一番心にきた。思わず涙なみだ目めで悲鳴じみた声を上げる。

　しかし美九と二亜は特に気にも留めない様子で士道の手を引くと、間に士道を座らせ、きゃいきゃいとはしゃぎ始めた。

「ねぇねぇだーりん、何吞のみますぅ？　なんでも奢おごっちゃいますよぉ！　あっ、ポッキーゲームとかやっちゃいますぅ!?」

「やー、化けたねぇ少年……っていうのもおかしいか。源げん氏じ名な何にする？　士道だから士し織おりちゃん？」

「きゃー！　まるで前世から決まっていたかのようにベストマッチですー！」

　などと、美九と二亜が、それはもう楽しそうに士道をつんつんとつつく。

　しかし、いつまでもか弱い乙女ではいられない。士道はキッと視線を鋭するどくすると、二人を交こう互ごに睨にらみ付けた。

「宵待先生！　約束ですよ!?　ここまでしたんですから、ちゃんと書いてくださいね!?　本条先生も！」

　すると美九と二亜はキョトンと目を丸くし、顔を見合わせたかと思うと、二人同時に鞄かばんからタブレットを取り出し、何やら操作をし始めた。

「はい、送信完かん了りようですー」

「あたしもオッケー。あとで確かく認にんしといてねー」

『……はッ!?』

　美九と二亜の言葉に、士道と七罪の声が重なった。

「ど、どういうことですか。二人とも完成してたんですか……!?」

「え？　いえいえ、最後の四文字がどうしても思い浮うかばなくて……士織さんのお陰かげでようやく完成しましたぁ」

「最後の四文字って［おしまい］じゃないですか！」

「あたしもね、この送信ボタンを押す力がどうしても出なくて……」

「…………」

　二人の弁を聞いて、士道はピクピクと頰を痙けい攣れんさせた。見やると、向かいで七罪も似たような顔をしている。

　……とはいえ、原げん稿こうが上がったというのだけは喜ばしいことである。士道は喉のどの奥から湧わき上がってくる不満を抑おさえ込んで席を立った。

「……お疲つかれ様です。じゃあ行きましょうか、なつこ先生」

「……ええ」

　七罪もまた、士道と同じく疲れた顔をしながらその場に立ち上がる。

　が、その瞬しゆん間かん、士道と七罪の手が美九と二亜に引かれた。

「えー、いーじゃーん！　せっかく仕事終わったんだから打ち上げしようよ打ち上げー」

「そうですよぉ！　ささ、七罪さんも一いつ緒しよに！」

「な……ちょ、仕事が終わったのはそちらだけで、俺はまだやることが……！」

「ていうか私だけまだ入稿してな──ぎゃぁぁぁぁぁぁっ!?」

　二人の声は、キャバクラのＢＧＭと分厚い壁かべに遮さえぎられ、外に漏もれることはなかった。




　　　　◇




「──よし、これにて校了！　みんな、お疲れ様！」

　そして、二三時。

　編集部に、琴里の声が響ひびき渡わたった。

『お疲れ様です……！』

　それに答えるように、編集部員たちの声と、まばらな拍はく手しゆが響く。

「間に……合ったぁ……」

　士道はそれを聞きながら、緊きん張ちようの糸が切れたようにへろへろと机に突つっ伏ぷした。

　結局あのあと、しばらくの間美九と二亜に付き合わされたのち、着き替がえを済ませてから七罪を家に帰し、編集部に戻って、届いていた各原稿のチェック、段組、入稿をどうにか終えていたのである。

　何とかそれらの作業が間に合うギリギリの時間に解放されたあたり、最初から最後まで、美九と二亜の手の平の上で踊おどらされた気がしてならない士道であった。

　……まあ、本来であれば作家から原稿を受け取った日に校了などということはまずありえないのだが、そこはそれ、株式会社アスガルド驚きよう異いのメカニズムでなんとかしているらしかった。……魔ま法ほうの装置でもあるのだろうか？

　ともあれ、『フラマガ』三〇周年記念号が落ちてしまうという最大の危機は乗り切ったのである。士道は大きく息を吐はいた。

「──さ、あとは私がやっておくから、みんなはもう帰っていいわよ。また明日からは仕事なんだから、山場を乗り切ったからって気を抜ぬかないようにね」

　琴里がパンパンと手を叩たたきながら言うと、編集部員たちから『了りよう解かい！』と応答の声が響き、次いで皆みなが帰り支じ度たくをする音が聞こえてきた。

「…………」

　が、士道はしばらくの間机に突っ伏したまま動かなかった。限界を超こえた疲ひ労ろうと、仕事が終わったのだという安あん堵ど感かんから、身体からだから力が抜けてしまっていたのである。

　そして──どれくらい経たった頃ころだろうか。

「あら」

　と、士道の背にそんな声がかけられた。──琴里だ。

「まだ帰ってなかったの、士道」

「ああ……編集長」

　士道はよろよろと身を起こした。

　既すでに他ほかの編集部員たちの姿はなく、部屋の明かりも一部落とされている。もしかしたら、少し眠ねむってしまっていたのかもしれなかった。

「ふふ、随ずい分ぶんお疲れみたいね。まあ、今日ばっかりは仕方ないけど」

　琴里は小さく微笑むと、「ちょっと待ってて」と言ったのち、廊ろう下かの自動販はん売ばい機きでコーヒーを二本、買ってきた。

「お疲れ様」

　そしてそう言って、そのうちの一本を手渡してくる。

「あ、どうも」

　士道はそれを受け取ると、コーヒーを一口啜すすってほうと息を吐いた。

　琴里もまた、似たような動作で息を吐く。

　二人はどちらからともなく視線を交かわすと、これまたどちらからともなく笑ってしまった。

「……にしても、今日は本当に危なかったわね。もうこんなスケジュールはこれっきりにしてもらわないと」

「ええ……原稿、チェックはしましたけど校正かけてませんから、正直誤字が怖こわいです」

　士道は苦く笑しようしながらコーヒーをもう一口啜った。

「でも、今回ばかりは作家さんたちも焦あせったでしょうし、さすがにもうこんなにギリギリになることはないんじゃ？」

「甘いわね。作家っていうのは、一度いけたならもう一度いけると思う生物なのよ。むしろヤバかった締しめ切きりの次のスケジュールこそ警けい戒かいしなさい」

「そ、そういうものですか……」

　士道が頰に汗あせを垂らすと、琴里はふふっと笑ったのち、「とはいえ」と続けた。

「原稿のクオリティが保ててたのはさすがよね。みんな今回も面おも白しろかったし。特に夜刀神先生のは上手うまかったわね。まさかドラゴンテールをあんな風に調理するとは……」

「ああ、確かに。……まあ、お腹なかが減ってないとごはんのアイディアが出なくて、お腹がいっぱいじゃないと本文が書けないってのは難なん儀ぎですけど」

「あはは、まあね。──で？　士道は今回、誰だれの原稿が一番面白かった？」

「え？　そうですね……」

　琴里に問われて、士道はううむと悩なやみ込んだ。

　皆、素す晴ばらしい原稿を上げてくれた。琴里の言うとおり十香の調理法には驚おどろかされたし、耶俱矢のバトルにも心を震ふるわされた。折紙や美九の原稿も、いつもながらぶっ飛んでいた。

　しかし、一番を問われたなら──

「白井ひよこ先生……ですかね」

「……ふぇっ!?」

　士道が言うと、なぜか琴里が珍ちん妙みような声を発した。

「ど、どうかしましたか、編集長」

「い、いえ、なんでもないわ。続けて？」

「はあ……毎度のことながら兄きよう妹だいのやりとりが面白いのはもちろんなんですけど、ほら、今回はコメディだけじゃなくて、お兄ちゃんの格好いいシーンと、ちょっとうるっとくるところがあったじゃないですか。あれがいいアクセントになって、全体を上手く纏まとめていたっていうか」

「ほ、ほうほう……それでそれで？」

　琴里がなぜか頰を赤くしながら先を促うながしてくる。

　士道は不思議に思いながらも続けた。

「もともと器用な作家さんではありましたけど、今回はその真骨頂を見たというか……特に中ちゆう盤ばん、お兄ちゃんが自分を悪者にして妹をかばうところ、あれはよかったですよね」

「……ふ、ふーん？」

　琴里が、何やらモジモジしながら目を泳がせる。まるで、言いたいことを我が慢まんしているかのような様子だった。

「編集長？」

「！　あ、ああ、うん。聞いてるわよ。……それより、そんなに面白かったなら、白井先生に電話して直接言ってあげなさいよ」

「え？　ああ、そうですね。でももう遅おそいですし、明日にでも……」

「大だい丈じよう夫ぶよ、作家は基本夜型なんだから！　早く伝えるに越こしたことはないでしょ？」

「そ、そうですか？　じゃあ……」

　と、士道が携けい帯たい電話を手に取ると、琴里が慌あわてた様子で首を振ふった。

「ちょっ！　待った！　一分くらいしてからかけなさい！　私ちょっと外すから！」

　琴里は有う無むを言わさぬ調子で捲まくし立てると、そのまま廊下へと歩いていってしまった。

「……？」

　士道は不思議に思いながら残ったコーヒーを啜ると、しばらく待ってから電話をかけた。

　すると、電話口から元気のよい声が聞こえてくる。

『もしもし！　おにーちゃん？　今月の短編面白かった!?』

「もしもし……って、よくわかったな。ああ、凄すごく面白かったよ」

『えへへ、そっかー。嬉うれしいなー。今回のは自信あったんだー』

　ひよこが、心底嬉しそうに言ってくる。士道はそれにつられるように笑え顔がおになりながら、飲み終わったコーヒーの缶かんを捨てるために、電話をしながら廊下へと歩いていった。

　するとそこで、ひよこが何かを思い出したように続けてくる。

『──あ、じゃあおにーちゃん、約束のご褒ほう美びちょうだい？』

「え？」

『え？　じゃないでしょ。チューだよ、チュー。電話の向こうでもさ、んちゅーって、できるでしょ？』

「はは……参ったな、こ、りゃ……？」

　と。

　士道は、そこで言葉を止めた。

　だがそれも当然である。何しろ、士道が空き缶を捨てに来た自動販売機隣となりのゴミ箱の奥に、白いリボンで髪かみを括くくり、携帯電話を握にぎった琴里がおり、

「ねぇー、ほら、チューってぇ」

　甘ったるい声で、電話口から聞こえてくるのと同じ言葉を発していたのだから。

「……へ、編集長？」

「え……？」
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　士道が震える声で言うと、琴里もようやく士道の存在に気づいたらしかった。

「…………」

「…………」

　しばしの沈ちん黙もくのあと。

　琴里は、声にならない声を上げた。

「──────ッ！　し、知ったな……っ！」

　そして涙なみだ目めになりながらリボンを黒に変え（焦っていたためか、片方だけだったが）、ポカポカと士道を叩いてくる。

「ちょ……痛い、痛いです、白井先生」

「白井先生って呼ぶなーっ！」

「ご、ごめん、ひよこ……」

「……っ！　そうじゃなくて編集長って呼べって意味！」

「！　す、すみません……！」

　琴里はしばしの間士道を殴なぐり続けると、やがてよろよろとその場にくずおれた。

「あ、ああ……もう、もうお終しまいよ。鬼おにの編集長があんな甘々小説書いて、こんな馬ば鹿かみたいなこと編集に言ってたなんて知られたら、もうやっていけないわ……」

　そして、さめざめと泣き始める。その姿からは、いつもの堂々たる威い容ようは微み塵じんも感じられなかった。

　そう。衝しよう撃げきの現場を見てなお信じがたいことであったが……どうやら編集長・五河琴里と、作家・白井ひよこは、同一人物であるらしかった。

「え、ええと……」

　あまりに突とつ然ぜんのことに、頭が混乱する。なぜ編集長が作家をしているのかとか、なぜその担当が自分だったのかとか、そういえば白井ひよこだけ本名も住所も知らされていなかったとか、様々な考えがない交ぜになって何がなんだかもうよくわからなくなる。

　けれど確かなのは、士道は五河琴里を編集長として、白井ひよこを作家としてそれぞれ尊敬しているということ、そして今その彼女が、士道に正体を知られて泣き崩くずれているということだった。

「…………」

　士道は意を決するように拳こぶしを握ると、ビシッと姿勢を正してそちらに向き直った。

「──初めまして。担当編集の五河士道です。白井先生……いや、ひよこ」

「……っ！」

　士道が言うと、琴里はビクッと肩かたを震わせたのち、恐おそる恐るといった様子で顔を上げてきた。

「し、士道……？」

「さっきも言った通り、俺はひよこの小説が、今回の中で一番面白いと思ったよ」

「……ば、馬鹿にしないの？」

「するわけないだろ。俺はひよこの、一番のファンなんだから」

「…………っ」

　琴里はハッと息を吞のむと、やがて大きく息を吐はき、ゆっくりとその場に立ち上がった。

「……ありがと」

「ああ、こっちこそ、素晴らしいお話をいつもありがとう」

「……うん」

　琴里は恥はずかしそうにうなずくと、ちらと士道の顔を見てきた。

「……それはそれとして、このこと、みんなには内ない緒しよよ」

「はは……了りよう解かいです」

　士道が笑いながら言うと、琴里はシャツの袖そでで涙を拭ぬぐい、ようやく笑顔に戻もどってみせた。

　が、すぐに何かを思い出したように、再度頰ほおを赤くする。

「……で、電話の内容も……秘密だからね？」

「電話の内容？」

「……おにーちゃんって呼んでることとか、やたらテンション高いこととか…………その、ご褒美のこととか」

「あ……」

　ご褒美、と言われて、士道もまた顔を赤くした。そして慌てるように、ブンブンと首を縦に振る。

「も、もちろん。秘密にします」

「……ん。明日になったら完全に忘れて。今までと同じように振る舞まってちょうだい」

「は、はい」

「…………」

　士道が答えると、琴里はしばしの間無言になったのち、ちらと自分の腕うで時計に視線を落とした。

　そして、何やら言いづらそうにもごもごと口元を動かしたあと、意を決したように顔を上げてくる。

「……それで、なんだけど」

「はい」

「ちゃんと明日になったら忘れてくれるのよね？」

「そりゃあ、もちろん」

「………………、『明日』まで、あと五分だけあるんだけど」

「え────」

　琴里の言葉に、士道は目を丸くした。

　だが、その表情と、微かすかに震ふるえる指先を見て、琴里の意図を察する。

「……っ」

　士道は心を落ち着けるように深呼吸をしてから、ゆっくりと手を上げ、琴里の肩を摑つかんだ。

「……、ひよこ……」

　士道がその名を呼ぶと、琴里が拗すねたように睨にらんできた。

「……じゃ、ないでしょ。それペンネームだし」

「え、ええと……編集長？」

「でもない！」

「…………こ、琴里」

「ん……」

　琴里はようやく満足げにうなずくと、ふっと目を閉じた。

　──夜の編集部で交かわしたキスは、少しほろ苦いコーヒーの味がした。



















「──わ」

　その街に入った瞬しゆん間かん、五いつ河か士し道どうは思わず声を漏もらした。

　仰ぎよう々ぎようしい門をくぐった先に広がっていたのは、それまでの街並みとは雰ふん囲い気きの異なる空間だったのである。

　通りの左右に所ところ狭せましと建ち並ぶ建物には、格こう子し状の大窓が設しつらえられており、その奥に、艶なまめかしく着き飾かざった女性たちが幾いく人にんも控ひかえている。通行人たちは皆みなどこか熱っぽい調子で、その女性たちを品定めするように視線を巡めぐらせていた。

　誰だれも彼もが春の陽気に浮うかれているかのような、一種異様な空間。

　とはいえそれもそのはず。何しろ士道が訪おとずれていたのは、色と欲よく望ぼうが渦うずを巻く天下の色町・天てん宮ぐう遊ゆう郭かくだったのである。

「うふふー、何緊きん張ちようしてるんですかー」

　と、士道が街の雰囲気に尻しり込ごみしていると、不意にその背が叩たたかれた。

　士道の同どう僚りよう・誘いざ宵よい美み九くである。士道と同じような藍あい色いろの小こ袖そでに黒の羽織を纏まとい、腰こしに、ほとんど抜ぬいたことのない打うち刀がたなと脇わき差ざしを差していた。

「べ、別に緊張なんて」

「またまたー、無理しなくてもいいんですよぉ。誰だって初めてはそんなものですしー」

　言って、美九がからかうように笑ってくる。士道は口をへの字に結んだ。

「あーん、怒おこらないでくださいよだーりーん。冗じよう談だんですってばぁ」

「怒ってないって。……それより前から思ってたんだが、その『だーりん』ってのは何なんだ？」

「え？　あー、伴天連バテレンの言葉で色男的な感じですよきっと」

「……そうなのか？」

　士道は訝いぶかしげな顔をしながら腕うで組ぐみしたが……まあ、それを気にし始めると、武士の格好をしている美九の設定に突つっ込まざるを得なくなってしまう気がしたので、とりあえず納なつ得とくしておくことにした。

「さ、それより行きましょう。遂ついにだーりんも大人になるときで──」

「……あんまり大声で言わないでくれるかなそういうこと……！」

　士道は顔を赤くしながら美九の口を塞ふさいだ。が、それでも何人かの通行人には聞かれていたようで、「ははは、頑がん張ばれよ兄ちゃんー」と、あまり嬉うれしくない声せい援えんを受けてしまった。

　そう。今日士道たちがここを訪れた理由は他ほかでもない。一七にもなろうというのに未いまだ女を知らない士道を、美九が半ば無理矢理引っ張ってきたのである。

　正直士道としてはあまり気が進まなかったのだが、武士は一五で元服。もう所帯を持っていてもおかしくない歳としなのだ。いつまでも子供のままではいられないのである。

「さぁて、じゃあどのお店にしましょうかねぇ。亜あ衣い麻ま衣い美み衣いの看板三人娘むすめがいる『あまみや』もいいですし、日ひ依より太た夫ゆうの『ひよりや』も捨てがたいです。ああ、でも初めてってことを考えると年上のお姉様がいいですかね？　なら『たまや』でも……」

　美九が指を折りながらにへにへとだらしない笑えみを浮かべる。士道は半眼になりながら頰ほおに汗あせを垂らした。

「……随ずい分ぶん詳くわしいな」

「そりゃあもう！　禄おきゆうりようの九割はここにつぎ込んでますから！　鞘さやの中身はとうに竹たけ光みつ！　今月も内職しないとごはんが食べられません！」

「…………」

　自信満々に言い切る美九に、士道は思わず苦く笑しようした。駄だ目め人間であることは疑いようがないのだが、なぜか少しだけ格好良く見えてしまうのが困りものだった。

　と、士道と美九がそんな話をしながら通りを歩いていると、何やら前方に人だかりができているのが見えてきた。

「ん……？　なんだ、一体」

「あ、もしかして……」

　美九が何かに気づいたように目を見開き、士道の手を引いて人ひと混ごみを搔かき分けていく。

「お、おい、なんだよ美九」

「いいからいいから。いいもの見られるかもしれませんよー？」

「いいものって……」

　と、士道はそこで言葉を止めた。

　人ひと垣がきの先。開けた通りの中央を、華はなやかな着物を纏った花魁おいらんが、数名の禿かぶろや新しん造ぞう（遊女見習い）を引き連れ、しゃなりしゃなりと優ゆう雅がな動作で歩いていたのである。

　美しく結ゆい上げられた髪かみ。一歩歩む度たび、ちらと覗のぞく白いうなじ。黒の高たか下げ駄たで以もつて特とく徴ちよう的な外八文字を描えがく足。

　音に聞く、花魁道中である。そのあまりに美しい様に、人々は息を吞のみ、或あるいは感かん嘆たんの声を漏らしていた。

「────」

　士道もまた、例外ではない。人垣でできた道を行く花魁の横顔に、しばしの間見入ってしまう。

　歳は若い。まだ禿と言っても通じそうなくらいである。けれどその堂々たる風格と美しい貌かおは、紛まぎれもなく太夫の風格を醸かもし出していた。

「…………」

　けれど、なぜだろうか。士道はその横顔に、微かすかな違い和わ感かんを覚えてしまった。

　その双そう眸ぼうに映る色は、彼女の装よそおいとは裏腹にどこか物もの憂うげで──

「きゃー！　運がいいですねぇ。まさか六む喰くろ太夫が見られるだなんて」

　と、そこで美九が黄色い声を上げる。士道はちらとそちらを一いち瞥べつした。

「六喰太夫……？」

「ええ。大おお見み世せ『本ほん条じよう楼ろう』が誇ほこる稀き代たいの傾けい城せいですよー。客を振ふり続けているのに、店の頂点に上り詰つめたという伝説的花魁です」

「そ、そんなことあり得うるのか？」

「まあ普ふ通つうはないですねぇ。でも見てくださいあの美び貌ぼうと圧あつ倒とう的てきおっぱい。あれに惹ひかれて、何人もの大名や大おお店だなの旦だん那なが入れ揚あげてるらしくて。まだ誰も触ふれたことがないっていうのが逆に付加価値になってるのかもしれませんねぇ。一体誰が六喰太夫の心を射止めるかっていうのが、賭かけの対象になってるくらいですよ。やー、眼福眼福。いいものが見られました」

　言って美九が、嬉しそうに身を捩よじる。
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　が、そうしている間も六喰に視線を注ぎ続ける士道に気づいてか、頰をつんつんとつついてきた。

「あらあら、どうしましただーりん。もしかして惚ほれちゃいましたー？」

「ば……っ、そ、そんなんじゃねえよ」

「本当ですかぁー？　まあ、ならいいんですけど。花魁クラスに惚れると大変ですよぉ？　馴な染じみになるためには最低でも三回は店に通わないといけませんし、しかもそのたびに宴えん会かい費ひにご祝しゆう儀ぎに心付けにと何両もかかりますし、しかも相手の気が乗らなければ、そこまでしても指一本触れられないことすら……ッ」

　目に涙なみだを滲にじませながら、美九が拳こぶしをぷるぷると震ふるわせる。マジ泣きだった。あまりに情感の籠こもった言葉に、士道は苦笑するしかなかった。

「まあ、貧びん乏ぼう御ご家け人にんには過ぎた花ってことです。残念だとは思いますけど、もっと気安い子を選びましょう。大だい丈じよう夫ぶ、他にも可愛かわいい子はいますから！」

「お、おう……」

　気け圧おされるように頷うなずく。……まあ、美九の言うとおり、そういうものなのだろう。そもそも、住む世界が違ちがうのだ。むしろ美九のように入れ揚げて大金を使ってしまう前にそれに気づけてよかったのだろう──

　と、士道が自分に言い聞かせるようにそんなことを考えていると、不意に前方から、馬の嘶いななきと人々の悲鳴が響ひびいてきた。

「う、うわぁぁぁっ！」

「……!?　な、なんだ!?」

　驚おどろいて顔を上げる。すると、誰かが尻でも叩いたのか、興奮した馬がもの凄すごい勢いで通りを駆かけてくるのが見て取れた。

　突とつ然ぜんのことに人々は驚き、人垣が一いつ斉せいに崩くずれていく。

「…………」

　が、そんな暴れ馬が迫せまっているというのに、六喰太夫はその場を動かなかった。

　高下駄のため身動きが取れなかったのか、それとも他に理由があるのかはわからなかったが、このままでは大だい惨さん事じになってしまうであろうことは想像に難かたくない。

「く……っ」

　考えるより先に身体からだが動く。士道はぐっと地を蹴けると、半ば襲おそいかかるような格好で六喰に飛び付き、その身体を抱かかえ込みながら地面に倒たおれ込んだ。

　一瞬あと、六喰がいた場所を、馬の蹄ひづめの音が通り過ぎていく。馬はそのまましばらく走り、勢いが落ちたところで、男衆に手た綱づなを摑つかまれ宥なだめられた。

　それを見てか、周囲から安あん堵どの声が漏れる。士道もまた、ほうと息を吐はいた。

「はあ……驚い……た」

　が、すぐに顔が熱くなり、反して背筋に冷たいものが走る。

　それはそうだ。士道の腕の中には今、稀代の傾城と謳うたわれた花魁がいたのである。しかも荒あらっぽく抱だき留めたものだから、着物が乱れ、その豊満な胸むな元もとがちらと覗いている。士道には少々刺し激げきが強すぎる事態であった。

「太夫！」

「大丈夫ですか……！」

　六喰の後方にいた禿や新造、下男たちが心配そうに駆け寄ってくる。そのうち数名は、非常時とはいえ六喰に抱きついた士道に、「いつまでそうしている？」というような非難じみた視線を送ってきた。

「い、いや、はは……」

　慌あわてて六喰の身体から手を離はなし、他意はなかったことを示すように両手を上げる。

　するとそれに気づいたのか、新造の手を借りながら立ち上がった六喰が、初めてその桜色の唇くちびるを開いた。

「無礼をするでない。うぬらも見ていたであろう。むくの恩人じゃぞ」

「……！　は、はい」

　六喰が言うと、付き人たちは姿勢を正しながら答えた。

「…………」

　そんな、妙みような緊きん張ちよう感かんが満ちる中、六喰は品定めをするように士道を睨ねめ回すと、不意にぽつりと言葉を零こぼした。

「──主ぬし様。名は何と申す」

「え、ええと、五河士道……です」

「ふむん」

　六喰はもう一度士道の顔を見ると、そのまま続けてきた。

「──店は決まっておるのか？」

「いや、まだ何も……」

「ならば、本条楼へ来るがよい」

　六喰はそう言うと、また禿たちを引き連れ、ゆったりとした歩調で歩いていってしまった。

　その場に残された士道はしばしの間呆ぼう然ぜんと六喰の背を見送ったのち、

「…………へ？」

　と間の抜ぬけた声を発した。




　　　　◇




「いやーはやーお侍さむらい様さま！　話は伺うかがっております！　なんでも馬に乗った悪漢たちが太夫を襲おうとしたところを、華か麗れいな剣けん術じゆつで助けてくださったそうで！　店はその話題で持ちきりでございますよ！」

　士道が通りで六喰を助けたあと。

　士道と美九が六喰に誘さそわれるまま、妓ぎ楼ろう・本条楼を訪おとずれると、身なりのよい女主人が恭うやうやしく挨あい拶さつをしてきた。

「あ、いや、悪漢……？」

　知らぬ間に随ずい分ぶんと話が盛られている。士道は額に汗を滲ませながら頰をかいた。

　しかし主人はそんな士道の困こん惑わくに気づく様子もなく、熱っぽい調子で言葉を続ける。

「太平の世にあっても鍛たん錬れんを忘れない！　まさに武士の鑑かがみですな！　聞くところによるとその歳で免めん許きよ皆かい伝でんとか！　お若いのに大したものです！　今日はどうぞ楽しんでくださいませ！　あ、申し遅おくれました。あたくし本条楼楼主の二に亜あと申します。どうぞ今後とも、よ・し・な・に！」

「は、はあ……」

　何だか途と方ほうもない大人物にされている気がしてならなかったが、勢いに押されて曖あい昧まいな返事を返すことしかできない士道だった。

「さあさ、お侍様を座ざ敷しきにお連れして──と、んん？」

　と、そこで二亜が、美九の方に視線をやりながら目を細める。

「どうしました？」

「んー……いやね、こちらのお連れ様が、どうもお尋たずね者の人相書きに似てる気がして……」

「お尋ね者……？」

「へぇ。なんでも、振られているにもかかわらず、遊女にしつこく言い寄ったとかで」

「ぎくっ」

　美九がわかりやすく肩かたを震わせ、人相を変えようとしてか変な顔をする。

　二亜はしばしの間美九の顔を見つめていたが、「……いや、こんな変な顔じゃなかったかな？」と首を捻ひねりながらも納なつ得とくした。

「……美九、おまえ」

「いやいや、人違いですじょ？」

　ひょっとこのように口を曲げているものだから、語ご尾びがおかしなことになっていた。

　……まあ、ここで悶もん着ちやくを起こして追い出されるのも何である。士道はため息を零すのみにとどめて、案内に従い座敷へと歩いていった。

　そしてそこで待つことしばらく。廊ろう下かから微かすかな衣きぬ擦ずれの音が聞こえてきたかと思うと、豪ごう奢しやな着物を纏まとった六喰太夫が姿を現した。

「────」

　その姿を見て、思わず言葉を失う。

　彼女に呼ばれたのだから、彼女が現れるのは当然だったのだが……その息を吞のむような美しさに、しばし呆然としてしまったのである。……まあ、隣となりで美九が「きゃー！」と色めき立っていたものだから、すぐに冷静さを取り戻もどせはしたのだけれど。

「──よく来たの、士道」

「あ、ああ……太た夫ゆう直々のお誘いとあっちゃあな」

「なに、気にするでない。嫌いやなお客を断る口実に使わせてもらっただけじゃ」

　六喰が肩をすくめながら言ってくる。士道はなるほど、と苦く笑しようした。

「……にしても、随分俺の武勇伝が盛られてるようだったけどな。免許皆伝て。俺、稽けい古こ以外で刀抜いたことすらないんだが……」

「あれくらい言っておかねば、吝けちな楼主は勘かん定じようを負けぬでな。それとも、主様はむくのひとときを買えるほどのお大だい尽じんであったかの？」

　冗じよう談だんめかすような調子で六喰が言ってくる。士道は頰ほおを痙けい攣れんさせながら頭を下げた。

「……ご配はい慮りよ痛み入る」

「むん」

　六喰は満足げに頷くと、小さく手を叩たたいて廊下の方に声を発した。

「四よ糸し乃の、七な罪つみ」

『はい、姉さん』

　障しよう子じ越ごしにそんな声が聞こえてきたかと思うと、二人の少女が豪ごう華かな料理の載のった膳ぜんを運んできた。確か花魁おいらん道中のとき、六喰のあとについていた娘むすめたちである。二人とも可愛かわいらしい容よう貌ぼうであったが、一人はなぜか左手に妙な人形を着け、もう一人は遊女見習いにしては愛あい想そがなさ過ぎる気がした。

　しかしまあ、そんなことを士道が指し摘てきするのもお門かど違ちがいだろう。士道は美九とともに、六喰と語らいながらの宴えん席せきを楽しむことにした。

「……それでぇ、だーりんはもう一七だっていうのにまだでしてねぇ。そいつぁあんまりだとここに連れてきた次し第だいでしてー」

「ふむん？　ならば悪いことをしたかの」

「だから余計なことは言わなくていいから……！」

　……などと、話題に少々の問題はあれど、賑にぎやかな時間が過ぎていく。

　それがどれほど破格の扱あつかいであるかは、士道にも知れた。美九の語った通り、花魁と馴な染じみになるには最低三回は店に通わねばならず、初会──初対面の客には、目も合わせず口もきかないのが普ふ通つうという話である。……まあ、そもそもこれはあくまで礼の席ということで、士道は客とさえ思われていないのかもしれなかったけれど。

　しかし、それも当然といえば当然だった。花魁といえば、その名の通り妓楼の花。士道のような者がおいそれと関かかわれるような存在ではない。

　しかも六喰は、多くの大名や豪ごう商しようを振ふり続けているという話である。今日のことは一生に一度の幸運と考え、思い出に刻んでおくのが吉きちだろう。

「…………」

　だがそう考えると、わからないことがある。士道は飲み過ぎた美九が眠ねむってしまったのを見計らって、六喰に尋ねてみた。

「……なあ、六喰」

「なんじゃ？」

「昼間、暴れ馬が迫ってたとき、なんで六喰は逃にげなかったんだ？」

「……ふむん？」

　士道が問うと、六喰はぴくりと眉まゆを揺ゆらした。

「異なことを訊きくの。突とつ然ぜんあのような場に出くわせば、身が竦すくむのも当然じゃろう」

「や……まあ、それはそうなんだが」

　士道はぽりぽりと頰をかくと、六喰の目を見ながら言葉を続けた。

「なんていうか、あのとき六喰は、あえて避よけなかったような気がして」

「……ほう？」

　六喰は興味深そうに目を丸くすると、小さく息を吐はいて続けてきた。

「そう見えたかの。……まあ、顔でも蹴けられれば、女じよ郎ろうとしての価値がなくなるやもとは思うたかもしれぬの」

「な、なんでそんなこと……」

　士道は困惑気味に眉をひそめた。太夫といえば遊女の最高位。望んでもなれない者が大半だ。そんな彼女が遊女の命たる顔が傷つくことを望んでいたなど、にわかには信じられなかった。

　すると六喰は、ふっと遠い目をしながら窓の外を見やった。

「……むくはの、星空が見たいのじゃ」

「星空……？」

　士道は六喰の視線に導かれるように外に目をやった。

「そんなの、いつだって見られるじゃないか。今だって」

　士道の言葉に、六喰がゆっくりと首を振る。

「遊郭ここは籠かごじゃ。空にさえ格こう子しがかかっておる。確かに餌えさには困らぬ。じゃが、たとえ明日死ぬとしても、鳥が大空を飛びたがるのはそんなに可笑おかしなことかの？」

「それ、は……」

　窓越ごしに空を見上げる六喰の横顔を見て、士道は言葉に窮きゆうしてしまった。

　確かに花魁は美しく、華はなやかである。けれどそのほとんどは、借金のカタに売られてきた娘たちであり、自由に遊ゆう郭かくから出ることすらできないのだ。

　途と端たんに、花魁にお誘いを受けて浮うかれていた自分が恥はずかしくなる。士道は奥歯を嚙かみしめて頭を下げた。

「すまない、俺は」

「……いや、むくこそつまらぬことを申した。忘れるがよい。お客を白けさせるなど、遊女にあるまじきことじゃった」

　六喰が自じ嘲ちよう気味に言う。その表情がまた痛ましく──そんな顔をさせてしまった自分が許せなくて、士道は拳こぶしを握にぎりしめた。

　けれど、謝罪を繰くり返すばかりでは同じことである。士道はパンと自分の頰を叩くと、冗談めかすように肩をすくめた。

「なら問題ない。正規の勘定も払はらえないような貧びん乏ぼう武士は客とは呼べないからな。いくら白けさせようが退たい屈くつさせようが、店への損害なんてないだろうさ。好きなだけ愚ぐ痴ちればいい」

　士道が言うと、六喰はキョトンとした顔をしたのち、可笑しそうに笑いだした。

「はは、ははは。確かに道理じゃの」

　つんと澄すましているときは大人びて見えるのに、こうして笑うと途端に可愛らしい少女の顔になる。その差に、士道は思わずどきりとしてしまった。

　そしてそれと同時に、こんな少女を捕とらえている遊郭という名の籠に、途方もない違い和わ感かんを覚えてしまう。

　六喰はそんな士道の心境を知ってか知らずか、ひとしきり笑ったあと、小さく息を吐きながら士道の顔を見つめてきた。

「──のう、主様」

「……なんだ？」

「むくは、主ぬし様の白けた顔がもっと見たくなった。愚痴を聞いてもらうのだから勘定はいらぬ。また、退屈しにくるがよい」

「え……？」

　士道は六喰の言葉に目を丸くしたが──すぐにその言葉の意味を察して、「ああ」と頷うなずいた。
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　──それからしばらくの間、士道は本条楼に通い続けた。

　美九と一いつ緒しよのときもあれば一人のときもあったし……一人で来たはずなのに、既すでに美九が遊郭にいたときもあった。……ついでに美九が、一体何をしたのか下男に追い回されている現場に出くわしたこともあった。

　ともあれ、同どう僚りように茶化されながらも、士道は三日に一度は遊郭に足を向けた。

　無論目当ては、傾けい城せい・六喰太夫。

　そう。六喰は先の席の言葉通り、士道が店を訪おとずれるたび、如何いかな客が待っていようと、士道を優先して座敷に迎むかえ入れていたのである。

　六喰太夫が間ま夫ぶを囲ったとの噂うわさが遊郭に広まるのに、さほどの時間はかからなかった。

　ちなみに間夫とは、簡単に言えば遊女の情夫。遊女が自腹を切って座敷に迎え入れる恋こい人びとのようなものである。……まあ二人の場合、恋人と言えるほど、その関係は色っぽいものではなかったのだけれど。

「──おお、主様。今こ宵よいも懲こりずにつまらぬ愚痴を聞きにきたのか。物好きなお人じゃ」

「ああ、つまらない話を聞いていると寝ね付つきがよくてね」

「はは、言いおる」

　幾いく度ど目とも知れぬ逢おう瀬せ。冗談めかしたやり取りも、もう慣れたものだった。

　することといえば、初めて会った日と変わらない。ただ言葉を交かわすだけ。同どう衾きんはおろか、指を触ふれることさえない。

　けれど、士道はその時間が楽しくて仕方がなかった。

　そして──これは士道の勘かん違ちがいかもしれなかったけれど──六喰もその時間を心から楽しんでいるように見えた。

　嗚呼ああ……だからだろうか。

　花魁には惚ほれるなと忠告を受けていたにも拘かかわらず、士道の中で、六喰への想おもいが日に日に募つのっていってしまったのは。

　そして六喰のことを想うたびに思い出してしまうのだ。初めて会った日、六喰が士道に語った言葉を。

「…………」

　ある日の夜。士道は本条楼からの帰り道でふっと空を見上げた。

　雲一つない星空。無論格子などかかっているはずはない。けれど、きっと六喰の目には、それが見えているのだろう。

　遊女は遊郭から出ることを許されていない。それは最高位たる花魁であっても例外ではなかった。遊郭の周りには堀ほりが張り巡めぐらされ、大門には常に見張りが詰つめている。その様はさながら牢ろう獄ごくのようであった。

「星空……か」

　士道は空を見つめながらぽつりと呟つぶやいた。

　──どうにかして、六喰に本当の星空を見せてやりたい。

　士道の心の中にそんな願いが芽生えるのに、そう時間はかからなかった。

　けれど、それが容易でないことは明白である。

　遊女が遊郭から出る方法は、大きく分けて二つ。

　一つは足あし抜ぬけ。つまり脱だつ走そうだ。しかし前述の通り堀や見張りを抜けて逃げおおせることは困難であるし、見つかれば厳しい罰ばつが与あたえられるという。そんな危ない橋を六喰に渡わたらせるわけにはいかなかった。

　となれば、残る方法は一つしかない。

　それは──







「身み請うけ……ですかい？」

　数日後。本条楼を訪れた士道の問いに、楼ろう主しゆの二亜は怪け訝げんそうに眉根を寄せてきた。

「ああ、いや、ちょっと気になっただけさ。六喰ほどの花魁おいらんを身請けしようってなったら、一体どれだけの大金が必要なんだろうって」

　士道は曖あい昧まいに笑いながらそう言った。

　身請けとは、遊女の借金を肩かた代がわりし、勤つとめから身を引かせることを示す言葉である。

　簡単に言えば、大金を払って遊女を妻や妾めかけにしてしまうのだ。遊女に遊郭を辞やめさせる、唯ゆい一いつといっていい合法的手段であった。

　とはいえ、花魁は金の卵を産む鶏にわとり。無論その金額は莫ばく大だいなものになる。二亜はううむとあごを撫なでたのち、口を開いてきた。

「そうですなぁ、六喰はまだまだこれからの女郎。──三〇〇〇両はいただかないと釣つり合いませんやなぁ」

「さ、三〇〇〇両!?」

「そう。現在の価値に換かん算さんしておよそ一億二〇〇〇万円……っ!!」

　二亜が何やら声を低くしながら言ってくる。

　……現在の価値とか、円とか、言っている内容はよくわからなかったが、とにかくもの凄すごく高いということだけは理解できた。

　少なくとも、士道の禄ろくで賄まかないきれるような額ではないことは確かである。士道は愕がく然ぜんとした表情でがくりと肩を落とした。

　するとそんな様子を見てか、二亜が面おも白しろがるように士道の顔を覗のぞき込んできた。

「おやおや、いかがされました旦だん那な。まさか本当に、六喰を身請けするつもりでいらっしゃったんで？」

「い、いや……はは」

　と、士道が力なく笑うと、二亜が何やらニヤリと唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。

「──とはいえ、です。他の誰だれかならいざ知らず、六喰のお気に入りの旦那なら話は別でさぁ。条件によっちゃあもっとお安く……いや、何ならタダでもいいとさえ思っております」

「は……っ!?」

　予想外の言葉に、士道は目を丸くしながら顔を上げた。

　稼かせぎ頭がしらの花魁を無料ただで身請けさせようなど、正気の沙さ汰たではない。それだけに、二亜の言う『条件』とやらが気にかかった。

「い、一体何だよ、その条件ってのは……」

「えっへっへ、なぁに、そう難しいことじゃあございやせん。……旦那、凄すご腕うでのお侍さむらい様さまにしちゃあ、歳としもお若く顔立ちも綺き麗れいでらっしゃる」

「……？　そ、それが何か？」

　一いつ瞬しゆん士道は、免めん許きよ皆かい伝でんだの、悪漢を倒たおしただのという六喰の噓うそがばれたのかと思った。

　だが──違ちがう。二亜は士道の顔や身体からだを舐なめるように見つめると、意外に過ぎる言葉を発してきた。

「実はですね、今度、衆しゆ道どう専門妓ぎ楼ろう『大和やまと男娘おのこ』ってぇのを始めようと思っとりまして。そこの看板を探しているところなんでさぁ」

「は……はぁっ!?」

　士道は思わず声を裏返らせた。

　だがそれも当然である。何しろ衆道とは、簡単に言えば男色。男同士でアレコレすることだ。

　要はこの楼主は、こともあろうに士道を店にスカウトしてきたのである。

「い、いやいやいや！　何言ってんだ!?　そんなの金にならないだろ!?」

「いえいえ、いけますって！　実際ウチのお客様の中にも、旦那を見て『あの子指名できないの？』って言ってくる方がちらほらといらっしゃいますし……それにこういう商売は、幅はば広ひろい顧こ客きやくのニーズに対応してこそなとこあるじゃん？　あたしと一緒に業界に革命起こそうぜ少年ー！」

「なんか途と中ちゆうから口調変わってきてないかあんた!?」

　叫さけび、しがみついてくる二亜をどうにか引っぺがす。

「あらら、お気に召めしませんで？」

「当然だろうが！　……それで六喰ほどの花魁を身請けできるってんなら確かに破格の条件かもしれないけど、それだけじゃあ意味がない。俺が外に出られなくなったら、六喰を一人外に放ほうり出すってことになるだろうが」

　そう。幼い頃ころから遊ゆう郭かくで育った六喰にとって、外は完全な異界である。一人で生きていくにはあまりに過か酷こくだ。明日死ぬとしても空を飛びたい──と六喰は言っていたが、本当に死なせてしまうわけにはいかなかった。

　すると二亜は、カラカラと笑いながら言葉を続けてきた。

「まあまあ、話は最後まで聞くもんですぜ旦那。何も六喰と旦那を交こう換かんしようってぇわけじゃありません」

「……？　じゃあ、一体」

　士道が訝いぶかしげに問うと、二亜はニッと笑った。

「──ここは一つ、勝負といこうじゃあありませんか」

「勝負……？」

「ええ。こう見えてあたくし、大の博ばく打ち好きでございまして」

「…………」

　こう見えて、というか、どう見てもそうとしか見えなかったが、士道はいらぬことは言わずにおいた。

「お座ざ敷しき遊び三番勝負で、旦那が勝ったら六喰を身請けさせる。あたしが勝ったら、旦那はうちの店に入ってもらう。……どうです？　阿あ弥み陀だ様でもこんな好条件出しゃあしないと思いますよ。──まあ、うちが誇ほこる芸者三人衆を、一人で倒せればの話ですがねぇ！」

　あっはっは、と二亜が笑う。士道はたらりと頰ほおに汗あせを垂らした。

　芸者とは読んで字の通り、芸事を身につけた者。舞ぶ踊ようや音曲で宴えん席せきに興を添そえる者のことである。遊女が客のもとに来るまでの場つなぎや宴会のため、遊郭でも雇やとわれているという話は聞いたことがあった。

「…………」

　士道は無言で、ぺろりと唇を舐めた。……なるほど、二亜がこんな条件を出してきた理由がようやくわかった。その芸者三人衆とやらの腕うで前まえに、よほどの自信があるのだろう。

　だが、士道は考えを巡らせた。士道のような平へい凡ぼんな武士に、三〇〇〇両もの金を用意することなどできるはずがない。六喰を遊郭という名の鳥とり籠かごから解き放つためには、代だい償しようを承知で勝負を受ける他ほかなかった。

　しかし、本当に一人で三人の芸者を相手にすることができるのだろうか──

　と、その瞬間。

「──話は聞かせてもらいましたー！」

　後方からそんな声が響ひびいてきて、士道はそちらを振ふり向いた。

　するとそこに、美九の姿があることがわかる。なぜか髪かみが乱れ、肩で息をしている。まるで今の今まで誰かに追い回されてでもいたかのような様相だった。

「美九！」

「はいだーりん！」

「……今度は一体何をやらかしたんだ？」

「ぎくっ！　……じゃなくてぇ！　せっかく格好いい登場したんですから、今それはいいじゃないですかぁ！」

　美九が「んもー！」と手をばたつかせたのち、キリッとした表情を作る。

「それより、その勝負、私も参戦します！　音に聞こえた芸者三人衆！　一人で相手取るのは、いくらだーりんとはいえ危険過ぎますぅ！」

「な、本気か、美九……!?」

　美九の言葉に、士道は目を見開いた。すると美九は、ビッと親指を立ててきた。あまり時代背景にそぐわない仕草だったが、そこはかとない頼たのもしさは感じられた。

「任せてください！　私もお座敷遊びは散々やった口です！　何ならお座敷遊びだけで帰されたことも結構あります！　あのときは本当につらかった」

「そ、そうか……」

「というわけでだーりんが勝った暁あかつきには、六喰さんの胸を触さわらせてください！」

「それが狙ねらいかテメェ！」

　士道はたまらず声を上げ、美九の頭に手刀を落とした。

「あいたー！　い、いいじゃないですかそれくらいぃ！」

「ふざけんな！　ていうかそもそも、俺がどうこう言えることじゃないだろ！　六喰本人がなんて言うか──」

「──構わぬ」

「へ……？」

　突とつ然ぜん二階から響いた声に、士道と美九、ついでに二亜までもが、ポカンと顔を上げた。

　いつの間にそこにいたのだろうか、六喰が悠ゆう然ぜんと階段に足を掛かけて、睥へい睨げいするようにその騒そう動どうを見下ろしていたのである。

「六喰！」

「むん。遅おそいと思うて様子を見に来れば、随ずい分ぶんと面白いことになっているようじゃの。──むくも参加するぞ。よいな、二亜」

「は……いやいや、ムックちんはうちの花魁で……」

「よいな？」

　六喰が目を細めながら繰くり返す。そのぞっとするような視線に、二亜が小さく肩を震ふるわせるのが見て取れた。

「ふ……ふーんだ！　いいもんねいいもんね！　どうせ三人衆に勝てるわけないんだから！　それよりわかってんだろうね旦那！　負けたらうちで、身請け金分奉ほう公こうだよ！」

　二亜が士道を指さしながら言ってくる。

　怒ど濤とうの如ごとき展開に驚おどろきっぱなしの士道であったが、ここまできて今さら後には退ひけなかった。

「……ああッ！　望むところだ！」

　緊きん張ちように動どう悸きを激しくしながらも、士道は力強く頷うなずいた。
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　──ということで、トントン拍びよう子しに話は進み、お座敷遊び三番勝負が執とり行われる運びとなった。

　士道たち三人が通されたのは、いつもより広めの座敷である。芸者三人衆が到とう着ちやくするまで、しばしの間待つようにとのことだった。

　座敷にいるのは士道たちのみであったけれど、そこかしこからざわめきが漏もれ聞こえてきていた。それもそのはず、廊ろう下かには何人もの遊女や禿かぶろが犇ひしめいており、皆みな襖ふすまや障しよう子じの隙すき間まから座敷の様子を窺うかがい、きゃいきゃいと黄色い声を上げていたのである。

　しかしそれも無理のないことであろう。花魁おいらんを賭かけての勝負など、普ふ通つうあることではない。しかも自らの身を賭として、免許皆伝（噓）の剣けん士しが、ときたものだ。……なんだかまた武勇伝が積まれてしまうのではないかと不安になる士道だった。

「ん……」

　と、そこで士道は不意にぴくりと眉まゆを揺ゆらした。

　理由は単純。士道のすぐ後ろに座っていた六喰が、士道の羽織の袖そでをきゅうと握にぎってきたからだ。

「……主ぬし様、すまぬのじゃ。妙みようなことに主様を巻き込んでしまった」

「何言ってんだよ。俺が勝手に決めちまったことだ。六喰が気にすることなんてない」

「じゃが……」

　六喰が申し訳なさそうに口ごもる。士道は六喰を安心させるように、その手に自分の手を重ねてやった。

　するとそれに合わせるかのように、周囲のざわめきが大きくなったかと思うと、勢いよく障子が開き、楼ろう主しゆ・二亜が姿を現した。

「待たせたね！　……ちゃあんと別れは済ませたかい？」

　二亜が腰こしに手を当て、煽あおるように言ってくる。その様はまるで、歌か舞ぶ伎きの演目に出てくる悪あく形がたのようであった。

「…………」

　六喰は無言でそれを睨にらみ付けると、士道の袖を握る手に力を込こめた。

　二亜はそんな六喰に一瞬怯ひるむような様子を見せかけたが、すぐにブンブンと首を振ってみせた。

「フン！　可愛かわいくない子だね！　まあいいさ。そいじゃあ早さつ速そく勝負を始めるよ。勝っても負けても恨うらみっこなし！　ここにいる全員が立会人だ。いいね!?」

　二亜の言葉に、座敷の様子を窺っていた遊女たちが『応！』と答えるのが聞こえてくる。士道と六喰、そして美九もまた、それに頷き返した。

　二亜は満足げに唇くちびるを歪ゆがめると、今し方自分が入ってきた方を向いた。

「──先生、お願いしやす！」

　などと、用心棒を呼び込むかのような調子で声を上げる。

　すると再び障子が開き、夜色の髪を綺き麗れいに結ゆい上げた少女がしずしずと座敷に入ってきた。

「ふっふっふ……任せておくれやすだ」

　そして何やら珍ちん妙みような言葉遣づかいでそう言って、不敵な笑えみを浮うかべてみせる。それを見て、六喰がぴくりと眉を揺らした。

「……十とお香かか。厄やつ介かいな奴やつが出てきたの」

「知ってるのか？」

「むん。馴な染じみの芸者じゃ。ということは──一つ目の勝負は『とらとら』か？」

「ご名答」

　二亜が腕組みしながら言ってくる。士道は小さく首を傾かしげた。

「『とらとら』？」

「むん。二人が屛びよう風ぶを隔へだてて立ち、槍やりで突つく動作、四つん這ばいで歩く動作、杖つえを突く動作のいずれかをしながら出てくるのじゃ。それぞれが武将、虎とら、老ろう婆ばを表し、武将は虎に強く、虎は老婆に強く、老婆は武将に強い」

「……ええと、つまりそれって」

「まあ、簡単に言うとジャンケンですねー」

　美九があははと笑いながら言ってくる。士道はなるほどと首しゆ肯こうした。

　複雑な規定のある勝負法だったらどうしたものかと思っていたが、さすがにお座敷遊びというだけあって、そこは初心者にもわかりやすくなっているらしい。これならばなんとかなりそうだった。

　が、そんな士道の考えとは裏腹に、六喰は険しい顔で頰に汗を垂らしていた。

「……主様や美九には荷が重い。ここはむくがいかせてもらうのじゃ」

「え？」

「単純な遊びだからと舐なめてはいかぬ。……彼あ奴やつは動物的本能で相手の手を読んでくる。むくでなければ仕留められぬ『虎』じゃ」

　六喰はそう言うと、着物の袖を翻ひるがえしながら立ち上がった。

　すると十香と呼ばれた芸者が、楽しげに笑う。

「六喰か。うむ、相手にとって不足はない！　いくぞ！」

「応とも！」

　そして、戦いは始まった。

　六喰と十香が屛風の両側に立つと同時、周囲にいた遊女たちが、手拍子をし、何やら歌を歌い始める。

「な、なんだ？」

「ほらほら、だーりんも」

　突然のことに驚く士道だったが、美九に促うながされ、戸と惑まどいながらも手拍子を始める。

　だが、考えてみればそれも道理。これは確かに花魁を賭けた勝負ではあるが、それ以前にお座ざ敷しき遊びであるのだ。鉄火場でもあるまいし、殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きでやるものでもあるまい。

『とらとーら、とーらとら！』

　遊女たちの歌に合わせ、六喰と十香が思い思いの動作をして屛風から姿を現す。

　六喰は槍を持つ武将。

　十香は地を這はう虎。

　──六喰の、勝ちである。

「むん……！」

「うぬっ！」

　六喰がグッと拳こぶしを握り、十香が悔くやしそうに歯がみする。

　が、その勝負は、傍はたから見ているよりも遥はるかに過か酷こくな読み合いだったようだ。勝利したはずの六喰の額には、玉のような汗あせが浮かんでいた。

「やったな、六喰！」

「むん……しかし、次の芸者が気にかかる。十香を連れてきたということは……」

　と、六喰が言いかけたところで、二亜がムキー！　と叫さけびを上げた。

「ふん……まあいいもんね！　ムックちんていう最強の札を最初に使ったことを後こう悔かいするがいいさ！　次！　お願いしやす！」

「請うけ負った」

　次いで現れたのは、人形のように端たん整せいな貌かおをし、これまた人形のように表情の乏とぼしい芸者であった。それを見てか、六喰がまたも表情を歪める。

「く……やはり折おり紙がみか」

「久しぶり。六喰の身請け話を潰つぶすのは心苦しいけれど、仕事は仕事」

　それに、と折紙と呼ばれた芸者が士道の方をちらと見てくる。

「二亜。確かく認にんしたい。彼が店に入ったら、私でも指名することは可能？」

「ほほー？　なるほど、それは盲もう点てんだった……女性客の需じゆ要ようは開かい拓たくの余地があるかも？」

「全力を尽つくす」

　折紙が何やら目に闘とう志しの炎ほのおを燃やす。そのただならぬ様子に、士道は思わず後ずさった。

　が、そんな士道を守るように、一つの影かげが立ちはだかる。──美九だ。

「美九！」

「はい、ここは任せてくださいだーりん！　だーりんを指名だなんてそんな羨うらやまし……けしからん真似まねはさせません！　さあ、題目はなんですかぁ!?」

　言って、美九がビシッと折紙に指を突きつける。何やら一いつ瞬しゆん不ふ穏おんな発言があった気がしないでもないが、士道は気にしないことにした。

「ならば、『おひらきさん』で勝負」

「ほほう……？　面おも白しろい、私の柔じゆう軟なん性を見せてあげますよー！」

　折紙の提案に、美九が自信満々といった様子で返す。士道は小さく眉根を寄せると、小声で六喰に問うた。

「六喰、『おひらきさん』っていうのは？」

「むん。互たがいにジャンケンをし、負けた方が少しずつ足を開いていく遊びじゃ。先に立っていられなくなった方が負けとなる」

　六喰の説明に、なるほど、と返す。これまた単純明快ながら、奥深そうな遊びだった。

「さぁて、では参りますかぁ！」

「望むところ」

　美九と折紙が対面するように立ち、軽く裾すそをたくし上げる。すると先ほどと同じように、遊女たちが手て拍びよう子ししながら歌を歌い始めた。

『おひらきさん、よいよいよい！』

「ほいっ！」

「……！」

　掛かけ声に合わせ、美九と折紙がそれぞれ手を前に出す。

　美九がパー。折紙がチョキ。折紙の勝ちだ。

　とはいえ、先ほどの『とらとら』とは異なり、これだけでは勝敗は決さない。美九が不敵な笑みを浮かべながら、足を少し外側に開いた。

「やりますね。ですがここからですぅ！」

　そして再度響ひびいた掛け声とともに、幾いく度どもジャンケンが続いていく。

　折紙、美九、美九、折紙──勝ちと負けを繰くり返しながら、両者の足がどんどん開いていった。

　まさに一進一退の攻こう防ぼう。どちらが勝ってもおかしくない接戦である。

　が……八戦目を迎むかえた頃ころだろうか、美九に変化が現れた。

「…………」

　ぴくりと眉まゆを揺ゆらすと、段々とその姿勢が低くなっていったのである。

　一瞬、限界か……と思った士道だったが、何やら様子がおかしい。倒たおれそうというよりも、大きく開かれた折紙の股またを覗のぞき込もうとしているような格好だった。

「……美九？」

「は……っ！」

　士道が美九の名を呼ぶと、美九は我に返ったようにビクッと肩かたを震ふるわせ──そのまま、姿勢を崩くずして顔面から畳たたみに突っ伏ぷしてしまった。

「あいたー！」

　美九が鼻を押さえながら涙なみだ目めで顔を上げる。

「ずっ、ずるいですぅ！　そんなえっちな姿で私を誑たぶらかすなんてぇ！　異議を申し立てますー！」

『…………』

　美九はしばらくがなり立てていたが、士道や六喰の冷ややかな視線に気づいてか、やがて「……ご、ごめんなさぃぃ……」と泣きながら謝ってきた。

　これで、一勝一敗である。二亜が上じよう機き嫌げんに笑い声を上げた。

「にゃーははは！　やっぱりそっちで怖こわいのはムックちんだけだったみたいだねぇ！　さあ、引導を渡わたしてあげるよ！　先生、お願いしやす！」

「──請うけ負おい。夕ゆ弦づるにお任せです」

　二亜の呼び声に応こたえ、最後の刺し客かくが姿を現す。

　綺麗に結われた髪かみに、煌きらびやかな着物。これまた前の二人に劣おとらぬ美少女である。なぜか後方に、瓜うり二ふたつの貌をした少女を引き連れていた。

「……むう、納なつ得とくできないし。なんで私がお付き役なんだし」

「説明。先ほど裏で夕弦に負けたからです。ちなみに勝負方法は『おひらきさん』。耶か俱ぐ矢やは一度もジャンケンに勝てぬまま倒れました」

「今それ言う必要なくない!?」

　耶俱矢と呼ばれたお付きの少女が悲鳴じみた声を上げる。……何やら、芸者の世界も大変そうだった。

　が、気を抜ぬいてはいられない。何しろ夕弦と名乗ったこの少女は、三番勝負のトリを務める芸者。生半可な腕うでではないだろう。士道はごくりと息を吞のんでから立ち上がった。

「主様……」

　六喰が不安そうに士道の顔を見上げてくる。士道は細く息を吐はいて六喰の頭を撫なでた。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　そう言って、夕弦の前に立つ。すると夕弦は、口元に手を当てながら優ゆう雅がに笑った。

「微び笑しよう。いい度胸です。この夕弦に『投とう扇せん興きよう』で勝とうというのですか」

「『投扇興』……？」

「首肯。桐きり箱ばこの上に立てられた的に向かって扇おうぎを投げ、得点を競きそう遊びです。ただ的に当てればよいというわけではなく、投とう擲てき後の的、台、扇の形によって得点が決まります。一〇回の合計で勝敗を決します」

　遊びの説明を聞いて、士道は思わず渋じゆう面めんを作った。

「えっ、何そのテクニカルなやつ。今までジャンケンのバリエーションばっかりだったじゃないか……！」

「不明。南なん蛮ばんの言葉はわかりません。とにかく始めましょう。普ふ通つうであれば賽さい子ころで先せん攻こう後攻を決めるところですが、未経験のようですし、夕弦から先にやらせてもらいます」

　有う無むを言わさぬ調子で夕弦が言うと、耶俱矢が座敷に毛もう氈せんを敷しき、的の準備を整え始めた。

　そして夕弦が毛氈の端はしで扇を構え、耶俱矢が的の隣となりに座り込む。

「──では、始めませい！」

「投擲。えいやっ」

　耶俱矢の声ののち、夕弦が扇を水平に飛ばす。

　夕弦の放った扇は見事的を弾はじき、そのまま的に覆おおい被かぶさるように落ちた。

「──夕ゆう霧ぎりにつき、八点」

　その形を見て、耶俱矢が得点を宣言する。よくわからないが、それがその形の名を示しているらしい。

「吐と息いき。こんなところですか。さ、次は士道の番ですよ」

　言って夕弦が、扇を手て渡わたしてくる。

　未いまだ遊びの詳しよう細さいはよくわからなかったが、ここまできたらやるしかない。士道は意を決して定位置につき、扇を投擲した。

　……が、現実は非情であった。

「──花はな散ちる里さとにつき、無点」

「うぐ……っ！」

　無点。つまり〇点。一瞬、ルールを知らぬ士道に適当なことを言っているのかとも思ったが……後方で六喰と美九が渋しぶい顔をしているあたり、ただ単に士道が下手くそなだけらしかった。

　無論、この一回で勝負は決まらない。まだ諦あきらめるのは早かった。

　しかし、腕の差は歴然である。二回、三回と手番を重ねていくうち、どんどん差は広がっていってしまった。

　しかも、それだけではない。六度目の投擲、夕弦が珍めずらしく明後日の方向に扇を飛ばしてしまったのだが──

「──吐息。ふぅっ」

　と、夕弦が息を吐くと、まるで扇が生きているかのように翻ひるがえり、見事的に命中したのである。

「な……噓うそだろ、なんだ今の!?」

　風を操あやつる……だなんてことが人間にできるはずはないのだが、そうとしか言いようのない現象に、思わず声を裏返らせる。……ちなみに士道も一度真似してみたのだが、扇はぴくりとも動かなかった。

　──そして、夕弦の最後の投擲が終わる。

「──若わか紫むらさきにつき、一〇点」

　これで、夕弦の合計得点は一二〇点。

　対する士道の得点は……三六点。

　あと一投を遺のこしているとはいえ、絶望的な点差である。士道は目め眩まいを覚え、蹌踉よろめきそうになってしまった。

　がそんなとき、扇を持つ士道の手に、小さな手が添そえられた。──六喰だ。

「……！　六喰……」

「むん……大丈夫じゃ、主様」

　六喰がこくりと頷うなずきながら、士道の目をジッと見つめてくる。

　その表情には緊きん張ちようと恐きよう怖ふ──しかしそれに負けないくらいの、士道への信しん頼らいと感謝が滲にじんでいた。

「安心するがよい。仮にこの一投に失敗したとて、主様を店には置かせぬ。楼ろう主しゆの望みは儲もうけじゃろう。ならば……むくが客を取る。それで十分補完できるはずじゃ」

「な……！　六喰、何を──」

「むくは……幸せ者じゃ。主様にここまでしてもらって。主様のおかげで、無味な毎日が色づいた。主様に出会えただけで、むくは満足じゃ」

「……っ」

　六喰の言葉に、士道は息を詰つまらせた。

　その覚かく悟ごに、身が震える。そしてそんなことを言わせてしまった自分が、恥はずかしくなる。

　士道は呼吸を整え、姿勢を正した。確かに劣れつ勢せい。けれど結果がどうあれ六喰に──惚ほれた女に情けない姿を見せるわけにはいかなかった。

「……そんなことを聞いちゃあ、外すわけにはいかなくなっちまったな」

「主様……」

「六喰」

　士道と六喰は見つめ合うと、どちらからともなく頷き──二人で扇を水平に構えた。

「──！」

　そして指先に全神経を集中させ、放つ。

　扇はひゅんと空を裂さき、的を台の上から落とす。そしてそのまま、的の上に覆い被さるように落ちていった。

「あ──」

　確かこの形は、最初に夕弦が見せたものだ。得点は八点。当然、逆転などは──

　しかし、次の瞬しゆん間かん。

　──ふぅっ。

　という小さな吐息の音が聞こえたかと思うと、士道の放った扇が空中で宙返りをし、的と台の上に、扇が橋を架かけるような格好になった。

「……！　夢ゆめの浮うき橋はしにつき、一〇〇点……っ！」

　その形を見て、耶俱矢が得点を宣言する。

　一気に形勢を逆転する超ちよう高得点に、士道はポカンと目を見開き、遊女たちはわぁっと色めき立った。

「主様……！」

「だーりん！」

　六喰が手を握にぎり、美九が後ろから抱だきついてくる。士道はその感かん触しよくを感じてようやく、ハッと我に返った。

　そして慌あわてて夕弦の方を向く。

「ゆ、夕弦……おまえ、今、息を」

「無視。さて、何のことでしょう。──目の前で展開された甘ったるい恋こい物語に、思わず吐息が漏もれてしまっただけですよ」

「夕弦……」

　士道がもう一度名を呼ぶと、夕弦はふっと微笑ほほえみ、二亜の方を向いて頭を下げた。

「──謝罪。申し訳ありません。夕弦の不徳のせいで敗やぶれてしまいました。──ですが楼主、まさかこの人数の前で、約束を反ほ故ごにするなどとは言いませんでしょう？」

「む、ぐ……！」

　夕弦に言われ、二亜は苦々しげに呻うめいた。

「……ふん！　好きにしな！　こちとら仮にも商売人、勝負の結果にケチなんかつけやしないよ！」

　二亜の言葉に、遊女たちが一層盛り上がる。

　するとそんな歓かん声せいの中、十香がそろそろと六喰のもとに寄ってきて、小さな声を発した。

「六喰、六喰」

「むん、なんじゃ、十香」

「まずは、おめでとうだ。……だが、あまり二亜を悪く思わないでやってくれ。本当に悪い奴やつなら、そもそもこんな条件の勝負は仕し掛かけないのだ」

「むん……」

　十香に言われ、六喰は二亜の方に歩いていった。

「二亜……今まで、世話になったのじゃ」

　六喰が言うと、二亜は一瞬涙なみだぐみ……しかしすぐに顔を背そむけた。

「ふん……！　うるさいね！　そんな挨あい拶さつはいらないよ！　いいかい、妓ぎ楼ろうの主あるじってのはね、人間の徳を忘れた忘八ってんだ。血も涙なみだもない悪党なんだよ！　金にならない女は嫌きらいだよ！　どこへなりと行っちまいな！」

　叫さけぶように言って、二亜が犬でも追い払はらうような仕草をする。

「二亜……」

　士道は六喰とともに深々と礼をすると、皆みなに見送られながら妓楼を出ていった。




　　　　◇




　夜。

　士道と六喰は野っ原に寝ね転ころんで、空を眺ながめていた。

　士道の格好こそいつもと変わらなかったが、六喰の装よそおいは今までとはまるで異なるものである。

　相当な手間と時間をかけて結ゆい上げていただろう髪かみは今、無造作に括くくられたのみであったし、きらびやかな意い匠しようが施ほどこされていた着物は、士道の母のお下がりになっていた。

　とはいえそれも当然だ。食うに困るほどのことはないにしろ、一武士に過ぎない士道に、六喰に今までと同じ暮らしをさせるだけの余よ裕ゆうはなかったのだ。

「六喰、本当によかったのか？」

　だから、士道は問うてしまった。他ほかならぬ自分が身み請うけを申し出たというのに。

「ふむん？　何がじゃ？」

　六喰は、士道が何を言っているのか本当にわからないと言った様子で首を傾かしげてきた。

「だから……もうあんな贅ぜい沢たくな暮らしはできないし……」

　士道が口ごもりながら言うと、六喰はぺしっと鼻を叩たたいてきた。

「あたっ」

「今さら何を申しておる。むくにそのような覚悟がないと思うたか？」

「あ、いや」

「綺き麗れいな着物べべなどいらぬ。贅沢な馳走ままもいらぬ。主様がいて、ともに星空を眺められる。それだけで、むくは十分じゃ」

「六喰……」

　と、士道が滲みそうになる涙を拭ぬぐいながら言うと、六喰が何かを思い出したようにあごに手を当てた。

「そういえば、何かを忘れている気がするのじゃが……勝負に勝ったらどうとか、美九が言っておったような」

「あっ……あー……」

　士道は頰ほおに汗あせを垂らした。美九はあのあと、別の店の下男に見つかり、そのまま逃とう亡ぼうしてしまっていたのである。

「まあ、今度でいいんじゃないかな、その話は……」

　士道は苦く笑しようしながらそう言うと、気を取り直すように小さく咳せき払ばらいした。

「それより……まだちゃんと言ってなかったな」

「むん？」

　そしてしばしのあと意を決し、懐ふところから飾かざり櫛ぐしを取り出した。

「六喰、俺と……一いつ緒しよになっちゃくれないか」

「……！」

　士道の言葉に、六喰は驚おどろいたように目を丸くし──

「ああ……ああ……困ったの」

「え……？」

「あんなにも焦こがれた星空が目の前にあるというのに……もう、主様しか見えぬではないか」

「！　それじゃあ……」

　士道が言いかけると、六喰はそれを遮さえぎるように肩かたに手を回してきた。

「むくも主様が、いっち好き」

　六喰はそう言うと、そのまま士道の唇くちびるに自分の唇を触ふれさせてきた。



















「………………へ？」

　五いつ河か士し道どうは、半ば無意識のうちに、間の抜ぬけた声を喉のどから零こぼしていた。

　もっと正確に言うなら、それが自分の声であると認にん識しきするのにさえ、一いつ拍ぱくの間を要してしまう。身体からだと精神が乖かい離りし、自分を俯ふ瞰かんするかのような感覚。否いな、そもそも一体自分とは何を示すのか──などという哲てつ学がく的命題が脳のう裏りを掠かすめる。

　だがそれも仕方のないことではあった。それくらいに、今士道の目の前に広がっている光景は、意味不明だったのである。

「…………」

　士道は冷静さを取り戻もどそうと、一いつ旦たん胸に手を当てて深呼吸をしながら、今自分に何が起こっているのかを改めて確認した。

　──今から数十分前、士道が学校で授業を受けているところに、突とつ然ぜん空くう間かん震しん警報が鳴り響ひびいた。

　そう。新たな精せい霊れいの出現だ。士道は無論、避ひ難なんする生徒たちの目を盗ぬすんで学校を出、〈ラタトスク〉の空中艦かん〈フラクシナス〉に乗り込んだ。

　そこまではいい。精霊を平和的方法によって保護するのが〈ラタトスク〉の目的であり、士道の使命である。

　だが、いつものようにインカムを耳に着け、精霊出現の現場に転送された士道は、空間震によって滅め茶ちや苦く茶ちやに破は壊かいされた街の中で、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしてしまったのである。

　その、今し方出現したという精霊の姿を、目にして。

　──爆ばく心しん地ちの中央に、一人の少女が立っていた。

　霊力で編まれたヘッドドレスに、淡あわく輝かがやくフリルで飾かざられた、まるでメイドを思わせる可愛かわいらしい霊装。

　風が吹ふくたび背をくすぐる長い髪かみに、どこか中性的な顔立ち。けれどそれは、少女の中に無骨さや勇ましさが見て取れるという意味ではなく、どちらかというと、線の細い少年のような風ふ情ぜいを醸かもし出していた。

　たとえるならば、まるで士道のような双そう眸ぼうに、士道のような鼻、士道のような口元。

　というか、それは──

「──俺じゃねえかぁぁぁぁぁッ!?」

　そこまで考えたところで、士道はたまらず悲鳴じみた叫さけびを上げた。

　そう。そこにいた精霊は、士道と──正確に言うなら女装した士道と──瓜うり二ふたつの顔をしていたのである。

「……！」

　士道の大声に驚おどろいてか、精霊の少女がビクッと肩かたを震ふるわせる。瞬しゆん間かん、右耳に付けたインカムから、士道を𠮟しかるような声が響いてきた。

『こら、何いきなり大声出してるのよ士道。精霊が怯おびえてるじゃない！』

　聞き慣れた声。士道の妹にして〈ラタトスク〉の司令、五河琴こと里りである。今は遥はるか上空に浮ふ遊ゆうする空中艦〈フラクシナス〉の中で、士道と精霊の姿をモニタリングしているはずだった。

「い、いや、だって琴里、おかしいだろ。明らかに俺じゃねえかあの精霊!?」

『……は？　一体何言ってるのよ士道。あなたいつから女の子になったの？』

　と、琴里が訝いぶかしげに言ってくる。ふざけている様子はない。本当に士道の言っている意味がわからないといった調子だった。

　……いや、確かに詳くわしく見れば、一〇〇パーセント士道と同じというわけではないのだ。

　装よそおいはもとより、それに覆おおわれた身体のラインは、明らかに男の骨格ではなく、丸みを帯びた少女のそれである。その点においてのみ言うのであれば、確かに琴里の言うことは正しかった。

　けれど、それを差し引いてなお、その少女は『士道過ぎた』。まるで鏡でも見ているかのような違い和わ感かんに、軽い目め眩まいさえ覚える士道であった。

『ちょっと、さっきからどうしたのよ士道。今日は様子が変よ？』

　士道が頭を埋うめ尽くす疑問符ふと格かく闘とうしていると、琴里が少し不安げな声を響かせてきた。

　どうやら自分が思っていたよりも長い間無言になってしまっていたらしい。士道はハッと顔を上げると、気を取り直すように頰ほおを張った。

　確かに自分に似てはいるが、逆に言えばそれ以外はいつもの精霊と変わらない。世の中にはそっくりな人間が三人いるというし、士道と同じ顔をした精霊がいるということも……まあ、あり得うるのかもしれなかった。

「……あ、ああ、悪い。ちょっとどうかしてたみたいだ」

『しっかりしてよね。──まあいいわ。彼女は識別名〈ドッペルシドー〉と呼ばれる精霊よ』

「いやもうわかって言ってるだろ!?」

『何興奮してるの。いいから行くわよ。十分注意して対応してちょうだい』

「…………」

　士道は腑ふに落ちないものを感じながらも呼吸を整えると、意を決して精霊のもとに歩みを進めていった。

「──やあ、こんにちは」

「……あ、どうも」

　士道が声をかけると、少女は小さく会え釈しやくをしながらそう返してきた。超ちよう然ぜんとした様子はない。むしろどこか親しみさえ覚える仕草だった。

　とりあえずは、精霊の喉から発された声こわ音ねが、女の子のそれであることに安あん堵どする。……が、すぐにその声が、士道が女装した際ボイスチェンジャーで変へん換かんした声にそっくりであることに気づき、士道の頰を汗あせがひとすじ伝うのだった。

　とはいえ、そこで狼ろう狽ばいしてしまっては先ほどと変わらない。士道は小さく咳せき払ばらいをしてからあとを続けた。

「俺は五河士道。君と敵対する意思はない。とりあえず、話だけでも聞いてくれないか？」

　努めて冷静に振ふる舞まいながら、言う。すると少女は、こくりとうなずきながら答えてきた。

「あ……はい。それはもちろん。私は士し織おりです。よろしく──」

「──って、やっぱり俺じゃないか!?」

「……ッ!?」

　少女が名乗った名に、士道はまたも絶ぜつ叫きようを上げてしまった。

　しかしそれも当然だ。何しろ彼女の名は『士織』。士道が訳あって女装したときのそれとまったく同じだったのである。

『士道！　どうしたのよさっきから！』

「は……っ」

　琴里に窘たしなめられ、小さく肩を揺ゆらす。今し方気を取り直したばかりなのに、またも叫んでしまっていた。

「す、すまん……驚かせちまったな」

「い、いえ……大だい丈じよう夫ぶですけど」

　士道がぽりぽりと頰をかきながら謝ると、少女──士織は、士道とまったく同じ動作をしながらそう言ってきた。士道が二度に亘わたり驚かせても、この反応。ここまで気き性しようの穏おだやかな精霊も珍めずらしかった。

「それで、話ってなんでしょう？」

　士織が、小首を傾かしげながら問うてくる。するとそれに合わせるように、インカムから琴里の声が聞こえてきた。

『各種数値は極きわめて安定しているわ。こんなに落ち着いた精霊は初めてかもね。──いいわ。ここは奇きを衒てらわず、こちらの目的を伝えてみましょう』

　士道は了りよう解かいを示すようにインカムを小さく小こ突づくと、士織に向き直った。

「ええと、実は俺は〈ラタトスク〉って組織に属していて、精霊を保護する活動をしているんだ。君も、こうして現界したときに、攻こう撃げきを受けたりしたことはないか？　ＡＳＴやＤＥＭ──ええと、簡単に言うと……」

「あ、はい、その辺りはわかります」

「そ、そっか。まあ、そいつらから君を守りたいんだ。戸こ籍せきや住居は〈ラタトスク〉が用意してくれる。霊力さえ封ふう印いんさせてもらえれば、君は普ふ通つうの人間として平和に暮らせるんだ。……どうかな？」

　士道が反応を窺うかがうように士織の目を見ると、士織は少し悩なやむような仕草を見せた。

「えっと……」

「もちろん力を封印されることに不安はあるかもしれない。でも──」

「あ、いえ、そこじゃなくて」

「え？」

　士道が目を丸くすると、士織は気まずそうに頰をかいた。

「霊力封印自体は別に構いません。むしろありがたいです。私だって戦いたいわけじゃありませんし。でも、その、封印方法が……」

「へっ？」

　士織の言葉に、士道は思わず上うわ擦ずった声を上げた。すると士織は、訴うつたえかけるような調子で続けてくる。

「いや、だって、その、想像できます？　私をデレさせてキスとか……」

　精霊の霊力を封印する方法。それは確かに、士道が好感度を上げて精霊とキスをすることである。まだ説明をしていないというのに、士織の口ぶりは、まるでそれを既すでに知っているかのようだった。

「な、なんでそんなことまで知ってるんだ……？」

「え？　あ。あー……」

　士道が怪け訝げんそうに言うと、士織はしばしの間目を泳がせてから、わざとらしくはははと笑った。

「実は私は、人の心を読める的な天使を持っていたのだー……っていうのは……駄だ目めですかね？」

「はあ……」

　士織の口ぶりと態度からは、士道を煙けむに巻こうとする意図が漏もれまくっていたが、士道はとりあえず生返事をするにとどめた。

　とはいえ、士織の言うことももっともである。彼女からしてみれば、突然自分と同じ顔の人間が現れて「さあ俺に心を開け！　キスさせろ！」と言っているようなものだ。その心理的ハードルの高さは想像に難かたくない。

　しかしそうは言っても、精霊の霊力を封印するためには他ほかに方法がなかった。そうこうしているうちにも、彼女を狩かりに、ＡＳＴやＤＥＭインダストリーの尖せん兵ぺいが──

『──士道！』

　と、士道がそんなことを考えていると、不意に琴里の叫び声が鼓こ膜まくを震わせた。

　次の瞬間、辺りに凄すさまじい爆ばく発はつ音が響き渡わたる。

「わっ!?」

「きゃ……」

　士道と士織は驚きよう愕がくの声を上げると、同時に空を見上げた。

　するといつの間にかそこに、幾いくつものシルエットが浮遊していることが見て取れる。

　無機物で構成された歪いびつな体たい軀く。長い手足に鋭するどい爪つめ。ギロリと士織を見つめるカメラアイからは、およそ感情らしきものは感じ取れない。

　ＤＥＭインダストリーの機械人形〈バンダースナッチ〉である。どうやら士織を殺害、あるいは捕ほ獲かくしにやってきたらしい。

「く、〈バンダースナッチ〉……！」

　陸自のＡＳＴ隊員であれば、一いつ般ぱん市民である士道の姿を認めて攻撃を中断してくれる可能性もあったが、〈バンダースナッチ〉相手にそのような恩情は望めなかった。

　だがそれは裏を返せば、破は壊かいしても人が死ぬことはないということでもある。身体からだには相応の負担がかかるが、数多あまたの精せい霊れいの力を封印した今の士道であれば、抗あらがう手段がないではない。士道はグッと拳こぶしを握にぎりながら空を舞う人形たちを睨にらみ付けた。

　しかし、士道が天使を顕けん現げんさせることはなかった。──士道を守るかのように、士織がすっと前に進み出たからだ。

「士織──？」

　士道が名を呼ぶと、士織は「任せて」というように手を掲かかげた。

「……ああもう、よりにもよって人目があるときに……」

　そして憎にく々にくしげに〈バンダースナッチ〉を睨ねめ付けながらそう言うと、士道の方をちらと見てきた。

「……危ないから、そこで伏ふせててください。あと、目と耳も塞ふさいでてくれますか。絶対。絶対ですよ？」

「へ……？」

　よくわからない指示に士道が呆ぼう然ぜんとしていると、士織はダッと地面を蹴けり、霊装のスカートをはためかせながら空へと飛び立っていった。

「〈究極侍女シルキー〉！」

　そのまま右手を掲げると、そこにまるで布ふ団とん叩たたきと魔ま法ほうのステッキを足して二で割ったようなデザインの天使が出現する。

　そして何やら恥はずかしそうに頰を染めながら──叫ぶ。

「キラめけ！　シルキートゥインクルハートアタ──────ックッ！」

　瞬しゆん間かん。

　士織の握った天使が玩具おもちやのように展開、ぴかーと光り輝かがやき、そこからハート型のビームが炸さく裂れつした。

　まるで、女児向けアニメのヒロインが放つ必殺技わざである。……まったく何の関係もないが、もし士道が男ではなく女に生まれ、バトル漫まん画がではなく変身ヒロインアニメにハマっていたら、そんなオリジナル必殺技を考えて練習していたかもしれないなあ……と思えるような代しろ物ものだった。士道はちょっとだけ背筋がヒヤッとした。

　が、そのファンシーなエフェクトに反して、威い力りよくは本物であった。迸ほとばしったハート型の光が、頑がん強きような〈バンダースナッチ〉のボディを貫つらぬき、薙なぎ伏せ、爆散させる。
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　数秒と経たたぬうちに、空を舞っていた機械人形たちは、物言わぬ鉄てつ屑くずとなって辺りにバラバラと落ちていった。

「お、おお……」

　と、士道が〈バンダースナッチ〉の残ざん骸がいの雨を見ながら感かん嘆たんの声を上げていると、上空の士織がふっと視線を向けてきた。

　そして、士道が目も耳も塞いでいないことに気づいたのだろう。士織が顔を真っ赤にしながら小さな声を上げてくる。

「………………見ました？」

「………………ミテナイヨ？」

　士道は目を逸そらしながら答えたが、なぜかカタコトになってしまった。

　それで全すべてを察したのだろう。士織は既に真っ赤だった顔をさらに紅潮させると、

「あ、ああああああぁぁぁぁぁっ！」

　と叫さけびを上げて、空の彼方かなたへと飛んでいってしまった。




　　　　◇




　士道と似た精霊が現れた日の翌日。

　士道は五河家のリビングに置かれたソファに横になりながら、ふぁあ……と大きなあくびをしていた。

　昨日、謎なぞの精霊・士織に逃にげられてしまったあと、〈フラクシナス〉に回収された士道は、そのまま緊きん急きゆう対策会議に出席させられていたのである。疲ひ労ろうも溜たまろうというものだった。

　とはいえ幸い今日は土曜日。学校は休みである。そこで朝食を摂とり終えた士道は、食器の片付けを後回しにし、リビングでしばしの休息を取っていたのだった。

「ふぁあ……あむっ？」

　と。士道が幾いく度ど目かのあくびをしていると、そこにやってきた琴里が、大きく開いた士道の口に何かを放ほうり込んできた。硬かたく、丸い感かん触しよく。口の中に広がる甘み。──琴里がいつも舐なめているチュッパチャプスである。

「ん……なんだ、くれるのか？」

「ええ。疲労回復には甘いものって相場が決まってるでしょ。お疲つかれ様。──ただ、ここでは構わないけど、精霊と会ってるときにあくびなんてしないでよね？」

「わかってるって」

　士道は苦く笑しようしながらそう言うと、口から飛び出た棒を指で摘つまみ、飴あめ玉だまを舐めた。どうやらストロベリー味らしい。士道が「うまい」と言うと、琴里はどこか嬉うれしそうに「でしょ」と短く答えてきた。

「……にしても、昨日の精霊は何だったのかしらね。データが少ないのは仕方ないにしろ、今までにないタイプの精霊だったわ……」

「……お、おう」

　琴里の言葉に、士道は頰に汗あせを垂らしながらそう答えた。

　昨日の対策会議の折、琴里以外の〈フラクシナス〉クルーにも、「あの精霊俺に似てますよね!?」と問うてみたのだが、返ってきた答えは「似て……る？」「まあ、目が二つに鼻と口が一つずつはあったよね……」と、何やら微び妙みようなものばかりだったのである。

　精霊の力で、皆みなの目には士織が別のものに見えていたのだろうか。それとも逆に、士道だけが幻げん覚かくでも見せられていたというのだろうか……

　と、士道が飴を舐めながらそんなことに思いを巡めぐらせていると、不意にピンポーン──という軽快な音が家に響ひびいた。

　一瞬、隣となりのマンションに住む精霊たちかとも思ったが、彼女らならチャイムなど鳴らさずに入ってくるだろう。宅配便か、それとも近所の人が訪ねてきたのかと思い、ソファから身体を起こす。

「はいはい、今出ますよ……っと」

　そして、いつの間にか舐め終わっていたチュッパチャプスの棒をゴミ箱に放ってから、廊ろう下かを渡って玄げん関かんを開け──

「────え？」

　そこで、士道は身体を硬こう直ちよくさせた。

　何しろそこにいたのは、段ボール箱を抱かかえた宅配業者でも、田舎いなかから送られてきた野菜を持った近所の奥様でもなく──

「……あの、その節はどうも」

　などと、どこか気まずげな笑えみを浮うかべる、士道と瓜うり二ふたつの顔をした少女だったのだから。

「な……、え……？」

　突とつ然ぜんのことに、しばしの間ポカンとしてしまう。廊下から玄関口を覗のぞいていたらしい琴里の「な……っ!?」という声が、妙みように大きく反はん響きようした。

「し、士……織？」

「き、来ちゃった……なんて」

　士道が半ば呆然と名を呼ぶと、士織は照れ隠かくしをするかのように、おどけた様子で小首を傾かしげてみせた。それに合わせて、彼女の長い髪かみと、プリーツスカートの裾すそが揺ゆれる。

　そう。今の士織の装よそおいは、昨日纏まとっていた侍じ女じよ型霊装ではなく、普ふ通つうの制服だったのである。

　しかし、今はそんなことよりも確かく認にんせねばならぬことがあった。激しく脈動する心しん拍ぱくをどうにか落ち着け、問いを発する。

「な、なんでこんなところに……？」

「いや、その……昨日は挨あい拶さつもなく消えてすみません。それで……あの、昨日も言った通り、できるかどうかはわからないんですけど、一応霊力は封ふう印いんしとかなきゃなあと思って……」

「そ、そうか……」

　士道は未いまだ困こん惑わくする思考の中返事を返すと、ちらと後方を見やった。

「…………！」

　すると、リビングの入り口から顔を出した琴里が、何やら激しいジェスチャーをしていることがわかる。

　そして士道のお兄ちゃんアイにかかれば、その意図を読み取ることは容易たやすかった。「行きなさい」「サポートする」「待たせるな」──おおよそこんなところだろう。

　概おおむね士道と同じ意見である。士道はすぐさま士織に向き直ると、表情に緊きん張ちようを滲にじませながらもこくりと頷うなずいた。

「あ、ああ……そうだな。──琴里、ちょっと出てくる。上着だけ持ってきてくれるか？」

「──！　ええ」

　士道が言うと、琴里がその意図を察したように頷き、リビングから士道の上着を持ってきた。

　それを羽織ってから靴くつを履はき、士織の目を盗ぬすんで上着のポケットを探さぐる。するとそこには予想通り、琴里が仕込んでくれたらしいインカムの感触があった。

「じゃあ、行こうか」

「は、はい」

　と、士道と士織がどちらからともなく頷き合うと、二人並んで道を歩いていった。







　──そして、士道と士織のデートは始まった。

　かつてないほどにスムーズな、しかし不自然極きわまる導入。デートに誘さそったのは士道ではなく精せい霊れいで、しかも精霊は、こちらの事情をかなりの部分まで把は握あくしている様子である。それこそ、心を読めるというのが単なる冗じよう談だんに聞こえないほどに。

　とはいえ、そんなことばかり考えていると、また無言になってしまう。士道は精霊を気まずくさせないよう、努めて明るく喋しやべりかけた。

「いやー、それにしても、今日はいい天気だな」

「はい、そうですね。晴れてよかったです」

「…………」

「…………」

「そういえば昨日はありがとうな。助けてくれて……」

「いえ、気にしないでください。私も困ってたんです、ＤＥＭには」

「…………」

「…………」

「……ご、ご趣しゆ味みは」

「え？　料理……とか？」

『──お見合いかっ！』

　と、そこでインカムから琴里の声が響いてくる。どうやら五河家から〈フラクシナス〉に移動し終えたらしい。

『間を持たせるにしても当たり障さわりなさ過ぎよ、士道。もっと踏ふみ込んだアプローチをしないと！』

「……いやだっていつも以上に何すればいいのかわからないんだもんよう」

　士織に聞こえぬよう声をひそめてインカムに囁ささやくと、琴里の大きなため息が鼓こ膜まくを震ふるわせてきた。

『まあいいわ。ちょうど選せん択たく肢しが出たところよ』

　そしてそんな琴里の声ののち、選択肢を読み上げる電子音声がインカムから響く。

　①さりげなく手を繫つないでみる。

　②さりげなく肩かたを抱だいてみる。

　③さりげなくスカートを捲めくってみる。

『……よし、決まったわ士道。③よ』

「なんで③になるんだよ……っ!?」

　琴里からの指示に、思わず上うわ擦ずった声を上げる。さすがにそれには士織も気づいたらしい。ビクッと肩を震わせて驚おどろいたように士道を見てきた。

「ど、どうかしましたか……？」

「い、いや……」

　士道は曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かすと、再び士織と並んで歩き出した。士織はしばらく怪け訝げんそうな顔をしていたが、やがて「まあいいか……」というように頰ほおをかいて視線を前に向けた。

『もう、気を付けなさいよ士道』

「……誰だれのせいだ、誰の」

『大だい丈じよう夫ぶよ。こっちでモニタリングしてる数値は非常に安定してるわ。③に成功すれば、今後の行動にかなり幅はばが出るはずよ』

「本当かよそれ……どうなっても知らないからな……」

　士道は渋じゆう面めんを作りながら息を吐はくと、意を決してトン、と一歩後方にステップした。

　そしてそのまま士織の背後に回り込み、心の中で「すまん……！」と謝りながらスカートを捲り上げた。

「きゃ……っ!?」

　バサッとスカートが舞まい上がり、下着──ではなく、ショートパンツが露あらわになる。どうやらここも、士道と同じだったらしい。

　とはいえ、恥はずかしいものは恥ずかしいらしかった。微かすかに頰を染めながら、困惑した様子で士道を見てくる。

「い、いや、ちょっと、いきなり何するんですか」

「ご……ごめん」

　士道が素す直なおに謝ると、士織は何かを察したように大きくため息を吐ついた。

「……で？　他ほかの選択肢は何だったんです？」

「え？」

　士道は目を丸くした。それはそうだ。何しろ精霊に、選択肢のことを言い当てられたのだから。

　とはいえ、この士織に関しては今さらのことである。士道は申し訳なさそうに肩をすぼめながら答えた。

「……①、手を握にぎる。②、肩を抱く。だったんだが……」

「いやそれどう考えても①ですよね!?　百ひやつ歩ぽ譲ゆずっても②が限界ですって！」

「……！　だよな！　そう思うよな!?」

「当たり前でしょう、いきなり女の子のスカート捲るとかあり得ませんから！　どうせ選択したの神かん無な月づきさんとか中なか津つ川がわさんでしょう!?」

「ああその二人は絶対票入れてる！　何なら神無月さんは捲ったあとの平手打ちが目的で入れてるまである！」

「あり得る！　あの人はもう！」

「実行する身にもなれってんだ！」

　……と、ひとしきり叫さけんだところで、二人は互たがいにハッと目を見開いた。

「な、なんか……すまん」

「いえ、こっちこそ熱くなって……」

　互いにそう言って、あははと苦く笑しようする。……非常に不本意ながら、スカートを捲ったことにより、互いに本音が引き出された感があったのだった。

「…………」

　そして──図はからずもそのやり取りは、士道の脳のう裏りに一つの可能性を生じさせた。

　士織は──なぜか他の皆みなからの賛同は得られないものの──士道にそっくりな容よう貌ぼうをしている。そしてある程度〈ラタトスク〉の知識を有し、今の反応を見る限り、士道と近しい考え方を持っているようでもあった。

　と、するならば──

「……なあ、ちょっと行きたいところがあるんだが、付き合ってくれるか？」

「えっと……それはつまり、デートってことですよね？」

　士織が、少し上うわ目め遣づかいになりながら言ってくる。

　そんな反応をされると、こちらも少し照れる。士道もまた、少し頰を染めながら首しゆ肯こうした。

「ま、まあ、そうだな」

「……はい。喜んで。私たちの戦争デートを──始めましょう？」

「いやそれまで知ってるのかよ!?」

「あはは……一度言ってみたくて」

　などと、士織が照れくさそうに笑ってくる。士道はふっと頰を緩ゆるめてから頷くと、士織を連れて街へ歩いていった。







　そして、十数分後。士道と士織は、とある場所へと辿たどり着いた。

「さあ士織──ここが人類の叡えい智ちが作りだしたエルドラドだ！」

「こ、ここは……」

　士道がバッと両手を広げながら言うと、士織は驚いたように目を見開いた。

　辺りに広がるのは、広大な敷しき地ちにずらりと整列した商品棚だなと、そこに並べられた膨ぼう大だいな数の品々である。その内容は多た岐きにわたり、掃そう除じ用品、洗せん濯たく用品、工作用品に至るまで、日々の生活に関するものが全すべて揃そろってしまいそうですらあった。

　そう。いわゆるホームセンターである。

　少なくとも、年とし頃ごろの女の子をデートで連れてくるような場所ではない。けれど、士道には奇き妙みような確信があった。士織ならばきっと──

「──！　し、士道さん！　見てください！　このハンガー、掛かけるところが可動式になっていてＴシャツの首回りを傷いためないようにできてます！」

　士織が便利グッズを手に声を上げてくる。士道もまた、興奮とともにそれに返した。

「なんだって!?　しかも構造的にシャツを引っ張るだけで外せる……!?」

「ええ！　あっ、こっちは枕まくらを洗ってそのまま干せるネット……!?」

「こっちも見てみろよ。高温スチームで油汚よごれを落とすクリーナーだ！」

「ああっ、みるみるうちに油汚れが!?」

　二人は子供のように目をキラキラと輝かがやかせながら、しばしの間ホームセンターを満まん喫きつした。







　それからまた数十分後。

　ひとしきり便利グッズを堪たん能のう（ついでに一部を購こう入にゆう）した二人は、ホームセンターに併へい設せつされた園芸店で、野菜の苗なえを興味深げに見つめていた。

「んー、前々から家庭菜園に興味があるんだけど、やっぱり難しいのかね」

「そんなことありませんって。庭くらいのスペースがあれば十分ですし、プチトマトやピーマン、ナスなんかは初心者にも作りやすいですよ」

「なるほど……チャレンジしてみるか」

　などと、真しん剣けんな様子で話し込む。ちなみに園芸店には綺き麗れいな花の苗なども多数取りそろえてあったのだが、士道と士織が見ているのは食べられるものばかりだった。

「あとハーブ系なんか便利だと思いますよ。ちょっと香かおり付けに欲ほしいときなんか、葉を一枚だけとってくる、なんてことも」

「あ、それいいな。店で買うと余りがちだし。でも繁はん殖しよく力が強いらしいから、他の野菜と分けてプランター栽さい培ばいにしないとな」

「あ、あと野菜の茎くきにアブラムシがついたら、牛乳を霧きり吹ふきで吹きかけると駆く除じよできますよ」

「な……そんな裏うら技わざが……!?」

　士道がくわっと目を見開くと、士織が楽しそうに笑った。







　そして、それからさらに数十分後。

　二人は通り沿いにあるスーパーマーケットで、この上なく白熱していた。

「士織！　卵二パック確保したぞ！」

「こっちもラップとアルミホイル二つずつ確保しました！」

「よし、あと特売品は──」

「あ！　トイレットペーパーが一八八円……!?　お一人様一つまでです！」

「マジか！　いくぞ士織！」

「はいっ！」

　二人は近所のスーパーマーケットの大特売市に繰くり出し、パワフルかつエネルギッシュな奥様方の合間をすり抜ぬけるようにしながら、目的の特売品を集めていた。

　するとそんな中、スピーカーから店員の声が流れる。

『──えー、ただいまより、精肉コーナーにて国産牛ブロック肉、一〇〇グラムあたり二九八円、二九八円でのご奉ほう仕しを開始いたします。本日だけの大特価。是ぜ非ひこの機会に──』

「……!?　何だと!?　そんなのチラシには書いてなかったぞ……！」

「ふ……っ、たまりませんね、これが戦場のリアルってやつですか……！」

　士道と士織は一いつ瞬しゆん視線を交かわし合うと、どちらからともなくニッと笑い、奥様方の戦場へと身を投じていった。




　　　　◇




「うーん……」

　天てん宮ぐう市上空一万五〇〇〇メートルに浮ふ遊ゆうする空中艦かん〈フラクシナス〉。その艦長席で、士道と士織が映し出されたメインモニタを見ながら、琴里は難しげにうなり声を上げていた。

「好感度良好、精神状態安定……数値だけを見れば理想的な進行に見えるけど……」

　琴里が口にくわえたチュッパチャプスの棒をピコピコ動かしながら言うと、艦かん橋きよう下段にいたクルーが苦笑してきた。

「デートってよりは男友達と遊んでる……って感じですよね」

「……そうなのよね」

　琴里は額に手を当てながらため息を吐いた。

　そう。二人はもの凄すごく楽しそうであるし、数値的にも順調そのものなのだが、その実、ギリギリのところで封ふう印いん可能域に達していなかったのである。まさに、仲のよい男友達といった風ふ情ぜいだった。……いや、巡めぐっているのがゲームセンターやファストフード店でなく、ホームセンターやスーパーであるあたり、どちらかというと主婦仲間といった方がしっくりくるかもしれなかったが。

「たぶん、趣しゆ味みや嗜し好こうが驚おどろくほど似てるんでしょうね……士道も無理してる感じしないし」

　琴里は悩なやましげに腕うで組ぐみした。

「とはいえ……このままだとまずいわね。良くも悪くも関係性が安定しつつある。完全に男友達コースに乗ってしまうと、挽ばん回かいが難しくなるわ。あと一歩──それこそ、ほんの僅わずかでも士道にキュンとするような出来事があれば封印可能域に達しそうではあるのだけれど……」

　朗ほがらかに笑い合う士道と士織の姿をもう一度見て、琴里は難しげにあごを撫なでた。




　　　　◇




「はー……大漁ですね」

「ああ、やるじゃないか士織。大特売市であそこまで軽快に動けるなんて」

「あはは、任せてください。ああいうのは得意なんです」

　スーパーでの死し闘とうを終えた士道と士織は、両手にいっぱいの戦利品を抱かかえながら道を歩いていた。奇妙な連帯感。あの戦場をともにくぐり抜けた二人の間には、もはや戦友のような信しん頼らい関係が芽生えていた。ような気がした。

　……いや、無論士道にもわかってはいるのだ。今日のデートコースが限りなくアウトに近いものであるということは。

　ホームセンターに園芸店、終しまいにはスーパーの特売である。普ふ通つうの女の子が相手であったなら、最悪その場で平手打ち、その後音信不通になってもおかしくはなかった。

　しかし士道の予想通り、士織は士道と趣味嗜好が非常に似通っているらしく、喜んでそれらについてきてくれたのだった。実際琴里から伝え聞く数値も、非常に良好らしい。

　とはいえ、士織の精神状態が、男友達のような関係性で安定しつつある、とも指し摘てきを受けていた。彼女の霊れい力りよくを封印するためには、士織を少しでもキュンとさせねばならないらしいが──

　と、士道がそんなことを考えていると、士織がそれを察したように苦笑した。

「……正直超ちよう楽しかったですけど、たぶんこれだけじゃ駄だ目めなんですよね……？」

「……本当に鋭するどいな、おまえは……」

　士道が士織と似たような苦笑を以もつて返すと、士織はしばしの間考え込むような仕草をしたのち、再び口を開いてきた。

「そうですね……あの、私、家庭的な男性って、素す敵てきだと思うんですよ」

「え？」

　突とつ然ぜんの言葉に目を剝むく。すると士織は少し恥はずかしそうに頰ほおを染めながら続けてきた。

「だから、もし士道さんが、私より美味おいしい料理を作ってくれたりしたら……ちょっとキュンときちゃうかもです……なんて」

　そしてそう言って、冗じよう談だんめかすようにあははと笑う。

　しかし士道は今度は笑い返すことはせず、真剣な表情で以て「ふむ……」とうなった。

「料理……か」

　両親が家を空けがちな五河家において、もっぱら台所を取り仕切っているのは士道である。特技は？　と問われたなら料理と答えても差し支つかえないくらいには得手としているつもりだった。

「──よし、わかった。やってみよう。買った食材も冷蔵庫に入れたいし、とりあえず俺の家でいいか？」

「！　はい、もちろん！」

　士織が、パァッと顔を明るくしながら頷うなずいてくる。士道は士織とともに、五河家へ至る道を歩いていった。

　スーパーと五河家はさほど離はなれていない。二人はほどなくして、五河家へと辿り着く。

　と、家に帰り手洗いを済ませた士道が食材を冷蔵庫に入れていると、何やら士織が士道のエプロンを身につけ、腕うでまくりをし始めた。

「士織？　俺が料理するんじゃなかったのか？」

「ええ。でも、言ったじゃないですか。私より美味しい料理を作ってくれたら、って。まずは私の腕を知ってもらわないと不公平ですよね？」

　士道が尋たずねると、士織がにこりと笑いながらそう返してきた。

　どうやら士織も腕に覚えがあるらしい。士道は「面おも白しろい」と、地区予選に偵てい察さつにやってきたライバル校の生徒のような姿勢で壁かべに背を預けながら頷いてみせた。

「じゃあ、お手並み拝見させてもらうよ」

「ええ。せっかく牛肉を買ってきましたし、ビーフシチューでもいってみましょうか」

　すると、士織は唇くちびるの端はしを小さく上げたかと思うと、バッと右手を掲かかげた。

「〈究極侍女シルキー〉！」

　そしてその名を呼ぶと、次の瞬間、士織の手に布ふ団とん叩たたきに羽が付いたようなデザインの天使が顕けん現げんする。

　だが、それで終わりではなかった。

「──【美味礼賛タバツフ】！」

　士織がそう叫さけぶと、天使がバラバラのパーツに分解し、別の姿に変へん貌ぼうを遂とげていったのである。

　──切れ味の良さそうな、万ばん能のう包丁の形へと。

「おお……っ!?」

　士道が驚きの声を上げると、士織はフッと得意げに微笑ほほえみ、数度くるくると包丁を回転させたあと、まな板の上に置かれた食材を切り分けていった。

「はぁぁぁぁぁぁっ！」

　凄すさまじい気き迫はくとともに、一瞬にして食材が適切な大きさに分断されていく。──否いな、それだけではない。士織に切られた食材は、まるで料理漫まん画がの演出のように光り輝かがやきながら弧こを描えがき、ひとりでに鍋なべの中へと投入されていった。

「ふ──ッ」

　士織はコンロに火を点ともすと、踊おどるように鍋を操あやつり、流れるように調理を行っていった。

　そして、それからおよそ五分後。

「──さあ、できました。熱いうちに召めし上がれ！」

　士織は完成した料理を皿に盛りつけると、いつの間にか作っていたサラダと、いつの間にか焼いていたパンとともに、ダイニングテーブルに並べてみせた。

「な……ッ!?　馬ば鹿かな……！」

　士道は、信じがたい光景に目を剝いた。──明らかに、早すぎる。こんな短時間でビーフシチューが完成するはずがない。

　しかし、目の前に給仕されたそれは、非の打ちどころがないくらい完かん璧ぺきな出で来き映ばえであった。

「ふふ、文句は食べてからどうぞ」

　士道の動どう揺ようを察したのだろう、士織が恭うやうやしく促うながしてくる。

　士道は辺りに漂ただよう得も言われぬ香かおりにごくりと喉のどを鳴らしながらスプーンを手に取り──微かすかに震ふるえる手でシチューを口に運んだ。

「──────」

　──美味、也なり。

　一瞬、頭の中がそれのみで埋うめ尽つくされる。

　数日間寝ねずの番をして煮に込こんだかのような深いコク。舌で押し潰つぶせるくらいに柔やわらかい牛肉。芳ほう潤じゆんな甘みを保ちつつ決して主張しすぎない野菜──それらが渾こん然ぜん一体となって士道の舌の上に永遠の楽土を築き上げた。

　まさに神品と呼ぶに相応ふさわしい逸いつ品ぴん。士道の目には、うっすらと涙なみださえ浮うかんでいた。

「ふ、ふまい……」

　士道が震える声で言うと、士織が嬉うれしそうに微笑んだ。

「でしょう？　私の天使〈究極侍女シルキー〉は、あらゆる食材を最高の状態に導いてくれるんです」

　そしてそう言って、包丁形の天使を掲げてみせる。なるほど、確かに天使の力としか形容しようのない至上の美味であった。

「まあ、とはいえご存じの通り精せい霊れいの身ですから、せっかく作っても食べさせる相手がいないんですけどね」

「そ、そうなのか？　なんてもったいない……」

「あはは、そう言ってもらえると嬉しいです。たまに自分では食べますけど、人間と違ちがって毎日ごはんを食べなくても死ぬわけじゃないですし。宝の持ち腐ぐされってやつですよね」

　やれやれと苦く笑しようしながら、士織。

　確かに、なんとももったいない話ではあった。最高の味を引き出す天使と、それを操る士織の卓たく越えつした技量。もしもこんな料理を毎日食べられたならどんなに幸せだろう。考えただけで──

『──って、士道！　あなたがキュンとさせられてどうするのよ！』

「…………はっ！」

　鼓こ膜まくに琴里の叫びが突つき刺ささり、士道はハッと我に返った。

　危ないところであった。あまりの美味しさに、一いつ瞬しゆん若奥様姿の士織を想像しかけていたのである。──自分と同じ顔をしているとわかっているのに、だ。士道は未いまだドキドキする心臓の鼓こ動どうを抑おさえるように胸むね元もとに手を置いた。

　──しかし、困ったことになった。士道も料理が得意なつもりであったが、このような神がかった味を前にしてしまっては児じ戯ぎも同然だ。仮に〈ラタトスク〉に頼たのんで高級食材を揃そろえたところで勝負にならないだろう。こうして考え事をしている最中も、シチューを口に運ぶ手が止まらない。おかわり。やはり、この天使と腕を持つ士織を料理で感動させることなど──

「…………」

　瞬間。一つの可能性が、士道の脳のう裏りを掠かすめた。

「どうしました、士道さん。まだいっぱいありますよ？」

「えっほんと──じゃなくて。いや、おかわりはもらうけど、それはそれとして……」

　士道は気を取り直すようにコホンと咳せき払ばらいをすると、士織の目をジッと見つめた。

「──俺の料理にはちょっと準備が必要なんだ。夕食をご馳ち走そうするってことでいいか？」

「え？」

　士道の言葉に、士織は不思議そうな顔をした。




　　　　◇




　──そして、それから数時間後。

「おお、来たかシドー！」

「むん、準備はできておるぞ、主ぬし様」

「楽しみ……です」

　士道が士織を連れて精霊マンションの裏庭を訪おとずれると、そこに集まっていた精霊たちが、一いつ斉せいに視線を向けてきた。

　十とお香かに、四よ糸し乃のに、七な罪つみに、六む喰くろ。耶か俱ぐ矢やに夕ゆ弦づるに折おり紙がみ、美み九く、二に亜あ。そして〈フラクシナス〉にいたはずの琴里までもが、そこに集結している。

　無論、これだけの人数が偶ぐう然ぜん一堂に会するはずはない。先ほど士道が皆みなに連れん絡らくを取り、事情を説明して集まってもらっていたのである。

「え、ええと……」

　突然たくさんの少女たちに囲まれた士織が、困こん惑わく気味に苦笑する。が、それに反して精霊たちは士織の姿を見るなり、興味深そうに目を輝かせた。

「呵か々か！　御お主ぬしが士道の言っていた新たな精霊か。我が名は耶俱矢。颶ぐ風ふうの御み子こ・八や舞まい耶俱矢！　その貴き名を心に刻むがよい！」

「挨あい拶さつ。初めまして。士織──ですね？　夕弦です。こちらは八舞の夕弦じゃない方、耶俱矢です」

「じゃない方っていうのやめてくんない!?」

「はは……よろしくお願いします」

　士織が、精霊たちと挨拶をしあう。やはりというか何というか、最初こそ驚おどろいていたものの、初対面とは思えないほどに和なごやかな様子だった。

　まあ、一部──

「きゃぁぁぁぁぁ！　新しい精霊さんも美人さんですぅぅぅ！　しかもなんだかどこかであったことがあるような気がしまぁぁすっ！　運命ですか!?　運命ですよね!?　前世って信じますかー!?　たぶん私と恋こい人びと同士だったりとかしましたよねぇ!?」

「……！　不思議。士道以外には反応しないはずのオリリンセンサーが反応を示している。シャッターを切る手が止まらない。士道、もっと士織に寄って。二人が同時に存在するこの奇き跡せきをデータに収めておきたい」

　……などと、妙みようにテンションの高い面々がおり、士織も苦笑を余よ儀ぎなくされているようではあったけれど。

「……士道、士道」

　と、そんな中、小声で士道の名を呼びながら脇わきを小こ突づいてくる少女がいた。──琴里だ。

「一応指示通り準備はしたけど、本当に大だい丈じよう夫ぶなんでしょうね……？」

「んー……どうだろうな。たぶん？」

「煮え切らないわね……」

　琴里が半眼を作りながら士道を睨にらみ──しかし肩かたをすくめるようにして息を吐はく。

「ま、いいわ。決め手を欠いていたのは事実だし。ここは、直接触ふれ合った士道の直感を信じるわ」

「おう」

　と、士道が小さく頷うなずくと、美九と折紙の魔まの手から逃のがれてきた士織が、訝いぶかしげに声をかけてきた。

「それで……一体何をするんですか？　夕飯を作ってくれるんじゃあ……」

「ん？　もちろん作るさ」

　士道はそう言うと、皆を示すように手を広げた。

「──みんなで、な」

「え……？」

　士織が、キョトンと目を丸くする。

　するとそれに合わせるかのように、裏庭に集まっていた精霊たちが右に左に移動し、そこに用意されていたものを士織に示してみせた。

　大きな鍋や飯ごう、レンガで組まれたかまど。そしてどっさりと積まれた、数々の食材を。

「これは……」

「まあ、みんなで作るならカレーが無難かなと思ってさ」

「は、はあ……」

　士織が、未だ状じよう況きようが理解しきれていないという顔をしてくる。

　士道は「まあ、見てな」というように親指を立てると、皆に号令をかけるために声を張り上げた。

「よし！　じゃあ始めるか、みんな！」

『おーっ！』

　皆が一斉に拳こぶしを振ふり上げ、それに応こたえる。一いつ拍ぱく遅おくれて士織も、「お、おー」と躊躇ためらいがちに参加していた。







　──そして、精霊たちの野外調理は始まった。

　カレー班、ご飯班、火おこし班に分かれ、皆それぞれの仕事に入る。あるいは台にまな板を並べて肉や野菜を切り分け、あるいは米を研とぎ、あるいは薪たきぎに火を付ける。

　とはいえ皆が皆それらの作業を得手としているわけではない。すぐに数名の精霊たちから声が上がり始めた。

「むん……じゃがいもの皮とは上手うまく剝むけぬものじゃな……」

「なんだか、目がむずむずします……」

「はぁっ！　焦シヤル熱ラハロ業ート・火焰フオイア！……って、全然点つかないんだけど!?」

「ああ、それはだな……」

　と、士道がそれらに対応しようとすると、それより早く士織が、条件反射のように皆の元へと寄っていった。

「──六喰ちゃん、無理に包丁でやろうとすると危ないので、ピーラーを使うといいですよ。四糸乃ちゃん、タマネギは水中眼鏡をかけながら切ると目が痛くなりません。よかったら試ためしてみてください。それと耶俱矢さん、いきなりそんな太い薪に火を付けるのは難しいですよ。まずは新聞紙を丸めたものに……」

　などと、テキパキと指示を飛ばしていく。精霊たちは「なるほど！」というように頷くと、それぞれの作業に戻もどっていった。

　するとそこで、士道や琴里の視線に気づいたのだろう。士織がハッとした様子で肩を震わせた。

「あ、すみません……出しゃばった真似まねを」

「何言ってるのよ、士織」

「そうだぞ。むしろ助かるよ。まだ慣れてない子も多いから、よかったら見てやってくれ」

　と、琴里と士道が言うと、その背後から気の抜ぬけた笑い声が聞こえてきた。──二亜だ。椅い子すに腰こし掛かけ、上じよう機き嫌げんそうに缶かんビールを傾かたむけている。

「えっへっへ、やー、ああいうとこでさっと動けるのは実際大したもんよ、しおりん。まるで少年みたいだにゃー。いいお嫁よめさんになれるよー」

「……なんで俺みたいだといいお嫁さんになれるんだ？」

「ていうかそれ以前に、二亜はみんなが作業してるのに何早々にビールを開けてるのかしら？」

「ぎくっ」

　琴里にギロリと睨まれ、二亜がわかりやすくギクッとする。

　しかし、二亜がそれ以上追つい及きゆうされることはなかった。なぜならちょうどそれに合わせるように、まな板の方から助けを求める声が響ひびいてきたからだ。

「きゃーん！　ニンジンさんが胸元に入っちゃいましたー！　取ってください士織さぁぁぁん！」

「──士織。不注意で指先を切ってしまった。舐なめて」

「え、ええと……」

　……一応助けを求める声には違ちがいなかった。士織が困惑気味に眉まゆを八の字にしながら頰ほおに汗あせを垂らす。

　──とまあ、そんなこんなはあったものの、基本は皆真面目まじめに料理をし、およそ一時間をかけて、精せい霊れい特製カレーは完成した。

　無論、せっかく野外で調理したのだから、食べるのも空の下がベストである。士道たちはマンションの裏庭にキャンプ用のテーブルと椅子を設営し、そこに並んで腰を落ち着けた。

　そして各おの々おの皿に好きなだけカレーを盛りつけ──ぱちん、と手を合わせる。

「じゃあ、いただきます」

『いただきます！』

　士道の声に呼応するようにして、精霊たちがぺこりと小さく礼をしたのち、一斉にスプーンを手に取る。

　そしてカレーとご飯を適量すくい取り、それを口へと運んでいった。

「おお……！　美味うまいなシドー！　本当にこれを私たちが作ったのか!?」

「……ん、まあ、普ふ通つう？　悪くはないんじゃない……？」

「またまたなっつんはそんなこと言ってー。素す直なおじゃないんだからぁー」

　などと、わいわいと賑にぎやかに喋しやべりながら、自分たちの作ったカレーライスに舌した鼓つづみを打つ。

　それを満足げに眺ながめてから、士道は隣となりに座る士織に視線を向けた。

「士織も、どうだ？」

「！　はい……いただきます」

　士道と同じように精霊たちの様子を見ていた士織は、皆に倣ならうようにスプーンでカレーを掬すくい上げ、数すう瞬しゆんの間ジッと見つめたのち、ぱくりと口に入れた。

　そしてしばしの間、丁てい寧ねいに味を見るようにもぐもぐと咀そ嚼しやくする。そんな士織の様子に気づいてか、精霊たちは一いつ旦たん手を止め、士織の感想を待つようにそちらに視線を送った。

　こくん、と士織が喉のどを鳴らす。

　そしてふうと息を吐きながら──遠くを見るように小さく顔を上げた。

「ああ──美味おいしい」

『…………！』

　士織の言葉に、精霊たちがわぁっと盛り上がる。

　士織は笑え顔がおでそれに応えながら、もう一度息を吐いて士道の方を見てきた。

「……知りませんでした。みんなで作ってみんなで食べるごはんって、こんなに美味しいものなんですね」

　そして、感かん慨がい深げにそう言う。

　そう。顔形だけではなく、考え方や趣しゆ味み嗜し好こうも士道とそっくりな士織だが、一つだけ決定的に違うことがあった。

　それは、彼女が精霊であり、それゆえに──団だん欒らんの食しよく卓たくを知らないということであった。

　確かに天使の力を借りた士織の料理は絶品の一言だ。対して、今士道たちの目の前にあるカレーは、お世辞にも完かん璧ぺきとは言い難がたい。野菜の大きさはまちまちであるし、ちらほらと焦こげも見受けられる。
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　だが──皆みなで作って皆で一いつ緒しよに食べるその味は、どんな料理にも負けないくらいに輝かがやきを放つのだ。

　少なくとも士道は、一人で食べる至高の逸いつ品ぴんよりも、皆で食べる大衆料理の方が好きであったし、士織もきっとそうだろうという確信があった。

　と、士道が満足げに微笑ほほえんでいると、士織が唇くちびるを尖とがらせてきた。

「……まあ、士道さんのやり方はちょっとずるい気もしますけど」

「え？　そ、そうか？」

「そうですよ。料理したの士道さんだけじゃないですし……まあ色んな意味で家庭的ではありましたけど……」

　そして、少し拗すねるかのような口調でそう言ってくる。士道は「悪い悪い」と笑いながら肩かたをすくめた。

　と──

「……っ!?」

　その瞬間、着けっぱなしにしていたインカムから、アラームのような音が鳴り響く。

　その音には聞き覚えがあった。精霊の好感度が、封ふう印いん可能域に達した際の合図である。

「……！」

　どうやら琴里もインカムを着けていたらしい。「行け！」と言うように士道に目配せをしてくる。

「い、今か……？」

　琴里が力強い首しゆ肯こうで以もつて返してくる。士道ははあと息を吐はきながら士織に向き直った。

「あー……っと、だな、士織」

「はい？　どうかしましたか？」

「いや、その……なんだ、どうやら……今、いけるらしい」

「…………あっ……、あー」

　士道が躊躇いがちに言うと、士織は全すべてを察したように頰を赤らめた。

「……そうですか。いけちゃいますか……まあ確かにちょっとグッときちゃったかもしれませんけど……」

「……おう、なんか……すまん」

「いえ……気にしないでください。それで……ええと……やります？」

「まあ……ん、そうだな……やっとくか……」

「ああもう、間ま怠だるっこしい！」

　士道と士織が間合いをはかっていると、琴里が焦じれたように二人の首根っこをひっつかみ、その場に立たせた。

「ほら、早くそっちで済ませてらっしゃい！」

「お、おう……」

「い、行きましょうか……」

　士道と士織はそろそろとした足取りで、マンションの裏手側に歩いていくと、大きく深呼吸をしたのち、向かい合った。

　そしてジッと互たがいの目を見ながら、肩に手を当て──

　そこで、美九と折紙、二亜が姿勢を低くしながらスマートフォンのカメラを構えていることに気づいた。折紙だけは一眼レフだった。

「…………」

「……何してんだ、おまえら」

「いえいえ！　私たちのことは気にしないでくださいー！」

「何も問題はない。さあ、早く」

「資料だから！　流出はさせないから！」

　と、三人がやたら早口で促うながしてくる。

　だが次の瞬間、ポカッ、ポカッ、バキッ！　っと、コミカルな音を立てて琴里の鉄てつ拳けんが三人の頭に落とされた。

「はいはい、カレーが冷めちゃうわよ」

「そんなー！　生殺しですぅぅぅ！」

「離はなして琴里。歴史的瞬間を捉とらえなければ」

「ていうか妹ちゃんあたしだけ威い力りよく強くなかった!?」

　などとうめきながら、三人がざりざりと引きずられていく。

　そんな三人を見送ってから、士道と士織は再び向かい合った。

「……じゃあ、よろしく」

「……いえ、こちらこそ、よろしくお願いします」

「…………」

「…………」

「……ははっ」

「……ふふ」

　なんだか見つめ合っていると、笑えてきてしまった。

　ロマンティックとは言い難い光景。けれど士織とのキスは、きっとこれでいいのだろう。士道は士織の頰が緩ゆるんだ瞬間、ぐっと肩を引き寄せ、唇と唇を触ふれ合わせた。

　──キスを介かいして、身体からだに温かいものが流れ込んでくるかのような感覚を覚える。それは紛まぎれもなく、霊力封印に成功した際の特とく徴ちようであった。

　ちなみに、霊力を封印したというのに、士織の衣服が光となって消えることはなかった。恐おそらく、霊装を変化させたのではなく、本物の服を着ていたのだろう。──まるで、この結末を予想していたかのような備えだった。

「……戻もどるか」

「……そうですね」

　肩をすくめながら互いにそう言って、士道と士織は皆の元へと戻っていく。

　けれど──その間、士道と士織が目を合わせることはなかった。

　気き恥はずかしかったというのは確かにある。気まずかったというのも、ある。

　けれど、一番の理由は──

　少し。ほんの少しだけ。

「…………」

　自分と同じ貌かおをした精霊とのキスに、なんだか悪いことをしているような、妖あやしい興奮を覚えてしまったからだった。



















「ん……」

　小さな呻うめきとともに、士し道どうは目を覚ました。

　否いな──目を覚ました、という表現が今の状じよう況きようを指すのに適当であるかどうかは、士道自身にもわからなかった。深い水の中から抜ぬけ出たような感覚はあるのだけれど、夢から現実に戻もどったという実感がない。意識は段々とはっきりしていくが──否、はっきりしていくからこそ、自分の置かれた状況に違い和わ感かんが募つのっていく。

　言うなれば、夢の中で覚醒したかのような、奇き妙みような感覚。明めい晰せき夢むというのは、こういう状態のことを指すのだろうか。士道は小さく頭を振ふりながら、辺りの様子を見回した。

「……なんだ、ここ」

　少なくとも、自分の部屋でないことはすぐにわかる。漆しつ黒こくの闇やみが広がる、暗い空間。今の今まで横になっていたのも、慣れ親しんだベッドではなく、固い地面の上だった。……が、その地面でさえ、改めて踏ふみしめてみると、土のような、ゴムのような、しかし鉄のような感かん触しよくがして、士道を困こん惑わくさせる。

　自分を包む全すべてが曖あい昧まいで、全てが模も糊ことした不可思議な空間。まさに夢の中としか表現しようがない世界であった。

　と──

「……っ!?」

　そこで、士道は小さく息を詰つまらせた。

　どこまで広がっているのかすら窺うかがい知れない闇の中に仄ほのかな光が灯ともったかと思うと、その光が、少女の姿に変へん貌ぼうしていったのである。

　美しい夜色の髪かみに、白い面おもて。意識を失っているのだろうか、ぐったりとした様子で地面に横たわっている。

「十とお香か……!?」

　その姿を見て、士道は思わず声を上げ、少女のもとに駆かけ寄った。

　そう。そこに現れたのは、士道のクラスメートにして精せい霊れい、夜や刀と神がみ十香その人だったのである。

「十香、大だい丈じよう夫ぶか、十香！」

「ん……む……？」

　抱だき起こし、肩かたを揺ゆすると、十香は数度目をしばたたかせてから小さな声を上げた。次いで、大きなあくびを一つ零こぼす。どうやら、意識を失っていたというより、眠ねむっていたらしい。

「……どうしたのだ魔ま術じゆつ師しよ。何か問題でも起こったのか？」

「へ？」

　十香の言葉に、士道は目を丸くした。

　すると、士道の怪け訝げんそうな様子を見てか、十香が微かすかに眉まゆ根ねを寄せる。

「ぬ……？　魔術師ではなかったか？　ああそうか、教育実習の先生だったな。……いや、それとも編集者だったか……？」

「十香？　一体何を言って──」

　瞬しゆん間かん、士道は軽い頭痛を覚えた。

「ぐ……っ」

　それと同時、朧おぼろ気げな光景が脳のう裏りを掠かすめる。剣けんを手にした十香。それに対する王。二に亜あの魔ま術じゆつによって猫ねこに変えられた士道は、その戦いを固かた唾ずを吞のんで見守っていた。

　否、それだけではない。士道の脳内には、自分が教育実習生になった光景や、編集者になった光景、御ご家け人にんになった光景に──あまつさえ、自分としか思えない姿をした精霊を攻こう略りやくする光景までもが、断だん片ぺん的に浮うかんできた。

「なんだ……こりゃ……」

　士道は困惑するように顔を歪ゆがめた。奇妙な記き憶おくの欠片かけら。自分のみではなく精霊たちまでもが、現実とは違ちがう世界に、現実とは違う役割で以もつて配されたかのような強きよう烈れつな違和感。けれどその記憶は、妄もう想そうや空想と呼ぶには強すぎる実感を伴ともなって、士道の頭にこびり付いていた。

「一体……この記憶は……」

「ん……う……？」

　と、士道が額を手で押さえながら呻いていると、十香がぱちりと目を見開き、ガバッと身を起こした。

「シドー!?」

「うわっ!?」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろき、後方に倒たおれ込んでしまいそうになる。が、すんでのところで十香に身体からだを支えられ、事なきを得た。

「すまん、驚かせてしまったな」

「はは……いや、大丈夫だよ。それより十香、俺がわかるのか？」

「む？　何を言っているのだ。シドーはシドーではないか。……ぬ？　だが、なんだこの感じは。……つかぬことを聞くが、シドーは以前猫だったりしなかったか？」

　士道の問いに、十香が怪訝そうな顔をしながら返してくる。やはり十香も、士道と同じ記憶を有しているらしかった。

　が、士道と十香はそこで、一いつ旦たんその奇妙な記憶に対する会話を中断した。

「……っ!?」

　理由は単純。周囲に幾いくつもぼんやりとした輝かがやきが灯ったかと思うと、それらが全て、地面に横たわる少女の姿に変わっていったからだ。

　折おり紙がみ、琴こと里り、四よ糸し乃の、耶か俱ぐ矢や、夕ゆ弦づる、美み九く、七な罪つみ、二亜、六む喰くろ──総勢九名もの精霊たちが、先ほどの十香と同じように、ぐったりとした様子で暗い空間に姿を現す。

「な……！」

「みんな!?　大丈夫か!?」

　士道と十香は慌あわててその場に立ち上がると、皆みなの元に駆け寄り、肩を揺すったり、声をかけたりしていった。

　幸い、彼女らも眠っていただけのようで、士道や十香の呼びかけに応こたえるように、目を擦こすりながら、あるいはあくびをしながら身を起こしていく。

「あ……おはよう……ございます」

「ふぁあ……なに、どうしたのよ士道、そんなに慌てて」

「アッすいません寝ね落おちしてました今日中には必ず……ッ！　……って、なんだ少年かぁ。んもー、びっくりさせないでよー」

　などと、思い思いのリアクションをしながら、精霊たち全員が目を覚ます。そして互たがいの顔を見るなり、不思議そうに首を捻ひねった。

「……むん？　むくは主ぬし様に身み請うけされたのではなかったかの……？」

「あれ……妹の七罪は……って、そもそも私妹いたっけ？」

「大変ですだーりん！　士し織おりさんがいませんっ！　……ん？　士織さんがだーりんでだーりんが士織さん？　えっ？　今のだーりんはどっちです？」

「まかせて。調べてみる」

　折紙が美九にビッと親指を立ててから、士道の服に手を掛かけてくる。士道は慌ててその魔の手から逃のがれると、悲鳴じみた声を上げた。

「おッ、落ち着け折紙！　今はそれどころじゃない！」

「……？」

　士道が言うと、折紙はそこでようやく辺りに立ちこめる異常に気づいたように、周囲をキョロキョロと見回した。

「ここは、どこ？」

　そして、微かな困惑を滲にじませながら問いを発してくる。すると皆も辺りの様子に気づいたのか、不安げに、あるいは怪訝そうに暗い空間に視線をやった。

「うっわ、なにここ、真っ暗じゃん。あたし昨日自分の部屋で寝たはずだよね？　なに？　寝てる間に運び込んだの？　ドッキリ？」

「……少なくとも、〈ラタトスク〉は関かん与よしていないわ」

　あっけらかんとした様子の二亜に、琴里が警けい戒かいを滲ませながら言う。その言葉を受けてか、精霊たちの間に緊きん張ちようが走るのがわかった。

　しかしそれも無理からぬことだろう。バラバラの場所に寝ていたはずの精霊たちが一堂に会しているということは、何者かが皆を集めたということに他ほかならないのだから。

　──〈ラタトスク〉の仕し業わざでないとすれば、一体誰だれが、何のために。

「…………」

　士道は、頭を掠める嫌いやな想像を振り払はらうように首を横に振ると、皆の方に向いた。

「と、とにかく、出口を探そう。真っ暗で何も見えないけど、歩いていれば壁かべにつくはずだ」

「……ええ、そうね。このまま突つっ立っていても仕方ないわ。行動しましょう。みんな、はぐれないように手を繫つないで──」

　が、琴里が言いかけた、次の瞬間。




「──きひひ。無む駄だ、ですわよ」




　深い闇の中から、そんな声が響ひびいてきた。

「な──!?」

「この声は、まさか──」

　精霊たちが弾はじかれたように顔を上げ、互いの背を預け合うように展開して臨戦態勢を取る。

　が、周囲には変わらず闇が広がるのみで、声の主の姿を発見することはできなかった。否、それどころか、どこからその声が響いてきているかすら定かではない。ただただ断続的に、可笑おかしげな笑い声のみが辺りにこだまする。

「ふん、闇に紛まぎれるか。どうやらよほど我らが恐おそろしいようだな！」

「嘲ちよう笑しよう。それとも、姿を見せるのが恥はずかしいのですか？　前まえ髪がみを切るのを失敗でもしましたか？」

　八や舞まい姉し妹まいがフンと鼻を鳴らしながら言うと、声の主は一層楽しげに笑った。

「うふふ。見え透すいた挑ちよう発はつですわね。──とはいえ、このままでいるのも面おも白しろくありませんし、乗って差し上げますわ」

　次の瞬間、その声に呼応するかのように、辺りに鬼おに火びの如ごとく明かりが灯っていった。

「うお……っ！」

「な、何……!?」

　すると、そのぼんやりとした明かりによって、今まで真っ暗だった周囲の様子が窺い知れるようになる。

　鋭するどい尖せん塔とうを幾つも擁ようした、巨きよ大だいな城。塔の彼方此方あちこちに灯った明かりが、その剣けん山ざん刀とう樹じゆの地じ獄ごくの如き様相を幻げん想そう的に──ともすれば禍まが々まがしげに──浮かび上がらせた。

『……!?』

　だが、そんな衝しよう撃げき的な光景の中、精霊たちはすぐに視線を一点に集中させた。

　理由は単純。高く聳そびえた塔の上に、見知った顔の少女が一人、優ゆう雅がに腰こし掛かけていたからだ。

「──ふふ、ごきげんよう、皆さん」

「狂くる三み！　やっぱりおまえか……！」

　その姿を見て、士道は思わず声を上げた。

　左右不均等に括くくられた長い黒髪。白磁のように透き通った肌はだ。そして──時を刻む金色の左目。

　そう。そこにいたのは、最悪の精せい霊れい・時とき崎さき狂三その人であった。

「ええ、ええ。お会いしたかったですわ、士道さん」

　士道の呼び声に、狂三が戯おどけるように手を叩たたいてみせる。が、その朗ほがらかな様子にも、精霊たちは一いつ切さい油断を見せなかった。

　とはいえそれも当然だ。自分たちの置かれた異常な状じよう況きよう。そして、今し方起こった不可思議な現象。それら全すべてに狂三が関かかわっているのは明らかであった。

「狂三……！　これはおまえの仕業か！　一体ここはどこなのだ！」

「うふふ、まあ落ち着いてくださいまし、十香さん」

　十香の叫さけびに、狂三はくすくすと笑いながら返すと、塔の上から飛び降りるように、身体を前に倒した。

　すると次の瞬間、狂三の姿が虚こ空くうに搔かき消える。

「な……っ!?」

「き、消えた……？」

　狼ろう狽ばいと動どう揺ようが、精霊たちの口から漏もれる。皆、急に消え去った狂三の姿を探して辺りに視線を巡めぐらせた。

　が──

「──うふふ。どなたかお探しでして？」

『……ッ！』

　背後からそんな笑い声が響いてきて、精霊たちは一いつ斉せいに振ふり返った。

　そう。背を向け合うように円形に展開していた精霊たちの中心に、狂三が現れていたのである。

「な、なんだと……？」

「今のは……一体……」

　皆が警戒を強めながらも困こん惑わくした表情を浮うかべていると、狂三が堪こらえきれないといった様子で破顔した。

「そう驚かないでくださいまし。何が起ころうと不思議はありませんわ。──なぜなら全て、ただの夢、なのですから」

「夢……？」

　狂三の言葉に士道が眉まゆをひそめると、狂三は「ええ」とうなずきながらトンと地面を蹴けった。

　するとその動作に合わせて再び狂三の姿が消えたかと思うと、今度は士道たちの前方に現れる。

「──ここは夢の中。妄もう想そうと空想が入り交じる非現実でしてよ。皆さんは今、僅わずかな間、夢の中で夢から覚めてしまっただけに過ぎませんわ」

　狂三が、ゆったりと踊おどるような足取りで歩きながら言ってくる。その言葉に、精霊たちがさらに困惑の色を強めた。

　とはいえ、士道は狂三が噓うそを言っているとは思えなかった。

　夢の中にいるかのような感覚は、先ほどから士道も覚えているものであるし──何より、夢でもなければ説明がつかない現象が、目の前に幾つも示されているのである。

　それに、頭の中に残る不可思議な記き憶おくもそうだ。全てが夢だとしたならば、あの滅め茶ちや苦く茶ちやな状況にも説明が付く。

　だが──仮にそうだとすると、腑ふに落ちないことがあった。狂三を真まっ直すぐ見つめながら、問いを発する。

「……ここが夢の中だとしたら、おまえや精霊たちは、全部俺の想像上の登場人物ってことになるのか？」

　そう。それが疑問だ。士道には、自分が士道だという自覚がある。そしてこれが夢だとするなら、士道以外の全ては虚きよ構こうということになってしまうだろう。

　しかし、精霊たちの所作や言動はまさしく彼女ら自身のものとしか思えなかったし、何より、夢の中の登場人物であるはずの狂三が、わざわざ「ここは夢の中だ」と告げに来る理由がわからなかった。

　……まあ、それら全てを引っくるめて夢であると言われたなら、士道にはどうしようもなかったけれど。

　が、士道の質問に、狂三はニィと唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。

「いいえ。ここにいる皆みなさんは、全員士道さんと同じく本物ですわ。──正しくは、本物の精霊さんたちの意識の部分、ということになるかもしれませんけれど」

　狂三が、芝しば居いがかった大おお仰ぎような仕草でくるりと振り返りながら言う。それを受けてか、士道の隣となりにいた琴里が、眉根を寄せながら腕うで組ぐみした。

「……確かに私は私だって自覚があるけれど──一体どういうことよ。全員が同じ夢を見ているとでもいうの？」

「ええ、ええ。皆さん、仲良く同じ夢を見られているのですわ。──わたくしが繫ぎ合わせた、一つの夢を」

「なんですって……？」

　琴里が警戒を強めるように表情を険しくする。しかし、対する狂三はさしてそれを気にするふうもなく、楽しげに笑うのみだった。

「──一体何が目的よ、狂三。まさか、私たちが踊る姿を見たかったなんて理由じゃあないでしょう？」

「うふふ、それもありますわよ？　皆さんの夢は大変面白かったですわ。まさか士織さんまで出てくるとは思いませんでしたけれど」

「……っ！　や、やっぱりあれはおまえの仕業かッ！」

　士道が目を剝むきながら叫ぶと、狂三がやれやれと肩かたをすくめた。

「濡ぬれ衣ぎぬですわ。わたくしはあくまで皆さんの夢を継つぎ合わせただけ。内容にまでは関かん与よしていませんわ。どなたかの隠かくれた願望が発現したのではありませんの？　まあ、誰の願望かまではわかりませんけれど」

「そうなんですかだーりん!?」

　狂三の言葉に、美九が目をキラキラと輝かがやかせる。士道はその頭に手を置くと、ぐいと視線の方向を逸そらした。

「何キラキラしてるんだよ俺じゃないって！　ていうか一番怪あやしいのはおまえだからな美九!?」

「あぁーん、だーりんのいけずぅ」

「ああもう、ちょっと静かにしてちょうだい」

　士道と美九を制するように声を上げ、琴里が再び狂三に視線を向ける。

「それも、って言ったわね、狂三。あなたは伊達だてや酔すい狂きようだけでこんなことをする精霊ではないはずよ。──言いなさい。あなたの目的は？」

「──きひひ」

　琴里が剣けん吞のんな調子を隠すこともなく言うと、狂三は心底楽しげに笑った。

「目的？　目的と仰おつしやいまして？　何を今さら。わたくしの望みは、とうの昔に伝えているではありませんの。──士道さんに封ふう印いんされた霊れい力りよくをいただくこと、と」

「……ッ」

　今までとは種類の異なる狂三の笑えみに、琴里が小さく息を詰つまらせる。

　狂三は、踊るような足取りのまま、続けた。

「何も変わりはありませんわ。何も違ちがいはありませんわ。如何いかに手段が異なろうと。如何に道程が逸れようと」

「ど、どういうことだ!?　なんで俺たちに夢を見せることが、霊力を奪うばうことになるんだよ!?」

　士道が問うと、狂三は下か弦げんの月のような形に細められた目を士道に向けてきた。

「士道さんに封印された霊力は、精霊の精神状態によって、経パ路スを逆流することがある。──ならば、たとえば夢を見て心が揺ゆれたなら、眠ねむりながらにして霊力が逆流することもあり得るのではありませんの？」

「……ッ、それは──」

　士道は言葉を詰まらせ、ちらと琴里の方に視線をやった。──それに気づいてか、琴里が頰ほおに汗あせを滲にじませながら小さくうなずいた。

「……確かに、あるわ。僅かではあるけれど、今まで何度か、睡すい眠みん中の霊力の流れは観測されている──」

「……ぐ」

　言われてみれば確かに道理であった。七罪などは、自分で嫌いやなことを思い浮かべるだけで霊力を逆流させることができる。悪夢などを見たなら、同様の現象が起こってもおかしくはなかった。

「その逆流した霊力を、わたくしの影かげで吸い上げる。普ふ通つうならば違い和わ感かんに気づいて覚かく醒せいする精霊さんでも、意識を夢の牢ろう獄ごくに囚とらわれていたなら、抵てい抗こうはできませんでしょう？──夢を魅みせ、力を喰くらう。──うふふ、まさに人間がわたくしに付けた夢魔〈ナイトメア〉の識別名なに相応ふさわしい方法だとは思いませんこと？」

「な……！」

「むくたちの霊力を……じゃと？」

　闇やみの中に、狂三の笑い声が響ひびき渡わたる。精霊たちは表情に戦せん慄りつの色を滲ませながら、自分に異常がないかを確かめるように、不安そうに身体からだに触ふれたり、手を見つめたりしていた。

　が、そんな中、一度も狂三から視線を切らない者が一人、いた。──折紙だ。

「──みんな、落ち着いて。時崎狂三が言うことが本当ならば、それを不安に思うことこそが危険」

『……！』

　折紙の言葉に、精霊たちがハッと息を詰まらせる。

　折紙は狂三を見み据すえたまま、皆に言うように続けた。

「──二つ。不可解なことがある」

「え……？」

「一つは、方法。時崎狂三は皆の夢を繫つなぎ合わせたと言った。でも、一体どうやって。彼女の天使〈刻々帝ザフキエル〉の能力とは思えない」

「あ……」

　言われてみれば、確かにその通りである。状じよう況きように吞のまれて考えが及およんでいなかったが、狂三の〈刻々帝ザフキエル〉は時を操あやつる天使。夢を繫ぎ合わせるというのは少々力の系統が違う気がした。

「もう一つは、彼女が私たちの前に姿を現した理由。彼女の言うことが本当ならば、私たちにわざわざ状況を説明する理由がない」

「む……」

「確かに……そうね」

　精せい霊れいたちが納なつ得とくを示すようにうなずく。

　折紙は、指を一本ずつ立てながら続けた。

「考えられるとすれば、既すでに十分な霊力を奪い終えたか──そうでなければ、彼女の思惑通りにことが運んでいないか」

「──うふふ」

　折紙の見解に、狂三は目を伏ふせ、小さく笑みを浮かべた。

「本当に頭が回りますわね、折紙さん。──お察しの通りですわ。わたくしの計画は、未いまだ途と中ちゆう。幾いく度どか霊力をいただくチャンスはあったのですけれど、いずれもすんでのところで邪じや魔まをされてしまったのですわ」

　そして、くるりとその場でスカートを翻ひるがえすようにして、士道に向き直ってくる。

「──士道さん。あなたの手によって」

「え……？」

　狂三の視線に射られ、士道は微かすかに眉まゆ根ねを寄せた。

「精霊さんたちから霊力をいただこうとしたところで、士道さんがキスをして、皆さんの精神状態を安定させてしまうんですもの。──自分の役目を覚えてなどいなかったでしょうに、なぜこうも邪魔をなさるのでしょう」

「──っ、あ──」

　言われて、士道は指先で唇に触れた。

　確かに士道には、夢の中で精霊たちとキスをした記憶があった。成り行きでそうなったものが多かったのだが──まさかあれが、狂三から精霊たちを守ることになっていたとは。

　けれど、狂三は別段悔くやしそうな様子を見せるでもなく、ニッと凄せい絶ぜつな笑みを浮うかべてきた。

「ですから、もっとシンプルな方法を取らせていただくことにしたのですわ。──ここで皆さんや士道さんを痛めつければ、少しは心を乱してくれますでしょう？」

『……っ！』

　狂三の言葉に、精霊たちが再度警けい戒かいを露あらわにする。十香や六喰は士道を守るように前に進み出、八舞姉し妹まいなどは、すぐさま狂三に飛びかかれるようにか、獣けもののように姿勢を低く取る。

　そしてそれに合わせるように、皆の身体が淡あわく輝いていき、限定的な霊れい装そうと天使を形作っていく。どうやら夢の中でも、限定霊装や天使は顕けん現げんさせられるらしかった。

　しかし狂三は、そんな多勢と対しながらも、表情から余よ裕ゆうを消すことはなかった。

「きひひ、ひひ。話が早いですわね。──でェ、もォ、少々浅はかなのではありませんこと？　この夢の世界で、わたくしに敵かなうとでも思いまして？」

　狂三は不敵に笑うと、バッと両手を広げてみせた。

「──折紙さんの一つ目の質問に答えて差し上げますわ。確かに皆さんの夢を継ぎ合わせてこの世界を形作ったのは、〈刻々帝ザフキエル〉の力ではありませんわ。けれど──皆さんはもうご存じでしょう？　そんな絵空事を実現させる力を！　空想を現実に変える、人智を越えた技術を！」

　その叫さけびに呼応するようにして、狂三の身体が淡く輝く。

　そして狂三の身体に、霊装とは異なるモノが纏まとわり付いていった。

「な……!?」

「あれは──」

　士道と、折紙の声が重なる。折紙にしては珍めずらしく、その声には微かに狼ろう狽ばいのようなものが感じられた。

　だが、それも無理からぬことだろう。

　何しろ狂三がその身に纏ったのは──黒と白で彩いろどられた、機械の鎧よろいだったのだから。

「ＣＲ－ユニット……！」

　折紙が喉のどを絞しぼる。

　そう。顕現装置リアライザを戦術的に運用するための兵装──ＣＲ－ユニット。

　ＡＳＴやＤＥＭの魔術師ウイザードたちが精霊と戦うために用いる装備を、当の精霊である狂三が纏っていたのである。

　とはいえ、ユニットそのものに見覚えがあるかと言えば、答えは否いなであった。

　ＡＳＴの制式装備とも、ＤＥＭの汎はん用よう装備とも異なる、禍まが々まがしくも美しい様相。腰こしの辺りからスカート状に伸のびた幾いくつもの鋭するどいユニットは、どこか蜘蛛くもを思わせた。

「ええ、ええ。ご名答ですわ。顕現装置リアライザ──天使には遠く及ばないとはいえ、その力の汎用性は特筆に値あたいしましてよ。まったく、大したものを作り上げたものですわ」

「一体なぜ、そんなものを」

　折紙が問うと、狂三はゆらり、と両手の指を揺らめかせた。

「わたくしを殺そうとしてきたＤＥＭの魔術師ウイザードさんからいただいただけですわ。ＣＲ－ユニット〈アトラナート〉。なかなか可愛かわいらしい子でしてよ。──きひひ。強力な武器を扱あつかうなら忘れてはいけませんわよ？　その柄つかを、敵に握にぎられたときの脅きよう威いを！」

　瞬しゆん間かん、狂三が両りよう腕うでを交差させたかと思うと、一〇本の指先から、何やら糸のようなものが放たれた。

　そしてそれらは、周囲に聳そびえた巨きよ城じようの尖せん塔とうに絡からみつくと、尖塔同士を繫ぐ架かけ橋を形作っていく。

　──あたかも、蜘蛛の巣のように。

「これは……!?」

「──レイザーストリング。恐おそらく、生成魔ま力りよくを糸状に変化させたもの」

　士道の狼狽に、折紙が目を細めながら答えてくる。それに合わせるように、七罪が困こん惑わくした顔を作った。

「……どゆこと？　顕現装置リアライザって頭にメカ埋うめ込んでなきゃ使えないとかって言ってなかったっけ？」

　言いながら、七罪が琴里の方をちらと見る。琴里は狂三から視線を外さぬままそれに答えた。

「……その通りよ。顕現装置リアライザ自体はＤＥＭの魔術師ウイザードから奪うばったのだとしても、脳から指令を発する送信装置がなければ起動しないはず。──でも、そもそも顕現装置リアライザは精霊の力をモデルに作られたものよ。試ためしたことはないけれど、精霊なら送信装置なしでも扱えるのかもしれないわ。もしくは──」

「もしくは？」

「──分身体を使って開頭手術をしたか、ね」

「うえぇ……」

「きひひ──ひッ！」

　狂三は七罪たちの会話を遮さえぎるように笑い声を響かせると、そのまま高く跳ちよう躍やくした。そして、今度は士道たちに向かって、『糸』を放ってくる。

「させるか……ッ！」

　十香が地を蹴けり、裂れつ帛ぱくの気合いとともに、手にした天使〈鏖殺公サンダルフオン〉を振ふるう。

　が、狂三が放った『糸』は、何百倍もの幅はばがある大たい剣けん〈鏖殺公サンダルフオン〉の一いち撃げきを止めると、そのまま十香を拘こう束そくするように、くるくるとその身体に巻き付いた。

「く──っ」

「十香っ!?」

　十香が〈鏖殺公サンダルフオン〉ごと『糸』に絡め取られ、地面に転がされる。が、士道はそれに駆かけ寄ることさえできなかった。空中で縦横に組み合わさった狂三の『糸』が、投と網あみのように襲おそいかかってきたからだ。

「うわ……っ！」

「士道！」

　そんな琴里の声がすると同時、士道の身体がどんと突つき飛ばされる。そのお陰かげで士道は難を逃のがれたが──

「きゃ──」

「……！　琴里！」

　代わりに、士道を逃にがした琴里が『網』の餌え食じきとなり、地面に張り付けられてしまった。

「く──」

　無論、精霊たちとて黙だまってやられているわけではない。八舞姉妹が風を纏って吶とつ喊かんし、折紙が〈絶滅天使メタトロン〉を放ち、六喰が〈封解主ミカエル〉で以もつて空間に穴を開けて挟きよう撃げきを試みる。

　が、狂三は尖塔の間に伝う『糸』を渡わたるようにして鮮あざやかにそれらをかわすと、放った『糸』や張り巡めぐらせた『網』で以て、八舞姉妹を、折紙を、六喰を捕とらえていった。

「ぐっ、この！　何をする！　尋じん常じように勝負せよ！」

「卑ひ劣れつ。このような方法で勝ったつもりですか」

「────」

「むん……動けぬのじゃ……」

　耶俱矢たちがジタバタと手足を動かすも、強きよう靭じんな『糸』はビクともしなかった。

「皆みなさん……！」

「うっわ、ヤバ……」

「きゃー！　皆さんが何をされても抵てい抗こうできない状態にー！　たいへんですぅー！　いますぐたすけなければぁー！」

　四糸乃や七罪、美九も抵抗を試みるものの、やがて皆と同様に『糸』に捕らえられてしまう。二亜は特に何かをしていたようには見えなかったが、なんだか知らないうちにぐるぐる巻きになって地面に転がっていた。

「ちょっとー！　なにこの扱いー！　もうちょっとなんかあるっしょー!?　あたしも少年助ける感じでやーらーれーたーいー！」

「お静かに」

「んむぐー!?」

　不満を叫んでいた二亜の口が、『糸』によって塞ふさがれる。尖塔と尖塔の間に張り巡らされた『糸』の上に立った狂三は、無力化した精せい霊れいたちを睥へい睨げいするように見てから、士道に視線を寄よ越こしてきた。

「──うふふ。あとは士道さんだけ、ですわね？」

「この……！」

　士道は奥歯を嚙かみしめると、意識を集中した。──精霊たちが霊装や天使を顕現できるということは、士道にだって可能なはずである。

　が──

「きひひ。駄だァ目め、ですわよ」

　狂三がクイと指を動かした瞬間、左右から『糸』が伸びてきて、士道の手足を絡め取った。そのまま四方に引っ張られ、大の字を作るように拘束されてしまう。

「ぐ……!?」

「ゲームセット、ですわ」

　狂三が不敵に笑いながら地面に降り立ち、ゆっくりとした足取りで士道に近づいてくる。

「うふふ。──天使を携たずさえた多勢と、わたくし一人。もしも現実で対したならば、間ま違ちがいなくわたくしの負けでしょう。けれど、ここは夢ですわ。わたくしが創つくり上げた空想の王国ですわ。ならば──如何いかな力を持っていようと、皆さんがわたくしに敵う道理はありませんでしょう？」

　歌うように言いながら、狂三が士道の前に立った。

「さて、皆さんは一体どうすれば、現実に影えい響きようを及およぼすほど心を乱してくださいまして？　痛みですの？　屈くつ辱じよくですの？　それとも──」

「──っ」

　士道は思わず息を詰つまらせた。

　狂三がペロリと唇くちびるを舐なめ、士道の身体からだに妖あやしげな手つきで指を這はわせてきたのである。

「もっと別のやり方の方が……効果的でして？」

「お、おまえ、一体何を──」

「うふふ」

　士道の狼狽を面おも白しろがるように、狂三が妖よう艶えんな笑えみを浮うかべる。それを見てか、精霊たちが悲鳴じみた声を響ひびかせ始めた。

「こ、こら狂三！　シドーに何をするつもりだ！」

「今すぐ放しなさい！　本気で怒おこるわよ!?」

「んんんー！　んぐむむむんんんんーーーー！」

　十香や琴里が、拘束から逃れようと身体を捩ねじる。口を塞がれた二亜も何かを訴うつたえていたが、なぜだろうか、言葉は聞き取れないのにロクなことを言っていないことだけははっきりとわかった。

　狂三はそんな十香たちの様子を見て笑みを濃こくすると、さらに激しく士道の身体に触ふれてきた。

「ちょ、おい……!?」

「ふふ、よいではありませんの──」

　──が、次の瞬間。

「……ッ！　え──？」

　予想外の感覚に、士道は目を丸くした。

　理由は単純。ぷつん、という音がしたかと思うと、四方から絡みついていた『糸』が切れ、手足が自由になったのである。

「────！」

　次いで、狂三が何かに気づいたようにハッと息を詰まらせると、そのまま後方に跳躍する。

　するとそれと入れ替かわりになるように、上方から士道の目の前に、小こ柄がらな少女の背が降り立った。

「遅おそくなりました。お怪け我がはねーですか、兄様」

「──、……ま、真ま那な!?」

　一いつ拍ぱくのあと。士道はその少女の姿を、声を認にん識しきすると同時、思わず名を呼んでいた。

　そう。そこに現れたのは、〈ラタトスク〉の魔術師ウイザードにして士道の自じ称しよう実じつ妹まい、崇たか宮みや真那だったのである。

　けれど、士道はその少女が真那であると理解するのに、数すう瞬しゆんの間を要してしまった。

　理由は単純なもので、彼女の装よそおいが、普ふ段だんのスポーティーな印象と随ずい分ぶん異なっていたからだ。

　盛せい大だいにフリルで飾かざられた可愛らしいドレス。ウエストをきつく締しめ上げるコルセット。執しつ拗ように編み上げられた革かわのブーツ。頭部を飾るカチューシャには小さな王おう冠かんさえ付いている。あまつさえ、彼女が剣のように構えているのは、これまたフリルで飾られた日ひ傘がさだった。

　いわゆる、ゴシック・ロリータ調の装いである。不思議と似合ってはいるのだが、普段パーカーやジャージなどを好んで身につける真那とは随分イメージが違ちがっていた。

「そ、その姿は……？」

「ああ、これでいやがりますか。不思議ですね。『外』では〈ヴァナルガンド〉を着ていやがったはずなのですが。──これも夢の世界の影響というやつでしょうか」

〈ヴァナルガンド〉とは、〈ラタトスク〉が開発したＣＲ－ユニットの名である。

　その発言に、そして『外』という言葉に、士道はハッと肩かたを揺ゆらした。

　士道は真那が現れたとき、一瞬、真那も狂三の手によって夢の世界に囚とらわれていたのかと思った。

　だが──違う。そもそも精霊ではない以上、狂三が彼女を狙ねらう道理はなかったのだ。

「真那、まさかおまえは──」

「──『現実』から、来られましたのね？」

　士道の言葉を継つぐように、狂三が目を細めながら言う。真那はふっと頰ほおを緩ゆるめ、可愛かわいらしい日傘を構えながら首しゆ肯こうした。

「その通り。令れい音ねさんが兄様や精霊さんたちの脳波の異常に気づきやがりましてね。〈ナイトメア〉がしたように、顕現装置リアライザで以て意識のみを皆さんの夢の中に送ってもらったんです。間かん一いつ髪ぱつってところだったみてーですがね」

「──あら、あら」

　真那の言葉に、狂三は小さく息を吐はくと、両手の指を蠢うごめかせた。それに合わせて、周囲に広がっていた『糸』が、ざわりと蠢しゆん動どうする。

「歓かん迎げいして差し上げたいところですけれど──今は少々忙いそがしいのですわ。招かれざる客にはご退場願うといたしましょう」

「はっ。招かれてねーのはどっちですか。──にしても、ＣＲ－ユニットですか。薄うす気き味みの悪いデザインがよくお似合いで」

「きひひ。真那さんも、似合ってらっしゃいますわよ、そのドレス。物言わぬお人形としてなら愛めでてあげたいくらいです──わッ！」

　会話を裂さくように、狂三が両手を勢いよく振ふり上げる。すると、その指一本一本から伸のびた光り輝かがやく『糸』が、闇やみの巨きよ城じようを切り裂きながら真那へと襲いかかった。

「ふ──ッ」

　しかし真那は慌あわてることなく地面を蹴けると、手にした日傘をブンと振り抜ぬいた。

　瞬しゆん間かん、真那に肉にく薄はくしていた幾いく本ほんもの『糸』が、日傘によって容易たやすく切り裂かれる。

「ふん。精霊さんたちには無む双そうできたかもしれねーですが、私はあなたと同じく、顕現装置リアライザで意識を送り込んでいる外来者です。条件は五分でいやがりますよ……ッ！」

「────」

　真那が日傘の先を狂三に向け、刺し突とつ。狂三はすんでのところで後方に飛び退のくと、再び生成した『糸』を放った。
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　が、今度の狙いは真那ではない。『糸』は手近な尖せん塔とうを容易く切断すると、その残ざん骸がいを真那へと降らせたのである。

「は……ッ！」

　が、真那はぐっと足を縮めると、日傘で最小限の瓦が礫れきのみを弾はじきながら、狂三に向かっていく。

「あらあら、はしたないですわね、真那さん！」

「あなたに言われたかねーです！」

　などと悪態を応おう酬しゆうしながら、真那と狂三が縦横に城の中を駆かけ巡る。

〈鏖殺公サンダルフオン〉でさえ切断できなかった『糸』を容易く切り裂く日傘。幾度切り裂かれようとすぐさま再生成される『糸』。二つの武器の攻こう防ぼうは、膠こう着ちやく状じよう態たいのまま巨城を破は壊かいしていった。

「ち──」

　と、どれくらい攻防が続いた頃ころだろうか、『糸』を避よけて飛び退いた真那が、士道のすぐ側そばに降り立った。

　そして、狂三に聞かれないようにしてか、ひそめた声で話しかけてくる。

「……兄様。見ての通り、力はほぼ互ご角かく。負けこそしねーものの、決定打に欠けていやがります。それに──そもそもここは夢の中。仮に〈ナイトメア〉をボコボコにしたとしても、それで勝ちとなるわけではねーでしょう」

「な……じゃあどうしたらいいんだ？」

　士道が問うと、真那は狂三から視線を切らぬまま続けてきた。

「……ここにあるのは『意識』。つまり、心を屈くつ服ぷくさせる他ほかねーです」

「心を……屈服？」

「ええ。そしてそのためには、真那の力だけでは足りません。──兄様の協力が必要です」

「へ……？」

　真那の言葉に、士道は目を丸くした。

「ちょっと待ってくれよ。そりゃ協力ができるならしたいけど……顕現装置リアライザを使ってない俺じゃ相手にならないんじゃないのか？」

「その点はご安心ください。令音さんから秘策を授さずかっていやがります。──次真那が仕し掛かけたら、よろしくお願いします」

「あ、ちょっ、真那──!?」

　言うが早いか、真那はろくな説明もせずに再度狂三に向かっていってしまった。

　とはいえ、協力を要よう請せいされた以上、黙だまって突つっ立っているわけにはいかない。具体的に何をどうすればよいのかは未いまだわからなかったが、真那と令音を信じて、士道は真那の背を追って走り出した。

　すると前方で、またも真那と狂三の戦せん闘とうが始まる。無数の『糸』とそれを迎むかえ撃うつ日傘が、高速で閃ひらめいた。

　が──そこで真那が、先ほどまでとは違う行動に出た。

『糸』を切り裂いたのち、狂三に日傘の先せん端たんを向けたかと思うと──

「顕現装置リアライザ──発動ッ！」

　柄えに付いていたボタンを押し、畳たたまれていた日傘をバサッと展開させたのである。

　瞬間、日傘の内部から燐りん光こうが溢あふれ、辺りを包み込んでいく。

「な──」

「これは──」

　士道と狂三の困こん惑わくに染まった声が、重なる。

　やがて光は二人を吞のみ込み──その視界を真っ白に染め上げた。




　　　　◇




「──よし、綺き麗れいになりましたわね」

　屋や敷しきの窓を磨みがき終えた狂三は、ふうと息を吐き、手にしていた雑ぞう巾きんをバケツに張られた水の中に放ほうり込んだ。雑巾から汚よごれが剝はく離りし、水を灰色に濁にごらせる。

　とはいえ、仕事はまだ終わりではない。窓まど拭ふきが終わったなら次は部屋の掃そう除じ、そしてそれが終わる頃にはもう洗せん濯たく物ものを取り込まねばならない時間である。少なくともそれくらいには、この五いつ河か邸ていは広大であった。

　とはいえそれもそのはず。五河家といえば、旧貴族であり、今なお政財界に強い影えい響きよう力を持つ名家である。

　そして、狂三はその屋敷で雇やとわれている使用人メイドの一人で──

「……あら、あら？」

　と、そこで狂三は首を傾かしげた。

　改めて、自分が今し方拭いた窓を見やる。丁てい寧ねいに磨かれたガラスは鏡のように、狂三の容よう貌ぼうを映し出していた。

　濃のう紺こんのスカートに白いエプロン、そして頭には可愛らしいヘッドドレス。文句の付けようのないメイドスタイルであり、狂三の普段の仕事着である……はずなのだが、なぜか狂三はその装いに、途と方ほうもない違い和わ感かんを覚えてしまうのだった。

　いや、何がおかしいのかと言われると困ってしまうのだ。確かに狂三はこの屋敷のメイドであるし、今は仕事中だ。しかしなぜだろうか。他の姿をしている自分が脳のう裏りを掠かすめる。──機械……鎧よろい……戦う──？　一体誰だれと──？

「──何をサボっていやがるんですか」

　と、狂三がそんなことを考えていると、不意に背後からそんな声が響ひびいてきた。

　その声に、身体からだが自然にビクッと震ふるえる。

「……！　ま、真那さん」

　慌てて振り返ると、そこには仕立てのよい服を纏まとった小こ柄がらな少女が、憤ふん然ぜんと腕うで組ぐみしながら立っていた。──崇宮真那。この五河家の息女である。なぜか苗みよう字じが違うのだが、なんだかそれは突っ込んではいけない気がした。

「真那──さん？」

　真那が、眉まゆ根ねを寄せながら狂三を睨にらんでくる。狂三はハッと肩を揺らした。

「も、申し訳ありません、真那お嬢じよう様さま……！」

「──ふん。まあいいです。それよりそんな間ま抜ぬけ面づらを晒さらしながらボーッと突っ立っていやがったってことは、さぞ完かん璧ぺきに仕事が終わりやがったってことでしょうね。──んん？」

　と、真那が手近な棚たなを指でなぞる。

　そして、うっすらと埃ほこりが付着した指を示しながら、再度狂三を睨み付けてきた。

「おんやぁ？　その割には随ずい分ぶんとお粗そ末まつでいやがりますねぇ」

　などと、意地の悪い姑しゆうとめのような調子で言ってくる。……なぜだろうか、他のメイドたちには優やさしく、人格者と評判の真那なのだが、狂三にだけはこうして辛つらく当たってくることが多いのだった。

「申し訳ありません、すぐに……！」

　狂三はそう言うと、掃除道具を取りにいくべく部屋を出ようとした。

　が、そこで足元に置いてあったバケツに躓つまずき、派手に転んでしまう。

「きゃ──っ!?」

　バケツが倒たおれ、部屋に水がぶちまけられる。しかも何とも最悪なことに、狂三が転んだ拍ひよう子しに、棚の上に飾かざられていた壺つぼが床ゆかに落ちてしまったらしい。パリンと乾かわいた音が響いて、豪ごう奢しやな壺が無数の破は片へんに成り果てる。

「ああ……っ!?」

「なっ……あ、あなた、何をしてやがるんですか！　その壺は兄様の大切な──！」

　と、真那が顔を真っ青にしながら叫さけんでいると、不意に部屋の扉とびらが開き、一人の少年が顔を出した。

「──なんだか凄すごい音がしたけど、何かあったのか？」

「あっ、に、兄様！　見てください、このメイドが兄様の壺を！」

　真那が少年に訴うつたえるように言う。そう。この少年こそ五河家の子息、五河士道その人であった。

「あ、ああ……」

　狂三は力なく声を震わせた。──もうお終しまいだ。五河家に飾られた調度品の値段など、一体いくらになるのかさえわからなかった。

「ふむ……」

　が、士道は存外落ち着いた様子で息を吐はくと、真那に目をやった。

「あとは俺が何とかするから、真那は自分の部屋に戻もどってなさい」

「は、はぁ……」

　真那は曖あい昧まいに返事をすると、最後に狂三をひと睨みしたのち、士道の指示に従って部屋を出ていった。

　士道はそれを確かく認にんすると、ゆっくりとした足取りで狂三に歩み寄り──

「──怪け我がはないか？」

　そう言って、手を差し伸のべてきた。

「え……？」

　狂三は、目をまん丸に見開くと、士道の顔を見返した。──その、優しげな顔を。

「あ、は、はい……大だい丈じよう夫ぶですわ」

「ん、そうか。それは何よりだ」

　士道は狂三の手を取り立ち上がらせると、ニッと笑ってみせた。

　そんな表情に、思わず狂三は困惑してしまった。それはそうだ。狂三は彼の大切にしていた調度品を壊こわしてしまったのである。

「あの……わたくし、なんとお詫わびを申し上げたらいいのか……」

「ん？　ああ、まあ、仕方ないさ。形あるものはいずれ壊れるって言うしな」

「で、でも──」

　狂三が言うと、士道はぽりぽりと頭をかいたのち、何かを思いついたようにいたずらっぽい笑えみを浮うかべた。

「……そうだな。何もなしだと、他のメイドたちに示しが付かないかもしれないな。仕方ない。──お仕置きだ」

「──っ」

『お仕置き』。この屋敷においてその言葉が意味するのは、納な屋やに閉じ込められたり、棒で打たれたりすることではない。狂三は顔をかぁっと赤くしながら俯うつむいた。

　だが、拒こばむことはできない。狂三には、養わねばならない妹たち（同じ顔）が何人もいるのだ。もし狂三がクビになってしまったら、妹たち（同じ顔）は路頭に迷ってしまうだろう。

「は、はい……」

　狂三は消え入りそうな声でそう言うと、微かすかに震える手でスカートの裾すそを摘つまみ、自分で下着を露ろ出しゆつさせるように、ゆっくりと持ち上げていった。

　すると、士道が面おも白しろがるように目を細める。

「なんだ、随分と積極的じゃないか。ひょっとして、お仕置きが受けたくてわざと壺を割ったのか？」

「……！　そ、そんなこと……」

　否定の声は、しかし途と中ちゆうで止められた。

　士道が狂三の肩かたをぐいと摑つかみ、そのまま壁かべに押しつけるようにしてきたのである。

　そして荒あら々あらしく、しかしひどく優しい手つきで、狂三のあごをクイと持ち上げると、そのままゆっくりと顔を近づけてくる。

「いけない子だ。──喜んでちゃあ、お仕置きにならないだろう？」

「え……、え……っ？」

　士道の意図を察した狂三は、顔を真っ赤に染めながら狼ろう狽ばいした。が、士道はそんな反応さえも面白がるように微笑ほほえむと、囁ささやくように言ってきた。
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「──嫌いやか？　でも、やめてあげない。これはお仕置きなんだからな」

「…………っ！」

　狂三は、身体を小刻みに震わせながら、さらに頰ほおを紅潮させた。

　緊きん張ちようや、微かな恐きよう怖ふも確かにあった。

　けれど、一番の理由は──お仕置きを受けている身でありながら、士道にだったら構わないと思ってしまった、自分自身への羞しゆう恥ちの心だった。

「ん──」

「────」

　士道の唇くちびるが、狂三の唇に触ふれる。

　瞬しゆん間かん、狂三は頭の中で火花が散るかのような衝しよう撃げきを覚えた。




　　　　◇




「──きゃああああぁぁぁぁぁぁぁぁ────ッ!?」

　闇やみの巨きよ城じようを灼やく閃せん光こうとともに、狂三の悲鳴が辺りに響き渡わたる。

　士道はそれを聞きながら、軽く目め眩まいを覚える頭に手を置いた。

「な、なんだったんだ、今の……」

　何やら、妙みような体験をしたような気がする。名家の子息になって、メイドの狂三にお仕置きをするような記き憶おくが頭の中に残っていた。

　と、士道が困こん惑わくしていると、前方にいた真那が、手にしていた日ひ傘がさを閉じ、肩に担かつぎながら答えてきた。

「──一時的に〈ナイトメア〉を夢空間に取り込みやがりました。簡単に言うと、十香さんや琴里さんのときと同じ現象を、〈ナイトメア〉に体験させたってことです」

「あ──」

　言われて、士道は目を見開いた。そういえばあの感覚は、夢の中で猫ねこや編集者になっていたときのそれに近い気がしたのである。

「しかし、お見事でした。さすがは兄様、あの〈ナイトメア〉をあそこまで手玉に取るとは」

「い、いやまあ、あんまり自覚はないんだが……」

　士道は額に汗あせを滲にじませながら頰をかいた。今までの夢と同じく、あのときは自分で自分を『気き障ざな名家の子息』と認識しており、今思い出すとなんだか恥はずかしくなるような行動も、あまり違和感なくできていたのである。

「……って、手玉に取るって……真那、おまえなんでそんなことまで知ってるんだ？」

「え？　そりゃあまあ、自分の部屋に戻ったふりをして、扉の隙すき間まからお仕置きシーンを見ていやがりましたから」

「見てたのかよ!?」

　と、士道がたまらず叫びを上げると、それに合わせるように、辺りに立ちこめていた土つち煙けむりが晴れていき、狂三の姿を露あらわにした。

「はぁ……っ、はぁ……っ──」

　身体からだに傷などはないし、装備にも損そん壊かいは見受けられない。しかし狂三は、妙に辛そうな様子で地面に膝ひざを突ついていた。その顔には玉のような汗が浮かび、頰は赤く紅潮している。

「ふ、勝負ありましたね、〈ナイトメア〉。大人しく皆みなさんを解放しやがりなさい」

「だ、誰だれが、そんなこと──」

　言って狂三が、その場に立ち上がろうとする。するとそこで、真那がふっと流し目を作りながら呟つぶやいた。

「『──嫌か？　でも、やめてあげない。これはお仕置きなんだからな』」

「ひゃぁ……っ!?」

　瞬間、狂三が足をガクガクと震ふるわせ、再びその場にへたり込む。効果は抜ばつ群ぐんである。

　しかし、問題が一つ。士道は頰を赤くしながら呻うめくように言った。

「……真那、それ俺にもダメージ入るからやめて……」

「おっと、これは失礼」

　真那は言うほどには悪びれていない様子でそう言うと、日傘の先せん端たんを狂三の方に向けた。

「観念しやがりなさい。さもなくば、あの夢の続きを見ることになりやがりますよ」

「く、くぅ……っ」

　と、狂三が悔くやしげに呻く。その目には、うっすらと涙なみださえ浮かんでいた。

　もはや、勝敗は誰の目にも明らかであった。強がってはいるものの、狂三の心は既すでに折れている。あと一押しで、この空間から皆を解放するだろう。というか恥ずかしいのは狂三だけではないので、早めに諦あきらめて欲しい士道だった。

　が──そのとき。




「──あまり無様を晒さらさないでくださいまし、『わたくし』」




　そんな声が、どこかから聞こえてきた。

「な──」

「この声は──〈ナイトメア〉！」

　真那の声に応こたえるように、へたり込んだ狂三のすぐ側そばに影かげが蟠わだかまり、その中から、赤と黒の霊れい装そうを纏まとった狂三が姿を現す。それを見て、士道は思わず喉のどを絞しぼった。

「狂三!?　ってことは、その狂三は──」

　士道が、ＣＲ－ユニットの狂三に視線をやりながら言うと、真那が忌いま々いましげに鼻を鳴らすのが聞こえてきた。

「──やはり、分身体でしたか。まあ、半ば予想はしていやがりましたけどね」

「あらあら、さすがは真那さん。気づいておられまして？」

「私が一体何人あなたを殺してきてると思っていやがるんですか」

　冗じよう談だんめかしたように言う狂三に、真那がフンと息を吐いた。

「──で？　やるつもりですか？」

「早とちりしないでくださいまし。わたくしがここに来たのは、あなた方とことを構えるためではなく──勝手な行動を起こした『わたくし』を回収するためですわ」

「え……？」

　予想外の言葉に、士道は目を丸くした。

　するとそれに合わせるように、へたり込んでいたＣＲ－ユニットの狂三──分身体がヒステリックな声を上げる。

「『わたくし』……！　一体なぜここに！」

「ＣＲ－ユニットなどを着ながら寝ねこけている分身体を見つけたものですから、【一〇の弾ユッド】で記憶を探さぐったのち、【九の弾テット】で意識を繫つながせていただきましたわ。──まったく、面めん倒どうなことをしてくださいましたわね」

「何を──仰おつしやいますの!?　わたくしは……わたくしたちの目的のために、霊力を手に入れようとしただけではありませんの！　『わたくし』が士道さんに手を出したがらないものだから、わざわざ顕現装置リアライザを用いてまで十香さんたちに霊力を逆流させようとしたというのに──！　一体何を咎とがめられることがございまして!?」

「行動の是ぜ非ひを問うているわけではありませんわ。わたくしは脳で分身体『わたくし』は手足。如何いかな理由があろうとも、手足が脳に逆らうことなどあってはなりませんわ。それを許せば、いずれわたくしたちの秩ちつ序じよが崩ほう壊かいしましてよ」

　狂三が言うと、分身体は小さく息を吐はいた。

「誤ご魔ま化かしはやめてくださいまし……はっきり言えばよいではありませんの！　『わたくし』は躊躇ためらっておられるのでしょう？　なぜなら士道さんのことが──」

「──『わたくし』」

　と、分身体が言いかけたところで狂三が指を鳴らすと、足元の影が蠢しゆん動どうし、分身体を吞のみ込んでいった。

「な──き、きゃぁぁぁぁっ!?」

　そんな悲鳴を残し、分身体の姿が消える。

　すると次の瞬間、辺り一帯が震しん動どうし、暗い空間にヒビが入っていった。

「わ……っ!?」

「これは……！」

「安心してくださいまし。恐おそらく、『わたくし』の意識が途と絶だえたことによって、この世界を繫ぎ止めていた顕現装置リアライザの効果が失われたのでしょう」

　狼狽うろたえる士道と真那に、狂三は恭うやうやしい調子でスカートの裾すそを摘つまんでみせた。

「──さて、わたくしは一足お先にお暇いとまさせていただきますわ。不ふ肖しようの分身体がご迷めい惑わくをおかけしましたわね」

　そしてそう言って、自身もまた影に潜もぐっていこうとする。

　と、狂三の身体が四半ほど沈しずんだところで、真那が挑ちよう発はつするように息を吐いた。

「おや、逃にげやがるんですか？」

「言ったではありませんの。『わたくし』を回収しにきただけ、と。──でもまあ、そうですわねぇ」

　狂三は真那に視線を返すと、その容よう貌ぼうを見回して、可笑おかしそうに笑った。

「そのお姿、この世界に入った影えい響きようと思われているようですけれど、【一〇の弾ユッド】で探った限り、『わたくし』はそのような効果をこの世界に付ふ与よしてはおりませんでしたわよ」

「……なんですって？」

「──真那さん、心のどこかに、そういった格好への憧あこがれでもありましたの？　うふふ、よくお似合いですわよ」

「…………っ」

　狂三が真那に一いち撃げきを残し、ふふっと笑いながら影の中に消えていく。

　それから間もなく、空間に入ったヒビは段々と大きくなり、暗い世界に徐じよ々じよに光が満ちていった。

「あ、あの女……ッ」

　その際、何やら悔しげな真那の声が聞こえた気もしたが──士道は、できるだけ気にしないことにした。







　　　　◇




「ん……う……」

　瞼まぶたを通して、朝日が眼球をちくちくと刺し激げきする。

　その目覚めの感覚に、士道は小さな声を漏もらしながらうっすらと目を開けた。

　すると──

「──シドー！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「よかった……です……」

「ねーねー少年、なんか途と中ちゆうからよく覚えてないんだけど、結局くるみんどーなったの？」

　士道のベッドの周りに控ひかえていたと思おぼしき精せい霊れいたちが、そんな賑にぎやかな声を響ひびかせてきた。

　どうやら、既に皆士道より先に目を覚ましていたらしい。精霊たちが押し寄せた士道の部屋は、満員電車のようなすし詰づめ状態になっていた。

　その予想外の光景に最初は面食らった士道であったが──すぐに今の今まで見ていた夢を思い出して、ほうと安あん堵どの息を吐いた。

「あ、ああ……おはよう、みんな。無事で何よりだよ」

　士道が苦く笑しようしながら身を起こすと、精霊たちはパァッと顔を明るくし、口々に士道にお礼を言ってきた。

「すまぬの、主ぬし様。助かったのじゃ。主様がいなければ、むくは霊力を奪うばわれていたやもしれぬ」

「……ね、マジで危なかったかも」

「ホントですよねー！　あ、でもＣＲ－ユニットを着た狂三さんは素す敵てきでしたねぇー。なんていうんですか、こう、霊装にはないぴっちり感というか……」

　などと、美九のように平常運転な精霊も一部いたが。

　ともあれ、皆無事のようである。士道はもう一度息を吐くと、ベッドから降りた。

「さ、じゃあ下に行こう。……なんか、妙みようにお腹なか空すいちまったよ。みんな、朝ご飯は食べたか？」

「おお！　まだだぞ！」

「ん、そっか。じゃあ簡単に何か作るか」

　士道が言うと、精霊たちがおおっと色めき立った。

「目玉焼きは、目玉焼きはできるか!?　ベーコンが下に敷しいてあるやつだ！」

「白銀の野を灼やく炎ほのおに金色の祝福を！」

「翻ほん訳やく。耶俱矢はトーストにバターをたっぷりと言っています」

「えぇー、かぐやんパン派？　日本人なら米を食え米を」

「……いやまあ、日本人っていうか精霊だけど」

「はいはい、わかったからとにかく行こうぜ」

　士道はやれやれと肩かたをすくめながら、皆を先導するように部屋を出、階段を降りていった。

　そしてリビングに入ったところで、小さく目を見開く。──そこに、二人の人間の姿があったからだ。

「……ん、おはよう、シン」

「ちょっと寝ね坊ぼうですよ兄様。──ま、あんなことがあったわけですし、大目に見ておきますが」

「令音さん、真那！」

　士道は思わず二人の名を呼んだ。そう。〈ラタトスク〉の解かい析せき官・村むら雨さめ令音と真那が、リビングのソファに腰こし掛かけていたのである。

　士道や精霊たちの異常を察知した令音に、顕現装置リアライザで以もつて駆かけつけてくれた真那。この二人がいなければ、士道たちは未いまだ夢の中に囚とらわれていたかもしれない。士道は二人の前に歩いていくと、深々と頭を下げた。

「ありがとうございます、令音さん。本当に助かりました。真那も、ありがとうな」

　士道が言うと、それに倣ならうように精霊たちもまた、頭を下げた。令音と真那が顔を見合わせ、少し照れくさそうに頰ほおをかく。

「……いや、当然のことをしたまでさ。精霊たちの脳波をモニタリングしていたのが奏功したね」

「そうですよ。お礼を言われるほどのことじゃねーです。それに、皆みなさんが助かったのは兄様の頑がん張ばりのお陰かげでもありますし」

　と、真那が言ったところで、折紙が二人に向かって一歩前に進み出た。

「──そういえば、聞きたいことがある」

「ん？　何でいやがりますか、折紙さん」

「顕現装置リアライザを使って他者の夢に入り込む方法について、詳くわしく」

「いやそれ聞いて何するつもりだ折紙!?」

　何やら名状しがたい悪お寒かんを覚えて、士道は悲鳴じみた声を上げた。

　折紙はその後もめげずに質問を続けていたが、さすがに令音と真那も折紙にその手法を伝授する危険性については認にん識しきしているようで、曖あい昧まいな返事ではぐらかしていた。

「まったくもう……」

　士道ははあとため息を吐つくと、朝食の支し度たくのため、エプロンをしてキッチンへと歩いていった。

　と、そのあとを追うかのように、真那がキッチンにやってくる。

「ん？　どうした真那」

「手伝いますよ。さすがに起き抜ぬけにこの人数分は疲つかれるでしょう。……それに、リビングにいると折紙さんの圧が怖こわいので」

「はは……なるほど。じゃあ手伝ってもらおうかな。キャベツを千切りにしてくれるか？」

「ええ、真那にお任せです」

　言って、手洗いを済ませた真那は包丁を手に取ると、見事な手つきでキャベツを千切りにしていった。

「お、上手うまいじゃないか」

「ええ、刃は物ものの扱あつかいは得意でいやがります」

「なんか言い方が物ぶつ騒そうだなあ……」

　士道は苦笑したが──むしろ、真那の来歴を思えば自然な表現なのかもしれなかった。

　ＤＥＭに魔ま力りよく処理を受け、魔術師ウイザードとしての才を開花させた代わりに、普ふ通つうの生き方を奪われた少女。

「……なあ、真那」

「はい？　なんですか、兄様」

「いや、その……なんだ、よかったら、今度買い物でも行かないか？　ほら、服とか──」

「…………」

　何とはなしに士道が言うと、それまでリズミカルにまな板を叩たたいていた包丁が停止した。

　そして数すう瞬しゆんの沈ちん黙もくののち、小さな声こわ音ねを発してくる。

「『──嫌いやか？　でも、やめてあげない。これはお仕置きなんだからな』」

「げふ……っ!?」

　突とつ然ぜんの真那の発言に、士道は思わず咳せき込んだ。

「……お互たがい、夢の中のことは忘れるってことでどうでしょう、兄様？」

「……お、おう。それがいいかもな」

　兄と妹は、力なく苦笑し合うと、何ごともなかったかのように朝食の準備に戻もどっていった。




　　　　◇




「──に、しても、珍めずらしいではありませんの」

「ええ、ええ、本当ですわね」

　暗い暗い影かげの中。狂三はどこからか響いてくる分身体たちの声にぴくりと眉まゆの端はしを揺ゆらした。

「何が、ですの」

「うふふ、とぼけないでくださいまし」

「顕現装置リアライザを使って十香さんたちから霊れい力りよくを奪おうとした『わたくし』のことですわ」

「いつもなら命令に従わなかった個体は即そく座ざに処分されるというのに」

「ふん──」

　面おも白しろがるような分身体の言葉に、狂三は小さく鼻を鳴らした。

　顕現装置リアライザを使った分身体は、影の中で隔かく離り状態にしてあるものの、まだ生かしてある。確かにそれだけを見れば、狂三が甘くなったと取られても仕方あるまい。

　しかし。狂三は腕うで組ぐみしながら目を伏ふせた。

「確かに勝手な行動を取ったことに間ま違ちがいはありませんけれど、一応、わたくしの目的のためという動機からですもの。十分な反省を示すのであれば、もう一度戦列に加えた方が無む駄だがありませんわ」

　それに、と狂三は続けた。

「──顕現装置リアライザの扱いに長たけた個体を殺してしまうのは、勿もつ体たいないではありませんの」

　狂三が言うと、分身体は数秒の間考えを巡めぐらせるように沈黙したのち、くすくすと笑ってきた。

「──ああ、ああ、なるほど」

「『わたくし』も、顕現装置リアライザで士道さんとの夢が見たいんですのね？」

「んな……ッ」

　分身体たちの邪じや推すいに、狂三はカッと目を見開いた。

「誰だれがそんなことを言いまして……？　単純に戦力としての話ですわ！」

「またまたぁ」

「そんなこと仰おつしやってぇ」

「一体どんな夢を見たいんですの？」

　狂三の反論も聞かず、分身体たちがきゃいきゃいと盛り上がる。

「ああ、ああ、わたくしなら、十香さんのようなファンタジーな世界がいいですわねぇ」

「あら、あら、六喰さんのように郭くるわから士道さんに救い出してもらうというのも捨てがたいですわ」

「わたくしは断然、ご主人様の士道さんとメイドのわたくしですわ。いえ、少しアレンジして、わたくしが士道さんを執しつ事じとして雇やとうというのも……」

「『わたくし』は、どう思いまして？」

「…………」

　闇やみの中から分身体たちの視線が注がれる。……嫌な流れだ。はぐらかしても、答えるまで粘ねん着ちやくされるのが目に見えている。狂三は諦あきらめたようにはぁとため息を吐いた。

「……そうですわね、わたくしなら──」

　と、仕方なく見てみたい夢のシチュエーションを述べてみせる。

　すると、それを聞いた分身体たちは、再現された年代によって様々な反応を見せた。

「あら、あら」

「なるほど……」

「そう──ですの」

　楽しげに、興味深そうに──あるいは、少し悲しげに。

　狂三は小さく息を吐はくと、くるりと身を翻ひるがえして分身体たちに背を向けた。

「……夢の話ですわ。あくまでも」

　その言葉は分身体たちに向けられたものというより、己自身に言い聞かせているような調子であったけれど──それを指し摘てきしようとする分身体は、一人もいなかった。







　　　あとがき







　お久しぶりです。橘たちばな・よもや二〇一八年の今スレイヤーズの本編と一いつ緒しよに店頭に並べるとは思っていなかった・公こう司しです。ヒャッホウ。

　そんな記念すべき巻だからでしょうか。表紙の折おり紙がみさんも正装です。ノーブルな雰ふん囲い気きがとても素敵ですね。犬耳スク水メイドが折紙のホワイトタイだ。

　さて、というわけで短編集も早八巻目。今回はいつもとは少し異なった趣しゆ向こうとなっております。

　全編通して『イフ』、つまり『もしも』の世界を扱あつかった短編がメインで、書き下ろしでそれらを総そう括かつするという構成です。今までにない形でしたが、いかがでしたでしょうか。お気に召めしたなら幸いです。

　では、『アンコール』恒こう例れいの各話解説に移ろうと思います。ネタバレが含ふくまれておりますので、まだ本編をお読みになっていない方はご注意ください。




○七な罪つみダブル




　イフ短編第一弾だん。もしもの世界を描えがくというコンセプトではあるものの、最初からハイブロウすぎると戸と惑まどう人がいるかもしれなかったため、最初は比ひ較かく的てき馴な染じみ深い学園編に。精せい霊れいたちが全員生徒の学園に士し道どうが教育実習生としてやってきます。

　せっかくイフを描くのだから、シチュエーションのみでなく、普ふ段だんならできないことをやろうと思い、七罪（大）と七罪（小）を共演させました。（小）が姉なのがこだわりポイント。非常に可愛かわいい。可愛くないところが可愛い（矛む盾じゆん）。

　ドラマガでの挿さし絵えは水着シーンのみだったのですが、実はクソダサジャージ七罪先生のデザイン画はそのときから存在していました。今回書き下ろしがあって嬉うれしい限りです。




○十とお香かブレイブ




　最初は折紙編か二に亜あ編でもよいかなあと思っていたのですが、この話が載のるドラマガの表紙がちょうど十香だったため、十香が伝説の剣けんを抜ぬく話に。実は一八巻より早く反転十香との対面を果たしていたりします。

　敵味方が相対する挿絵がお気に入り。服装でなんとなくパーティー内の役割がわかって妄もう想そうが捗はかどります。折紙たち騎き士しの鎧よろい姿も見たかった。四よ糸し乃のに隠かくれる七罪がいい味を出し過ぎているからか、まったく出番がないのに美み九く王おう妃ひが異常に印象に残っている気がします。




○琴こと里りエディター




　フラクシナスマガジン（略りやく称しよう『フラマガ』）を無事校こう了りようせよ！　というわけで、〈ラタトスク〉を編集部と見立て、精作霊家たちから原げん稿こうを取り立てるお話。この辺から結構変わったシチュエーションになってきますが、なんだか妙みように上手うまくはまった気がします。折しもドラマガの三〇周年記念号と重なったため、なんだか意味深な感じに。ドラマガはこんなギリギリの進行してないよ！　してない……よね？

　精霊たちのペンネームを考えるのが存外楽しかったです。お気に入りは『白しら井いひよこ』先生と『なつこ』先生。




○六む喰くろゲイシャ




　六喰の花魁おいらん姿……見たくない？　という一点突とつ破ぱコンセプトで決まったお話。挿絵の六喰太た夫ゆうを見てその直感は間ま違ちがっていなかったと確信しました。後ろの四糸乃と七罪も可愛い。

　六喰はもちろんですが、楼ろう主しゆの二亜と悪友の美九がぴったりはまりすぎたような気がしなくもない。最後の六喰の台詞せりふ「いっち好き」は、仮にも遊ゆう郭かく編をやる以上書かないわけにはいかなかった。




○士し織おりスピリット




　全体的に突とつ飛ぴな話が多い今巻の中でも、飛とび抜けて異質なこの話。自分の別側面と対面するという点では『七罪ダブル』、『十香ブレイブ』と同コンセプトと言えなくもないのですが、なんだろうこの違い和わ感かんは。

　士織の持つ〈究極侍女シルキー〉は料理だけではなく、掃そう除じ、洗せん濯たく、魚の小骨取りなど、幅はば広ひろい用よう途とに効果を発揮する恐おそるべき天使です。

　もし反転体があったら、もの凄すごい自じ堕だ落らくな格好になって部屋を乱しまくる精霊になるかもしれません。洗濯もしないし料理も下手。……あれ？　二亜？




○開ビギニ幕はング・闇のオブ・ナ中でイトメア／その幕エンド・をオブ・下ろすのはナイトメア




　本巻書き下ろし。珍めずらしく序文が付いています。

　というわけで、一連のイフストーリーはこいつの仕し業わざだったんだよ！　というお話。『七罪ダブル』を書く前にプロットを作っていたため、いざ書くときになって発はつ掘くつに苦労しました。

　狂くる三みにＣＲ‐ユニットを着せたい！　というのは最初から決まっていたのですが、その対たい偶ぐうとして真ま那ながゴスロリになったのは実際に書いている最中でした。狂三がユニットを着るなら宿敵真那はゴスロリにならないと不公平だよね！

　これでユニット装備経験のある精霊は折紙に続き二人目となりましたが、精霊たちにそれぞれ専用機とかあったら面おも白しろそうですね。頑がん張ばれ〈ラタトスク〉。




　各話解説は以上となります。

　アニメ新シリーズはただ今製作進行中でございます。発表したい情報はいくつもあるのですが、この本の発売日が富士見のイベントの前日というタイミングでして、ちょうど書けないというもどかしさ。すぐに発表されると思いますのでお楽しみに！

　また、ファンタジア文庫三〇周年記念のＬＩＮＥスタンプに、『デート』のスタンプも入っていますので、是ぜ非ひチェックしてみてください！




　さて今回も、たくさんの方の尽じん力りよくによって本を出すことができました。

　毎回素晴らしい仕事をしてくださるイラストレーターのつなこさん。担当氏、デザイナーの草くさ野のさん、編集、営業、流通、小売に関わる全ての人々、そして、この本を手にとってくれたあなたに、心よりの感謝を。




　では、またお会いできることを楽しみにしております。





二〇一八年九月　橘　公司　
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